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災
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３
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１
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画
対
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２
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各
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会
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主

防
災
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（
１
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地
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２
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３

）
風

水
害

 

 第
２

章
 

避
難

行
動

-
--

-
-
--

-
--

-
--

-
--

-
-
--

-
-
--

--
-
-
--

-
-
--

--
-
-
--

-
-
--

--
--

--
-
-
--

--
--

--
-
  

5
 

 
１

．
平

常
時

の
取

り
組

み
--

--
-
--

-
--

-
-
--

-
-
--

--
-
-
--

-
-
--

--
-
-
--

-
-
--

--
--

--
-
-
--

--
--

--
-
  

5
 

 
 

（
１

）
各
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治
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・

各
自

主
防

災
組

織
の

取
り

組
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（
２
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個
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の

取
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２

．
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２
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（
１

）
要

配
慮

者
の

避
難

に
つ

い
て

＝
配

慮
の

ポ
イ

ン
ト

 

（
２

）
避

難
行

動
要

支
援

者
の

避
難

＝
避

難
行

動
要

支
援

者
制

度
を

活
用

し
た

体
制

つ
く

り
 

（
３

）
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
の

作
成

手
順

 

（
４

）
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
Ｑ

＆
Ａ
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（
１

）
そ

れ
ぞ

れ
の

避
難

行
動

計
画

 

 
 

（
２

）
防

災
資

機
材

等
 

 
 

（
３

）
避

難
所

等
連

絡
先

 

 
 

（
４

）
関

連
施

設
 

 
 

（
５

）
地

区
防

災
訓

練
の

実
施
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資
料

１
 

 
  

松
阪

市
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
掲

載
通

知
書

 

 資
料

２
 

 
 

あ
な

た
の

情
報

の
提

供
に

関
す

る
同

意
確

認
書

 

 様
式

1
 

 
 

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

受
領

書
兼

誓
約

書
 

 様
式

２
 

 
 

個
別

避
難

計
画

（
避

難
支

援
プ

ラ
ン

）
【

Ｎ
Ｏ

．
 

 
】

 

 様
式

３
 

 
 

個
別

計
画

プ
ラ

ン
（

地
域

支
援

者
）

【
 

 
 

 
自

治
会

】
 

 様
式

４
 

 
 

個
別

避
難

計
画

（
避

難
支

援
プ

ラ
ン

）
作

成
管

理
表

【
 

 
年

度
版

】
 

 様
式

５
 

 
 

個
別

避
難

計
画

（
避

難
支

援
プ

ラ
ン

）
保

管
録

 
 

【
 

 
年

度
版

】
 

 様
式

6
 

 
 

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

守
秘

義
務

誓
約

書
 

 資
料

3
 

 
 

阿
坂

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

と
米

ノ
庄

住
民

協
議

会
に

お
け

る
 

「
災

害
時

相
互

支
援

に
関

す
る

協
定

書
」

 

 

資
料

４
 

 
 

防
災

情
報

の
受

け
取

り
方

法
    

       

     

1 
 

令
和

6
年

4
月

 

米
ノ

庄
住

民
自

治
協

議
会

  

米
ノ

庄
地

区
防

災
計

画
(第

２
版

) 
  1

. 米
ノ

庄
地

区
防

災
計

画
の

位
置

付
け

 

      米
ノ

庄
地

区
防

災
計

画
は

、
災

害
対

策
基

本
法

第
4

2
条

に
基

づ
き

、
地

区
の

防
災

に
関

す

る
事

項
に

つ
い

て
、

住
民

自
治

協
議

会
・

自
治

会
・

住
民

・
事

業
所

が
果

た
す

べ
き

責
務

を
明

確
に

し
て

、
総

合
的

・
計

画
的

な
防

災
・

減
災

活
動

の
実

施
・

推
進

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

ま
す

。
 

 災
害

対
策

基
本

法
は

、
第

4
2

条
に

お
い

て
地

域
防

災
計

画
・

地
区

防
災

計
画

の
作

成
に

関

し
て

定
め

て
お

り
、

住
民

等
は

、
当

該
計

画
に

従
い

防
災

活
動

を
実

施
す

る
よ

う
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

定
め

て
い

ま
す

。
 

こ
う

し
た

こ
と

か
ら

、
日

頃
、

家
族

や
地

域
で

防
災

に
つ

い
て

話
し

合
う

な
ど

、
防

災
を

特

別
な

も
の

で
は

な
く

日
々

の
生

活
と

一
体

的
な

も
の

と
す

る
考

え
方

（
防

災
の

日
常

化
の

定
着

）

を
推

進
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
 

米
ノ

庄
地

区
防

災
計

画
は

、
「

自
分

の
命

は
自

分
で

守
る

」
「

自
分

た
ち

の
地

域
は

自
分

た
ち

で
守

る
」

と
い

う
理

念
の

も
と

、
住

民
自

治
協

議
会

・
自

治
会

・
住

民
の

そ
れ

ぞ
れ

が
役

割
を

し
っ

か
り

と
果

た
し

、
災

害
時

に
は

「
自

助
・

共
助

・
公

助
」

の
３

つ
が

効
果

的
に

連
動

し
、

地
域

ぐ
る

み
の

協
力

体
制

が
作

動
す

る
こ

と
を

求
め

て
い

き
ま

す
。

 

 

防
災

体
制

の
強

化
を

目
指

し
、

必
要

に
応

じ
て

見
直

し
と

検
証

を
は

か
り

、
自

ら
が

地
区

防

災
計

画
を

策
定

す
る

と
と

も
に

、
「

避
難

行
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
「

避
難

所
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
を

編
集

、
詳

細
な

災
害

対
策

を
構

築
し

、
災

害
時

の
人

的
被

害
ゼ

ロ
を

目
指

し
ま

す
。

 

 

   

自
助

・
共

助
・

公
助

を
効

果
的

に
発

揮
。

 
 

 

人
的

被
害

ゼ
ロ

を
め

ざ
し

ま
す

！
 



2 
 2

.自
助

・
共

助
・

公
助

 

 

被
害

を
最

小
限

に
抑

え
る

た
め

に
は

、
「

自
助

」
「

共
助

」
「

公
助

」
の

3
つ

の
要

素
が

う
ま

く
機

能
す

る
こ

と
が

重
要

だ
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

 

近
年

で
は

大
規

模
地

震
や

大
型

台
風

、
大

雨
な

ど
の

自
然

災
害

が
多

く
発

生
し

、
防

災
意

識
が

高
ま

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

基
本

と
な

る
「

自
助

」
「

共
助

」
「

公
助

」
の

役
割

を
し

っ

か
り

理
解

し
、

も
し

も
の

時
に

備
え

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
 

巨
大

地
震

と
さ

れ
る

南
海

ト
ラ

フ
地

震
が

発
生

し
た

場
合

は
、

行
政

の
救

助
や

支
援

が
及

ば
な

く
な

る
こ

と
に

な
り

、
避

難
所

に
収

容
し

き
れ

な
い

避
難

者
が

発
生

し
ま

す
。

そ
う

し

た
時

は
、

「
自

助
」

「
共

助
」

が
有

効
と

な
り

ま
す

。
日

頃
か

ら
の

防
災

の
た

め
の

備
え

・

情
報

収
集

・
心

構
え

が
大

切
に

な
り

ま
す

。
 

 （
１

）
自

助
（

自
分

で
自

分
と

家
族

を
守

る
）

 

自
助

と
は

、
被

災
か

ら
自

分
自

身
で

切
り

抜
け

る
こ

と
を

指
し

ま
す

。
 

日
頃

か
ら

、
防

災
マ

ッ
プ

や
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

で
地

域
の

特
性

や
避

難
場

所
・

避
難

所
の

 

把
握

を
行

い
、

災
害

情
報

の
収

集
方

法
（

防
災

ア
プ

リ
の

イ
ン

ス
ト

ー
ル

な
ど

）
や

災
害

 
 

時
の

情
報

伝
達

方
法

（
災

害
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル
1

7
1

な
ど

）
を

確
認

し
て

お
く

こ
と

で
、

も

し
も

の
時

の
行

動
に

役
立

ち
ま

す
。

 

備
蓄

は
、

避
難

生
活

を
想

定
し

保
存

で
き

る
食

料
や

水
を

準
備

。
1

週
間

分
の

量
を

目
安

に

準
備

し
て

お
く

こ
と

が
重

要
で

す
。

 

 （
2

）
共

助
（

地
域

の
人

達
や

地
域

団
体

、
事

業
者

が
助

け
合

っ
て

守
る

）
 

阪
神

淡
路

大
震

災
で

は
、

7
0

%
弱

が
家

族
を

含
む

自
助

、
3

0
%

が
隣

人
な

ど
の

共
助

 

に
よ

り
救

出
さ

れ
た

と
い

わ
れ

て
い

ま
す

。
大

規
模

災
害

で
は

、
特

に
周

囲
と

の
様

々
な

助
け

合
い

が
大

き
な

力
に

な
り

ま
す

。
 

自
治

会
が

実
施

す
る

防
災

訓
練

に
は

参
加

す
る

な
ど

日
ご

ろ
の

防
災

意
識

を
高

め
る

と
 

と
も

に
、

日
常

的
に

近
所

の
方

々
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
こ

と
を

心
が

け
る

よ

う
に

す
る

こ
と

も
大

切
で

す
。

 

 
 

自
治

会
は

、
避

難
行

動
要

支
援

者
を

対
象

と
し

て
個

別
避

難
計

画
を

作
成

す
る

 

 （
３

）
公

助
（

市
役

所
や

消
防

・
警

察
な

ど
の

公
的

支
援

）
 

各
都

道
府

県
市

町
村

で
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

に
応

じ
た

防
災

計
画

や
避

難
場

所
、

防
 

災
マ

ッ
プ

な
ど

を
提

供
し

て
い

ま
す

。
そ

れ
ら

の
内

容
を

、
行

政
機

関
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や

市
役

所
に

確
認

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
災

害
発

生
時

は
、

地
域

・
地

区
全

体
が

被
災

し
て

お

り
、

行
政

や
消

防
・

警
察

な
ど

が
直

ぐ
に

対
応

で
き

な
い

こ
と

を
理

解
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

 

3 
 3

.取
り

巻
く

背
景

と
課

題
 

 

  

 （
１

）
南

海
ト

ラ
フ

巨
大

地
震

 

近
年

、
発

生
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
南

海
ト

ラ
フ

地
震

は
、

最
大

3
2

万
3

千
人

の
死

者
が

 
 

 
 

 

発
生

す
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
て

お
り

、
東

日
本

大
震

災
（

平
成

2
3

年
3

月
1

1
日

発
生

）
 

を
超

え
る

大
規

模
災

害
に

な
る

こ
と

が
危

惧
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

阪
神

・
淡

路
大

震
災

（
平

成
7

年
1

月
1

7
日

発
生

）
で

は
、

死
亡

者
の

8
割

が
家

屋
の

下
敷

き
に

な
っ

て
亡

く
な

り
ま

し
た

が
、

そ
の

中
で

助
か

っ
た

人
々

の
多

く
は

近
隣

住
民

等

に
よ

っ
て

救
助

さ
れ

ま
し

た
。

 

全
国

で
は

、
2

0
1

1
年

3
月

以
降

2
0

2
2

年
3

月
ま

で
震

度
６

強
以

上
の

地
震

が
1

3

件
発

生
し

て
お

り
、

政
府

の
中

央
防

災
会

議
は

、
科

学
的

に
想

定
さ

れ
る

最
大

ク
ラ

ス
の

南

海
ト

ラ
フ

地
震

の
被

害
想

定
に

よ
れ

ば
、

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
が

一
度

発
生

す
る

と
、

静

岡
県

か
ら

宮
崎

県
に

か
け

て
の

一
部

で
は

震
度

７
と

な
る

可
能

性
が

あ
る

ほ
か

、
そ

れ
に

隣

接
す

る
周

辺
の

広
い

地
域

で
は

震
度

６
弱

か
ら

６
強

の
強

い
揺

れ
に

な
る

と
想

定
さ

れ
て

い

ま
す

。
ま

た
、

関
東

地
方

か
ら

九
州

地
方

に
か

け
て

の
太

平
洋

沿
岸

の
広

い
地

域
に

1
0

m
㍍

を
超

え
る

大
津

波
の

襲
来

が
想

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

                

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
の

こ
れ

ま
で

の
発

生
周

期
は

 
9

0
年

～

1
5

0
年

で
、

前
回

の
東

南
海

地
震

か
ら

約
8

0
年

が
経

過
し

て
い

ま
す

。
南

海
ト

ラ
フ

地
震

の
発

生
確

率
は

３
０

年
以

内
に

約
8

0
％

と
危

惧
さ

れ
て

い
ま

す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

（
内

閣
府

防
災

会
議

よ
り

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

  

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

  
  

 

  
  

 

  
  

 

  
  

 

  
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

  
  

  

 
 
 
  

 
  

 
 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 



4 
 （

２
）

米
ノ

庄
地

区
の

防
災

意
識

 

米
ノ

庄
地

区
は

、
昭

和
2

8
年

（
1

9
5

3
年

）
の

台
風

1
3

号
、

昭
和

3
4

年
（

1
9

5
9

年
）

の
伊

勢
湾

台
風

以
降

大
災

害
を

経
験

し
て

い
ま

せ
ん

。
ま

た
、

昭
和

1
9

年
（

1
9

4
4

年
）

の
東

南
海

地
震

で
も

甚
大

な
被

害
を

経
験

し
て

い
ま

せ
ん

。
従

っ
て

、
住

民
の

災
害

意

識
は

災
害

発
生

に
伴

う
被

害
を

理
解

し
つ

つ
も

、
自

分
自

身
の

も
の

と
し

て
真

剣
に

受
け

止

め
て

い
る

と
は

言
い

難
い

も
の

が
あ

り
ま

す
。

 

    

4
.米

ノ
庄

地
区

の
地

勢
と

特
性

と
気

象
概

況
 

 

（
１

）
地

勢
 

松
阪

市
は

、
三

重
県

の
ほ

ぼ
中

央
に

位
置

し
、

地
形

は
西

部
一

帯
が

山
岳

地
帯

、
中

央

部
は

丘
陵

地
帯

、
東

部
一

帯
は

伊
勢

平
野

が
広

が
り

伊
勢

湾
に

面
し

、
北

部
を

雲
出

川
、

南
部

を
櫛

田
川

が
流

れ
て

い
ま

す
。

 

米
ノ

庄
地

区
は

、
松

阪
市

の
北

部
に

位
置

し
、

中
ノ

庄
町

は
三

渡
川

、
上

ノ
庄

町
は

岩
内

川
、

久
米

町
は

堀
坂

川
と

中
川

。
市

場
庄

町
は

中
川

が
流

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
地

盤
は

砂
地

で
あ

り
強

固
な

も
の

と
な

っ
て

い
ま

せ
ん

。
 

 

 
（

２
）

特
性

 

米
ノ

庄
地

区
は

、
近

鉄
山

田
線

、
J

R
紀

勢
本

線
、

J
R

名
松

線
、

国
道

2
3

号
線

、
 

国
道

1
6

6
号

線
、

県
道

2
4

号
線

が
通

り
交

通
の

要
所

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 

各
地

と
も

高
低

差
の

な
い

平
地

に
家

屋
が

並
ん

で
い

ま
す

。
 

 

（
３

）
気

象
概

況
 

米
ノ

庄
地

区
は

、
過

去
の

統
計

か
ら

年
間

平
均

気
温

は
1

4
～

1
6

℃
、

年
間

平
均

降
水

量
は

1
,5

0
0

ﾐ
ﾘ
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
、

温
暖

な
気

候
と

な
っ

て
い

ま
す

。
 

し
か

し
、

昨
今

の
気

候
変

動
を

踏
ま

え
る

と
線

状
降

水
帯

に
よ

る
大

雨
を

警
戒

す
る

こ
と

も
必

要
と

な
り

ま
す

。
 

   

5 
 5

.米
ノ

庄
地

区
の

過
去

の
災

害
と

災
害

時
の

リ
ス

ク
 

（
１

）
風

水
害

 

米
ノ

庄
地

区
は

、
大

雨
や

台
風

に
よ

り
被

害
を

受
け

易
い

地
区

と
な

っ
て

 い
ま

す
。

 

近
年

は
気

候
変

動
が

進
行

し
て

お
り

、
大

雨
の

発
生

数
の

増
大

や
台

風
の

大
型

化
が

相
 

次
い

で
い

ま
す

。
今

後
も

短
時

間
強

雨
や

大
雨

の
発

生
、

発
生

頻
度

や
降

水
量

の
増

大

も
予

測
さ

れ
る

な
ど

、
大

規
模

災
害

の
発

生
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
そ

の
た

め
集

中
豪

雨

や
台

風
が

多
発

す
る

夏
期

に
は

、
こ

れ
ら

に
対

す
る

防
災

や
備

え
の

必
要

性
が

高
ま

り

ま
す

。
 

（
2

）
震

災
 

    

①
 米

ノ
庄

地
区

は
、

地
震

・
津

波
・

液
状

化
現

象
の

災
害

が
想

定
さ

れ
ま

す
。

 

 
 

 
南

海
ト

ラ
フ

地
震

が
9

0
年

か
ら

1
5

0
年

周
期

で
発

生
し

て
お

り
、

昭
和

東
南

海
地

震

（
1

9
4

4
年

1
2

月
発

生
、

Ⅿ
７

.9
）

か
ら

約
8

0
年

が
経

過
し

て
い

ま
す

。
 

2
0

2
3

年
1

月
1

日
を

基
準

と
し

た
今

後
3

0
年

以
内

の
発

生
確

率
は

7
0

～
8

0
％

と

さ
れ

て
お

り
、

地
震

に
よ

る
家

屋
の

倒
壊

・
火

災
で

大
き

な
災

害
が

想
定

さ
れ

ま
す

。
 

ま
た

、
プ

レ
ー

ト
の

半
割

れ
に

よ
る

地
震

も
想

定
さ

れ
ま

す
。

大
規

模
災

害
に

至
る

前

の
事

前
避

難
行

動
を

と
る

こ
と

も
大

切
で

す
。

（
※

プ
レ

ー
ト

の
半

割
れ

＝
想

定
震

源
域

の
一

部
の

み

地
震

が
お

き
、

プ
レ

ー
ト

が
一

部
の

み
ず

れ
る

こ
と

を
言

う
。

連
動

し
て

地
震

が
発

生
す

る
恐

れ
が

あ
る

）
 

 

②
 地

震
に

よ
る

津
波

は
最

大
で

3
.8

㍍
、

最
大

浸
水

は
3

.0
～

5
.0

㍍
と

さ
れ

、
概

ね

J
R

名
松

線
よ

り
東

側
が

浸
水

す
る

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

 

③
 地

震
に

よ
る

液
状

化
現

象
は

高
い

確
率

で
発

生
す

る
と

さ
れ

て
お

り
、

家
屋

の
倒

壊
、

 

避
難

経
路

に
も

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
こ

と
に

な
り

ま
す

。
 

         

津
波

の
高

さ
は

ど
ん

な
ん

？

何
分

で
来

る
の

か
な

ぁ
？

 

震
度

7
っ

て
？

 

家
が

壊
れ

る
ん

か
な

ぁ
？

 

 

液
状

化
っ

て
？

歩
き

辛
く

な
る

ん
や

ろ
な

ぁ
…

 

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
で

は
最

大
震

度
７

 

液
状

化
・

家
屋

倒
壊

・
津

波
被

害
の

可
能

性
あ

り
！
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（
３

）
そ

の
他

の
災

害
 

 
 

 
空

気
が

乾
燥

す
る

と
火

災
に

よ
る

被
害

が
心

配
さ

れ
ま

す
。

一
旦

、
火

災
が

発
生

す
る

 

と
隣

接
す

る
家

屋
も

被
災

す
る

こ
と

に
な

り
大

き
な

被
害

と
な

り
ま

す
。

 

 
 

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
を

は
じ

め
と

し
た

感
染

症
に

も
対

策
を

講
じ

な
 

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
 

 6
.災

害
時

の
対

応
 

 

災
害

発
生

時
は

、
予

想
さ

れ
る

被
害

の
大

き
さ

に
よ

り
次

の
災

害
対

応
で

対
応

し
ま

す
。

 

 

災
害

対
応

１
（

人
・

家
屋

の
被

害
が

少
な

い
も

の
）

 

 
 

 
 

 
 

  
 

本
部

長
・

副
本

部
長

・
事

務
局

長
・

事
務

局
で

情
報

を
共

有
し

、
災

害
発

生

後
の

推
移

を
観

察
し

ま
す

。
 

 

災
害

対
応

２
（

人
・

家
屋

の
被

害
が

大
き

な
も

の
）

 

災
害

対
策

本
部

・
自

治
会

の
自

主
防

災
組

織
を

立
上

げ
、

被
害

状
況

を
把

握
す

る
と

も
に

、
松

阪
市

防
災

本
部

・
自

治
会

自
主

防
災

組
織

と
連

携
を

図

り
対

策
を

講
じ

ま
す

。
 

 

災
害

対
応

３
（

人
・

家
屋

の
災

害
が

地
区

全
体

に
及

ぶ
も

の
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

直
ち

に
災

害
対

策
本

部
・

自
治

会
の

自
主

防
災

組
織

を
立

上
げ

、
松

阪
市

防
災

本
部

・
自

治
会

自
主

防
災

組
織

と
連

携
を

図
り

被
害

状
況

を
把

握
す

る

と
も

に
必

要
な

対
策

を
講

じ
ま

す
。

 

       

7 
 7

．
住

民
・

自
治

会
・

住
民

自
治

協
議

会
の

責
務

と
役

割
 

（
1

）
発

災
前

に
す

べ
き

こ
と

 

①
住

民
 

住
民

は
、

防
災

を
常

日
頃

か
ら

意
識

し
、

次
の

項
目

に
つ

い
て

災
害

時
に

備
え

た
対

 

応
を

図
り

ま
し

ょ
う

。
 

ア
 

建
物

を
耐

震
し

ま
し

ょ
う

。
 

イ
 

家
具

の
固

定
、

寝
起

き
す

る
場

所
の

周
り

に
家

具
な

ど
を

置
か

な
い

よ
う

に

し
ま

し
ょ

う
。

 

ウ
 

防
災

バ
ッ

ク
を

準
備

し
ま

し
ょ

う
。

 

エ
 

避
難

先
を

確
保

し
ま

し
ょ

う
。

 

②
自

治
会

 

 
 

 
 

自
治

会
は

、
次

の
対

策
を

講
じ

ま
す

。
 

 
 

ア
 

自
主

防
災

組
織

を
設

置
し

ま
す

。
 

イ
 

自
助

の
大

切
さ

を
Ｐ

Ｒ
し

、
防

災
意

識
の

高
揚

を
図

り
ま

す
。

 

ウ
 

防
災

訓
練

を
実

施
し

、
被

災
時

の
対

応
を

指
導

し
ま

す
。

 

エ
 

各
自

治
会

は
要

支
援

者
を

名
簿

等
で

把
握

し
て

円
滑

な
避

難
誘

導
体

制
を

構
築

 

し
ま

す
 

 

③
住

民
自

治
協

議
会

 

 
 

住
民

自
治

協
議

会
は

、
次

の
対

策
を

講
じ

ま
す

。
 

ア
 

避
難

行
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
自

治
会

・
住

民
に

周
知

し
ま

す
。

 

イ
 

避
難

所
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
災

害
時

に
備

え
る

と
と

も
に

避
難

所
 

運
営

の
訓

練
を

実
施

し
ま

す
。

 

ウ
 

平
成

2
7

年
3

月
4

日
に

阿
坂

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

（
現

在
は

あ
ざ

か
住

民

自
治

協
議

会
）

と
「

災
害

時
相

互
支

援
に

関
す

る
協

定
書

」
を

締
結

し
、

阿

坂
地

区
・

米
ノ

庄
地

区
に

お
い

て
甚

大
な

災
害

が
発

生
ま

た
は

発
生

す
る

恐

れ
が

あ
る

場
合

に
、

円
滑

な
連

携
 

対
応

が
図

れ
る

よ
う

に
し

ま
し

た
。

 

 

（
２

）
発

災
後

に
す

べ
き

こ
と

 

①
 住

民
 

家
族

・
近

隣
住

民
の

安
否

を
確

認
し

被
災

者
の

救
助

を
行

い
ま

し
ょ

う
 

 

②
 自

治
会

 

自
主

防
災

組
織

を
立

上
げ

対
応

を
図

り
ま

す
。

 

ア
 

住
民

の
安

否
を

確
認

す
る

と
と

も
に

被
災

者
の

救
助

を
行

い
ま

す
。

 

イ
 

被
災

状
況

を
把

握
し

、
住

民
自

治
協

議
会

に
報

告
し

ま
す

。
 



8 
 

ウ
 

必
要

と
す

る
救

援
物

資
を

把
握

し
、

支
給

で
き

る
も

の
は

、
早

急
に

支
援

す
る

と
と

も
に

不
足

物
資

を
確

保
し

ま
す

。
 

 

③
住

民
自

治
協

議
会

 

地
区

防
災

本
部

を
立

上
げ

対
応

を
図

り
ま

す
。

 

ア
 

米
ノ

庄
地

区
の

被
災

状
況

を
把

握
し

ま
す

。
 

イ
 

被
災

状
況

を
踏

ま
え

避
難

所
を

開
設

し
自

主
運

営
を

目
指

し
ま

す
。

 

ウ
 

関
係

機
関

,自
治

会
（

自
主

防
災

組
織

）
と

連
携

、
必

要
な

対
応

を
図

り
ま

 
 

す
。

 

エ
 

地
区

の
住

民
を

安
全

な
避

難
場

所
へ

誘
導

し
ま

す
。

 

オ
 

災
害

対
策

本
部

を
組

織
し

ま
す

。
 

（
３

）
復

興
の

た
め

に
す

べ
き

こ
と

 

①
住

民
 

復
興

に
向

け
て

努
力

し
ま

し
ょ

う
。

 

 ②
自

治
会

 

復
興

に
向

け
て

住
民

自
治

協
議

会
と

協
力

し
て

住
民

の
支

援
を

行
い

ま
す

。
 

 

③
 住

民
自

治
協

議
会

 

行
政

の
指

示
の

も
と

で
自

治
会

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

協
力

し
て

、
計

画
製

の
あ

る
 

一
日

も
早

い
復

旧
・

復
興

に
努

力
し

ま
す

。
 

 8
.物

資
等

の
備

蓄
・

調
達

・
供

給
 

 

米
ノ

庄
地

区
の

被
災

影
響

が
比

較
的

少
な

い
と

考
え

ら
れ

る
上

ノ
庄

町
に

防
災

倉
庫

を
設

置

し
、

避
難

所
で

必
要

と
す

る
物

資
を

備
蓄

し
ま

す
。

平
常

時
の

管
理

は
、

住
民

自
治

協
議

会
の

事
務

局
長

・
防

災
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
・

住
民

自
治

協
議

会
事

務
局

ス
タ

ッ
フ

が
行

な
い

ま
す

。

備
蓄

の
状

況
は

、
防

災
部

会
が

チ
ェ

ッ
ク

し
直

ち
に

使
用

で
き

る
状

態
を

保
ち

ま
す

。
 

         

避
難

用
の

物
資

は
、

各
自

で

も
準

備
し

て
く

だ
さ

い
。

 

災
害

時
に

は
ま

ず
、

避
難

名
簿

を
作

成
し

、
避

難
者

数
を

把
握

し

ま
す

。
 

9 
  9

.関
係

機
関

と
の

連
携

 

（
１

）
災

害
時

 

①
災

害
発

生
時

は
、

松
阪

市
災

害
対

策
本

部
の

指
示

に
も

と
づ

き
活

動
を

行
い

ま
す

。
 

②
災

害
発

生
時

の
被

災
・

救
助

・
支

援
等

の
状

況
の

情
報

を
得

る
と

と
も

に
必

要
な

措

置
を

講
じ

ま
す

。
 

③
救

援
物

資
な

ど
の

要
請

を
行

い
ま

す
。

 

           

（
２

）
平

常
時

 

 

①
松

阪
市

防
災

対
策

課
と

の
連

携
を

密
に

し
、

最
新

の
防

災
情

報
を

取
得

し
て

地
区

防

災
活

動
に

反
映

し
ま

す
。

 

   1
0

.防
災

体
制

 

米
ノ

庄
地

区
の

防
災

体
制

は
、

別
紙

「
米

ノ
庄

地
区

防
災

体
制

組
織

図
」

の
通

り
と

し
ま

す
。

 

災
害

が
発

生
し

た
時

や
災

害
が

発
生

す
る

恐
れ

が
あ

る
時

は
、

防
災

体
制

組
織

が
災

害
対

策

本
部

（
災

害
警

戒
本

部
）

と
し

て
機

能
し

ま
す

。
 

       

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



        

 
（

避
難

行
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
編

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

地
震

、
津

波
、

風
水

害
）

 
                

 

  

初
版

 
１

刷
 

〈
令

和
6

年
４

月
〉

 

米
ノ

庄
住

民
自

治
協

議
会

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
目

次
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章
 

米
ノ

庄
地

区
の
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害

と
避

難
行

動
対

策
の

基
本

的
事

項
--

--
--

--
-
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--
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--
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区
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災
計

画
と

は
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１
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大

災
害

発
生

か
ら
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の
流

れ
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動
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（
１
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区
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２
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地
区

自
治

会
・

自
主

防
災

組
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動
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４
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の
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と
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想
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る
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（
１

）
地

震
 

 
 

（
２

）
津

波
・

液
状

化
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風

水
害
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．
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（
１

）
各

自
治

会
・

各
自

主
防

災
組

織
の

取
り

組
み

 

 
 

（
２

）
個

人
の

取
り

組
み

 

 
２

．
災

害
時

の
取

り
組

み
--

-
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--
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--
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-
--
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-
-
--
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（
１

）
避

難
に

つ
い

て
の

心
構

え
 

 
 

（
２

）
災

害
別

の
避

難
行

動
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３

章
 

死
傷

者
ゼ

ロ
を

目
指

す
避

難
行

動
の

支
援

体
制

つ
く

り
--

--
--

--
-
-
--

--
--

--
-
-
--

--
--

--
1

4
 

 
 

（
１

）
要

配
慮

者
の

避
難

に
つ

い
て

＝
配

慮
の

ポ
イ

ン
ト

 

（
２

）
避

難
行

動
要

支
援

者
の

避
難

＝
避

難
行

動
要

支
援

者
制

度
を

活
用

し
た

体
制

つ
く

り
 

（
３

）
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
の

作
成

手
順

 

（
４

）
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
Ｑ

＆
Ａ

 

 

第
４

章
 

避
難

行
動

計
画

の
具

体
的

な
対

策
 

 
--

--
-
-
--

--
--

--
--

--
--

-
-
--

--
--

--
-
-
--

--
--

--
1

9
 

 
 

（
１

）
そ

れ
ぞ

れ
の

避
難

行
動

計
画

 

 
 

（
２

）
防

災
資

機
材

等
 

 
 

（
３

）
避

難
所

等
連

絡
先

 

 
 

（
４

）
関

連
施

設
 

 
 

（
５

）
地

区
防

災
訓

練
の

実
施

 

  



  第
5

章
 

 
様

式
及

び
資

料
--

-
--

-
-
--

--
-
-
--

-
-
--

--
-
-
--

-
-
--

--
--

--
-
-
--

--
--

--
-
-
--

--
--

-2
5

 

 

資
料

１
 

 
  

松
阪

市
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
掲

載
通

知
書

 

 資
料

２
 

 
 

あ
な

た
の

情
報

の
提

供
に

関
す

る
同

意
確

認
書

 

 様
式

1
 

 
 

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

受
領

書
兼

誓
約

書
 

 様
式

２
 

 
 

個
別

避
難

計
画

（
避

難
支

援
プ

ラ
ン

）
【

Ｎ
Ｏ

．
 

 
】

 

 様
式

３
 

 
 

個
別

計
画

プ
ラ

ン
（

地
域

支
援

者
）

【
 

 
 

 
自

治
会

】
 

 様
式

４
 

 
 

個
別

避
難

計
画

（
避

難
支

援
プ

ラ
ン

）
作

成
管

理
表

【
 

 
年

度
版

】
 

 様
式

５
 

 
 

個
別

避
難

計
画

（
避

難
支

援
プ

ラ
ン

）
保

管
録

 
 

【
 

 
年

度
版

】
 

 様
式

6
 

 
 

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

守
秘

義
務

誓
約

書
 

 資
料

3
 

 
 

阿
坂

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

と
米

ノ
庄

住
民

協
議

会
に

お
け

る
 

「
災

害
時

相
互

支
援

に
関

す
る

協
定

書
」

 

 

資
料

４
 

 
 

防
災

情
報

の
受

け
取

り
方

法
    

       

     

1 
   

1
．

地
区

防
災

計
画

と
は

 

 

 
従

来
、

防
災

計
画

と
し

て
は

、
国

レ
ベ

ル
の

防
災

基
本

計
画

と
、

地
方

レ
ベ

ル
の

都
道

府
県

及
び

市
町

村
等

で
地

域
防

災
計

画
を

定
め

、
そ

れ
ぞ

れ
防

災
活

動
を

実
施

し
て

き
ま

し
た

が
、

東
日

本
大

震
災

に
お

い
て

、
自

助
、

共
助

及
び

公
助

が
う

ま
く

か
み

合
わ

な
い

と
大

規
模

広
域

災
害

後
の

災
害

対
策

が
う

ま
く

働
か

な
い

こ
と

が
強

く
認

識

さ
れ

ま
し

た
。

そ
の

教
訓

を
踏

ま
え

て
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
お

け
る

共
助

に
よ

る
防

災
活

動
の

推
進

の
観

点

か
ら

、
市

町
村

の
一

定
の

地
区

の
居

住
者

及
び

事
業

者
（

地
区

居
住

者
等

）
が

行
う

自
発

的
な

防
災

活
動

に
関

す
る

「
地

区
防

災
計

画
制

度
」

が
新

た
に

創
設

さ
れ

ま
し

た
。（

平
成

２
６

年
４

月
１

日
施

行
）

 

  

米
ノ

庄
住

民
自

治
協

議
会

・
各

自
治

会
・

自
主

防
災

組
織

の
役

割
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
地

区
の

安
全

点
検

 
 

防
災

知
識

の
普

及
や

啓
発

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
防

災
訓

練
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
初

期
消

火
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
避

難
誘

導
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
救

出
や

救
護

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
情

報
の

収
集

や
伝

達
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
避

難
所

運
営

の
協

力
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

      

災
害

に
備

え
る

た

め
の

活
動

を
行

い

ま
す

。
 

平  常  時  災  害  時  

人
命

を
守

り
、

被

害
の

拡
大

を
防

ぐ

た
め

の
活

動
を

行

い
ま

す
。

 

米 ノ 庄 災 害 対 策 本 部  

第
１

章
 

米
ノ

庄
地

区
の

災
害

と
避

難
行

動
対

策
の

基
本

的
事

項
 

 



2 
 

2
．

基
本

方
針

 

 

 
米

ノ
庄

地
区

の
住

民
が

、
地

震
や

津
波

、
そ

し
て

風
水

害
等

の
災

害
に

遭
遇

し
た

と
き

「
人

的
被

害
ゼ

ロ
」

 

と
す

る
こ

と
を

基
本

方
針

と
し

ま
す

。
 

 （
１

）
 大

災
害

発
生

か
ら

避
難

行
動

の
流

れ
（

初
動

期
の

行
動

）
 

 

 
 

①
 

地
震

：
津

波
警

報
が

発
令

さ
れ

た
場

合
 

 
 

 
 

 
 

 
・
「

よ
り

遠
く

＝
水

平
移

動
」

…
Ｊ

Ｒ
名

松
線

よ
り

西
側

（
山

側
）

に
避

難
し

た
後

、
阿

坂
方

面

（
目

標
：

阿
坂

小
学

校
）

に
避

難
し

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
・「

よ
り

高
く

＝
垂

直
移

動
」

…
津

波
避

難
目

標
ラ

イ
ン

（
Ｊ

Ｒ
名

松
線

）
ま

で
避

難
が

困
難

な

場
合

は
、

津
波

避
難

ビ
ル

等
の

高
い

と
こ

ろ
に

避
難

し
ま

す
。

 

・
液

状
化

の
危

険
度

が
極

め
て

高
い

…
車

で
の

避
難

は
避

け
る

こ
と

。
 

      

②
 

地
震

：
津

波
警

報
が

発
令

さ
れ

な
か

っ
た

場
合

 

 
 

 
 

 
 

 
・

自
宅

被
害

な
し

の
場

合
…

①
在

宅
避

難
※

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

②
避

難
所

敷
地

外
で

、
車

中
泊

又
は

テ
ン

ト
泊

※
 

 
 

 
 

 
 

 
・

自
宅

被
害

あ
り

の
場

合
…

①
避

難
所

敷
地

外
で

、
車

中
泊

又
は

テ
ン

ト
泊

※
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

②
指

定
避

難
所

に
避

難
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

③
避

難
所

敷
地

内
で

、
車

中
泊

又
は

テ
ン

ト
泊

※
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

※
は

、
避

難
所

外
避

難
）

 

    
 

③
 

風
水

害
 

 
 

 
 

 
 

 
・

平
常

時
に

「
松

阪
市

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
」

を
確

認
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

 

・
災

害
時

は
松

阪
市

の
指

示
に

従
っ

て
行

動
し

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 
三

渡
川

水
系

の
場

合
…

南
西

方
面

（
上

久
米

・
美

濃
田

方
面

）
に

避
難

す
る

。
 

ま
た

は
自

宅
等

で
垂

直
避

難
 

 
 

 
 

 
 
坂

内
川

水
系

の
場

合
…

西
方

面
（

上
ノ

庄
方

面
）

に
避

難
す

る
。

ま
た

は
自

宅
等

で
 

垂
直

避
難

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

3 
 

3
．

計
画

対
象

地
区

 

 
 

 

（
１

）
計

画
対

象
地

区
 
  

  
 
 
  

  
※

「
米

ノ
庄

地
区

防
災

計
画

」
は

次
表

の
地

区
を

対
象

と
し

て
い

ま
す

。
 

 
 
 
  

 
 
  

  
 
 
  

 
 
 
  

  
 
 
地

域
別

人
口

（
住

民
基

本
台

帳
）

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 （

2
0

2
4

.1
.1

現
在

）
 

地
区

 
世

帯
数

 
人

口
（

男
） 

人
口

（
女

） 
人

口
（

計
）

 
６

５
歳

以
上

 

市
場

庄
町

 
５

１
０

 
４

８
4

 
５

３
3

 
１

０
1

7
 

３
４

６
 

上
ノ

庄
町

 
１

５
2

 
１

７
4

 
１

７
８

 
3

5
2

 
１

２
８

 

久
米

町
 

４
１

5
 

４
９

9
 

５
６

1
 

1
０

6
0

 
１

８
4

 

中
ノ

庄
町

 
１

２
３

 
１

１
7

 
１

４
4

 
２

６
1

 
９

6
 

合
 

計
 

 
 

１
２

０
０

 
 

 
１

２
７

4
 

 
 

１
４

１
６

 
2

6
9

0
 

７
５

４
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
久

米
町

（
久

米
自

治
会

・
上

久
米

区
自

治
会

・
こ

も
れ

び
の

園
自

治
会

を
含

む
）

 

   

（
２

）
 各

地
区

自
治

会
・

自
主

防
災

組
織

活
動

拠
点

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
「

各
地

区
の

防
災

計
画

」
は

下
記

の
団

体
が

定
め

ま
す

。
 

 

団
体

名
活

動
拠

点
所

在
地

電
話

番
号

⽶
ノ

庄
住

⺠
⾃

治
協

議
会

⽶
ノ

庄
地

区
防

災
部

会
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
市

場
庄

町
⾃

治
会

市
場

庄
公

会
堂

市
場

庄
町

57
5-

3
―

久
⽶

町
⾃

治
会

久
⽶

町
公

会
堂

久
⽶

町
13

77
―

上
久

⽶
区

⾃
治

会
こ

も
れ

び
の

園
⾃

治
会

上
ノ

庄
町

⾃
治

会
上

ノ
庄

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

上
ノ

庄
町

21
54

―
中

ノ
庄

町
⾃

治
会

中
ノ

庄
集

落
セ

ン
タ

ー
中

ノ
庄

町
14

13
56

-6
16

7

久
⽶

町
92

6
56

-4
78

0

三
雲

研
修

セ
ン

タ
ー

久
⽶

町
20

08
56

-7
12

3

 
      



4 
 4

．
特

性
と

予
想

さ
れ

る
災

害
 

 

当
地

区
は

地
震

、
津

波
、

液
状

化
及

び
風

水
害

に
よ

る
被

害
が

想
定

さ
れ

る
地

域
で

す
。

近
年

、
地

球
温

暖
化

の

要
因

に
よ

る
異

常
気

象
が

多
発

し
て

い
ま

す
。

過
去

の
経

験
に

こ
だ

わ
ら

ず
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

見
て

早
め

の

避
難

を
こ

こ
ろ

が
け

て
く

だ
さ

い
。

 

 

（
１

）
地

震
 

①
内

陸
断

層
型

地
震

…
布

引
山

地
東

縁
断

層
帯

に
よ

る
断

層
型

地
震

 

 
 

 
②

海
溝

境
界

型
地

震
…

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
 

（
２

）
津

波
・

液
状

化
 

①
久

米
町

、
市

場
庄

町
、

中
ノ

庄
町

、
上

ノ
庄

町
は

、
避

難
指

示
（

緊
急

）
を

発
令

す
る

「
避

難
対

象
地

域
」

に
指

定
さ

れ
て

い
る

。
 

②
最

大
津

波
高

３
．

８
ｍ

、
最

大
３

～
５

ｍ
の

津
波

避
難

目
標

ラ
イ

ン
は

お
お

む
ね

Ｊ
Ｒ

 
名

松
線

と
想

定
さ

れ
て

い
る

。
 

町
名

30
㎝

の
津

波
到

達
時

間
最

大
津

波
の

高
さ

想
定

液
状

化
市

場
庄

町
・

中
ノ

庄
町

約
5ｍ

極
め

て
高

い
久

米
町

上
ノ

庄
町

（
JR

名
松

線
東

側
）

久
米

町
（

上
久

米
区

自
治

会
）

久
米

町
（

こ
も

れ
び

の
園

自
治

会
）

上
ノ

庄
町

（
JR

名
松

線
⻄

側
）

ー
0ｍ

髙
い

最
短

で
90

分
約

２
m

極
め

て
高

い

 

※
津

波
の

被
害

状
態

 

  

（
３

）
風

水
害

 

①
水

系
別

に
浸

水
の

お
そ

れ
が

あ
る

。
事

前
に

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

確
認

し
、

災
害

の
際

は
 

松
阪

市
の

指
示

に
従

い
ま

し
ょ

う
。

 

町
名

三
渡

川
坂

内
川

市
場

庄
町

中
ノ

庄
町

久
米

町
浸

⽔
の

0.
3ｍ

〜
3ｍ

上
ノ

庄
町

恐
れ

有
（

田
畑

）
久

米
町

（
上

久
米

区
）

久
米

町
（

こ
も

れ
び

の
園

）

0.
3ｍ

〜
3ｍ

ー
0.

3〜
1ｍ

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
三

渡
川

水
系

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
・

坂
内

川
水

系
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

よ
り

）
 

0.
3m

〜
1ｍ

避
難

⾏
動

が
と

れ
な

く
、

動
く

こ
と

が
で

き
な

い
1ｍ

〜
2ｍ

津
波

に
遭

遇
し

た
人

は
ほ

と
ん

ど
の

人
が

亡
く

な
る

2ｍ
〜

5ｍ
⽊

造
家

屋
の

ほ
と

ん
ど

が
全

壊
す

る

5 
 

安
否

確
認

方
法

を
決

め
て

 

お
き

ま
し

ょ
う

。
 

    １
．

 平
常

時
の

取
り

組
み

 

 

（
１

）
 

各
自

治
会

・
各

自
主

防
災

組
織

の
取

り
組

み
 

  

 

 
 

   

（
２

）
 

個
人

の
取

り
組

み
 

              

第
2
章

 
避

難
行

動
 

 

 
防

災
意

識
を

高
め

よ
う

！
 

米
ノ

庄
地

区
の

災
害

リ
ス

ク
を

 

正
し

く
知

り
ま

し
ょ

う
！

 

防
災

意
識

の
向

上
 

避
難

経
路

・
避

難
先

・
避

難
所

要
時

間

を
確

認
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

 

災
害

時
の

危
険

個
所

は
、

タ
ウ

ン
ウ

ォ
ッ

チ
ン

グ
等

を
実

施
し

て
知

り
ま

し
ょ

う
！

 

安
否

確
認

訓
練

 
防

災
訓

練
・

津
波

避
難

訓
練

 

危
険

個
所

の
把

握
 

家
族

の
人

数
分

の
非

常
持

ち
出

し
袋

を
準

備
。

年
齢

別
に

必
要

な
も

の
は

ち
が

い
ま

す
。
 

３
日

間
山

で
過

ご
す

こ
と

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
そ

ろ
え

ま
し

ょ
う

。
 

非
常

持
ち

出
し

袋
の

準
備

 

重
さ

は
1

0
㎏

以
下

！
 

持
ち

出
し

袋
は

事
前

に
準

備
！

 



6 
 【

持
ち

出
し

袋
の

中
身

の
一

例
】

 

                                    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

参
考

：
「

災
害

に
そ

な
え

る
」

松
阪

市
）

 

確
認

項
目

備
考

□
非

常
食

３
日

分

□
飲

料
水

３
日

分

□
携

帯
ラ

ジ
オ

□
懐

中
電

灯
ヘ

ッ
ド

ラ
イ

ト
が

好
ま

し
い

□
ヘ

ル
メ

ッ
ト

（
防

災
ず

き
ん

）

□
テ

ィ
ッ

シ
ュ

□
ビ

ニ
ー

ル
袋

□
上

着
下

着

□
軍

手
ラ

バ
ー

付
き

が
望

ま
し

い

□
救

急
医

薬
品

傷
薬

・
絆

創
膏

・
風

邪
薬

等

□
常

備
薬

お
薬

手
帳

の
コ

ピ
ー

□
衛

生
用

品
マ

ス
ク

・
消

毒
液

□
生

理
用

品

□
貴

重
品

現
金

・
預

金
通

帳
の

コ
ピ

ー

□
健

康
保

険
証

の
コ

ピ
ー

□
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
カ

ー
ド

の
コ

ピ
ー

□
洗

面
用

具
歯

磨
き

セ
ッ

ト
等

□
簡

易
食

器

□
キ

ャ
ン

プ
用

ミ
ニ

コ
ン

ロ

□
寝

袋
等

□
簡

易
ト

イ
レ

□
筆

記
用

具

□
柔

ら
か

い
食

べ
物

□
入

れ
歯

□
め

が
ね

□
つ

え

□
紙

お
む

つ

□
お

ん
ぶ

紐

□
ミ

ル
ク

□
紙

コ
ッ

プ

□
ス

テ
ィ

ッ
ク

シ
ュ

ガ
ー

※
ミ

ル
ク

の
代

用
に

使
用

□
着

替
え

□
お

む
つ

か
ぶ

れ
用

薬

赤 ち ゃ ん の い る 家 庭基 本 的 な 中 身 高 齢 者

年
齢

や
性

別
に

よ
り

、

持
ち

出
し

袋
の

中
身

が

違
い

ま
す

。
よ

く
考

え

て
準

備
し

ま
し

ょ
う

。
 

7 
 

自
分

自
身

が
ケ

ガ
を

し
な

い
よ

う
注

意
。

 

み
ん

な
で

協
力

し
て

負
傷

者

や
家

屋
の

下
敷

き
に

な
っ

た

人
の

救
出

救
助

活
動

を
行

い

ま
す

。
 

火
災

の
延

焼
を

防
ぐ

た
め

に
初

期
消

火
活

動

を
行

い
ま

す
。

 

行
政

と
連

携
し

な
が

ら

情
報

収
集

・
伝

達
活

動
を

行

い
ま

す
。

 

 
医

師
の

手
当

て
が

受
け

ら
れ

る
ま

で
の

間
負

傷
者

の
応

急
手

当
を

し
ま

す
。

 
行

政
の

指
示

を
受

け
、

安
全

な

場
所

へ
住

民
を

移
動

さ
せ

ま
す

。
 

２
．

 災
害

時
の

取
り

組
み

 

（
１

）
避

難
に

つ
い

て
の

心
構

え
 

 
 

 
 

 
①

大
き

な
地

震
が

起
き

た
ら

集
会

所
等

に
集

ま
ら

ず
、各

自
が

す
ぐ

に
避

難
行

動
を

と
り

ま
す

。
 

 

②
安

全
な

場
所

（
津

波
到

達
想

定
ラ

イ
ン

（
名

松
線

）
よ

り
山

側
）

を
目

指
し

て
避

難
を

 

開
始

し
ま

す
。

 

 ③
3

0
分

以
内

を
目

処
に

救
出

活
動

等
を

行
い

な
が

ら
避

難
し

ま
す

。
 

 ④
高

齢
者

や
障

が
い

を
持

っ
た

方
、
乳

幼
児

を
連

れ
て

い
る

方
と

一
緒

に
協

力
し

合
い

避
難

し
 

ま
す

。
 

                    

※
米

ノ
庄

災
害

対
策

本
部

総
務

班
の

避
難

時
の

活
動

 

被
害

・
避

難
情

報
の

把
握

の
た

め
、

避
難

時
に

①
「

避
難

者
受

付
名

簿
」（

初
動

期
）

②
「

避
難

者
名

簿
」

③
「

安

否
不

明
者

名
簿

」
を

、
米

ノ
庄

住
民

自
治

協
議

会
防

災
倉

庫
（

上
ノ

庄
老

人
福

祉
セ

ン
タ

—
敷

地
内

）
か

ら
、

持
ち

出
し

て
「

阿
坂

小
学

校
」

に
向

か
う

こ
と

。
阿

坂
小

学
校

で
は

、
各

自
治

会
単

位
で

、「
避

難
者

受
付

名
簿

」

（
初

動
期

）
及

び
「

避
難

者
名

簿
」「

安
否

不
明

者
情

報
」（

「
避

難
所

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
」（

参
照

））
を

記
録

す
る

。
 

時
間

は
３

０
分

間
 

以
内

を
目

安
に

！
 

津
波

到
達

時
間

を
 

考
慮

し
て

活
動

！
 

救
出

救
助

活
動

 
初

期
消

火
活

動
 

 

津
波

到
達

ラ
イ

ン
の

外
側

（
山

側
）

に
避

難
す

る
 

情
報

収
集

伝
達

活
動

 

安
全

な
場

所
へ

誘
導

 

医
療

救
助

活
動

 



8 
 （

2
）

災
害

別
の

避
難

行
動

 

①
地

震
:津

波
警

報
が

発
令

さ
れ

た
場

合
 

                         

ビ
ル

名
海

抜
（

m
）

収
容

人
数

（
人

）
階

数
（

階
）

避
難

場
所

3
0

㎝
津

波
到

達
時

間
（

分
）

米
ノ

庄
小

学
校

（
校

舎
）

2
.8

8
8

0
2

校
舎

２
階

部
分

9
0

～
7

2
0

ア
ピ

タ
松

阪
三

雲
店

1
.6

2
2
6

3
0

4
立

体
駐

車
場
3

階
・

屋
上

6
0

～
９

０

J
A

み
え

な
か

三
雲

育
苗
セ

ン
タ

ー
2

.9
1

1
9

2
２

階
部

分
9

0
～

7
2

0

ア
ン

ジ
ュ

1
7

0
8

３
階

以
上

4
0

～
6

0

ア
ン

ジ
ュ

Ⅴ
1

1
6

0
8

3
階

以
上

4
0

～
6

0
 

①
 

出
口

の
確

保
 

②
 

ケ
ガ

を
し

て
い

な
い

か
確

認
。

ま
ず

は
靴

を
履

い
て

足
を

保
護

す
る

。
 

③
 

ガ
ス

の
元

栓
を

閉
め

、
ブ

レ
ー

カ
ー

を
切

る
。

 

④
 

隣
近

所
の

安
否

確
認

・
出

火
確

認
 

 
 

 
・

救
出

活
動

、
消

火
活

動
は

津
波

到
達

時
間

を
考

慮
し

て
３

０
分

以
内

を

目
処

と
す

る
。

 

⑤
 

避
難

開
始

 

 
 

 
・

各
個

人
が

安
全

に
気

を
配

り
持

ち
出

し
袋

を
携

帯
し

、
避

難
場

所
に

率

先
避

難
を

す
る

。
 

 
 

 
・

避
難

行
動

要
支

援
者

を
支

援
し

な
が

ら
避

難
す

る
。

 

 
 

 
「

よ
り

早
く

、
よ

り
高

く
、

よ
り

遠
く

」
へ

避
難

を
心

掛
け

る
。

 

・
津

波
到

達
予

想
ラ

イ
ン

（
名

松
線

付
近

）
の

西
側

（
山

側
）

 

に
避

難
し

、
さ

ら
に

阿
坂

方
面

ま
で

避
難

す
る

。
 

・
遠

方
避

難
が

困
難

な
場

合
は

、
津

波
避

難
ビ

ル
等

の
髙

い
場

所
に

避
難

す
る

。
 

⑥
 

津
波

警
報

が
解

除
さ

れ
る

ま
で

阿
坂

小
学

校
付

近
で

避
難

生
活

を
す

る
。

 

⑦
 

指
定

避
難

所
の

開
設

 

・
米

ノ
庄

小
学

校
に

被
害

が
な

い
場

合
、

避
難

所
開

設
の

た
め

に
移

動
す

る
。
 

被
害

が
あ

る
場

合
は

行
政

の
指

示
に

従
う

。
 

⑧
 

自
宅

や
車

中
等

で
避

難
を

す
る

 

 
 

・
自

宅
に

被
害

の
な

い
場

合
自

宅
避

難
・

車
中

泊
避

難
、

テ
ン

ト
泊

避
難

を

す
る

。
 

 
 

 
 

 

地
震

発
生

 ３
分

緊
急

地
震

情
報

 
数

秒
か

ら
数

十
秒

後
に

地
震

が
起

き
る

こ
と

を
告

げ
る

シ
ス

テ
ム

で
す

。
 

ま
ず

は
落

ち
着

き
、「

命
を

守
る

３
動

作
」

を
し

ま
し

ょ
う

。
 

1
.姿

勢
を

ひ
く

く
す

る
 

2
.頭

や
体

を
守

る
 

3
.ゆ

れ
が

収
ま

る
ま

で
じ

っ
と

し
て

い
る
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②
地

震
:津

波
警

報
が

発
令

さ
れ

な
か

っ
た

場
合

 

                           

①
 

出
口

の
確

保
 

②
 

ケ
ガ

を
し

て
い

な
い

か
確

認
。

ま
ず

は
靴

を
履

い
て

足
を

保
護

す
る

。
 

③
 

ガ
ス

の
元

栓
を

閉
め

、
ブ

レ
ー

カ
ー

を
切

る
 

④
 

隣
近

所
の

安
否

確
認

・
出

火
確

認
 

 
 

 
・

地
区

の
自

主
防

災
活

動
（

初
期

消
火

・
救

出
・

救
護

）
に

協
力

す
る

。
 

⑤
 

自
宅

の
被

害
状

況
で

避
難

所
の

場
所

を
選

択
す

る
。

 

➡
 

 
 

・
自

宅
被

害
な

し
在

宅
避

難
を

す
る

。
 

避
難

所
敷

地
外

で
車

中
泊

又
は

テ
ン

ト
泊

避

難
を

す
る

。
 

➡
 

 
 

・
自

宅
被

害
あ

り
指

定
避

難
所

等
で

避
難

を
す

る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
避

難
所

敷
地

外
、

又
は

避
難

所
敷

地
内

で
車

中
泊

・
テ

ン
ト

泊
避

難
を

す
る

 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

⑥
 

指
定

避
難

所
の

開
設

 

・
米

ノ
庄

小
学

校
に

被
害

が
な

い
場

合
、

避
難

所
を

開
設

 

⑦
 

自
宅

や
車

中
等

で
避

難
を

す
る

 

 
 

 
・

自
宅

に
被

害
の

な
い

場
合

自
宅

避
難

・
車

中
泊

避
難

、
テ

ン
ト

泊
避

難
を

す
る

 

 
 

 
 

 

地
震

発
生

 

３
分

・
指

定
避

難
所

の
運

営
は

米
ノ

庄
住

民
自

治
協

議
会

が
中

心
と

な
り

、
米

ノ
庄

災
害

対
策

本
部

を
設

置
。

松
阪

市
と

協
働

で
自

主
的

運
営

を
実

施
し

ま
す

。
 

 ・
指

定
避

難
所

以
外

で
の

避
難

は
、「

避
難

所
外

避
難

」
と

呼
び

ま
す

。
こ

の
場

合
も

避
難

者
名

簿
を

米
ノ

庄
災

害
対

策
本

部
へ

提
出

し
ま

す
。

 

 ・
指

定
避

難
所

へ
避

難
す

る
場

合
、

校
庭

等
で

待
機

。
健

康
チ

ェ
ッ

ク
を

受
け

、
体

調
不

良
者

は
別

室
に

避
難

。
そ

の
他

の
避

難
者

は
地

区
別

に
受

付
手

続
き

を
し

ま
す

。
 

  

緊
急

地
震

情
報

 
数

秒
か

ら
数

十
秒

後
に

地
震

が
起

き
る

こ
と

を
告

げ
る

シ
ス

テ
ム

で
す

。

ま
ず

は
落

ち
着

き
、
「

命
を

守
る

３
動

作
」

を
し

ま
し

ょ
う

。
 

1
.姿

勢
を

ひ
く

く
す

る
 

2
.頭

や
体

を
守

る
 

3
.ゆ

れ
が

収
ま

る
ま

で
じ

っ
と

し
て

い
る
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津
波

避
難

の
３

原
則

 

「
率

先
避

難
者

た
れ

！
」

ほ
か

の
人

も
避

難
す

る
。

1 2 3
自

分
か

ら
率

先
し

て
避

難
す

る
こ

と
。

そ
の

姿
を

み
て

「
想

定
に

と
ら

わ
れ

る
な

！
」

こ
こ

ま
で

く
れ

ば
大

丈
夫

で
は

な
く

、
最

後
ま

で
あ

き
ら

め
ず

、
よ

り
遠

く
、

よ
り

高
く

避
難

す
る

。

津
波

は
そ

の
想

定
を

超
え

る
こ

と
が

あ
る

。

「
最

善
を

つ
く

せ
！

」

 

 

津
波

避
難

の
追

加
の

3
項

目
 

「
津

波
て

ん
で

ん
こ

」
個

別
に

避
難

行
動

を
開

始
し

ま
し

ょ
う

。

1 2 3
集

会
所

へ
集

ま
ら

す
、

各
個

人
が

安
全

を
見

極
め

な
が

ら

「
原

則
は

徒
歩

で
避

難
！

」

避
難

行
動

要
支

援
者

（
高

齢
者

等
）

を
支

援
し

な
が

ら
一

緒
に

避
難

。
救

出
は

3
0

分
以

内
を

目
処

に
し

ま
し

ょ
う

。
「

支
援

を
し

な
が

ら
避

難
！

」

健
康

な
方

は
原

則
徒

歩
で

避
難

。
高

齢
者

や
け

が
人

等
は

車
は

渋
滞

の
可

能
性

有
車

椅
子

・
リ

ヤ
カ

ー
・

自
転

車
等

で
避

難
可

能
。

 
           

1
0

ｍ
 

0
.3

m
 

木
造

家
屋

の
ほ

と
ん

ど
が

全
壊

す
る

。
 

津
波

に
巻

き
込

ま
れ

た
時

は
ほ

と
ん

ど
の

人
が

亡
く

な
る

。
 

避
難

行
動

が
と

れ
な

く
動

く
こ

と
が

で
き

な
く

な
る

…
 

１
ｍ

 

２
階

建
て

の
建

物
が

水
没

す
る

。
 

３
階

建
て

の
建

物
が

水
没

す
る

。
 

5
ｍ

 

2
ｍ

 

津
波

浸
水

深
の

目
安

 

津
波

避
難

の
キ

ー
ワ

ー
ド

 

※
「

津
波

て
ん

で
ん

こ
」

と
は

・
・

・
津

波
が

起
き

た
ら

「
て

ん
で

ん
ば

ら
ば

ら
に

に
げ

て
身

を
ま

も
る

」
と

 

い
う

東
北

地
方

に
伝

わ
る

言
葉

。
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③
 

風
水

害
の

場
合

 

  
 

 
 

 

      
 

 
 ア

．
避

難
の

目
安

 
警

戒
レ

ベ
ル

 

            
 

 
イ

．
避

難
所

 
 

指
定

避
難

所
＝

米
ノ

庄
小

学
校

（
体

育
館

・
校

舎
）

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
松

阪
市

指
定

避
難

所
で

あ
る

米
ノ

庄
小

学
校

は
風

水
害

の
場

合
、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

上
で

は
0

.3
～

0
.5

ｍ
浸

水
の

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
場

合
は

校
舎

2
階

に
避

難
し

ま
す

。
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
災

害
状

況
に

よ
っ

て
は

、
行

政
の

指
示

に
よ

り
下

記
の

施
設

を
避

難
所

と
 

し
て

開
設

す
る

場
合

も
あ

り
ま

す
。

 

        

気
象

台
が

発
令

す
る

新
し

い
避

難
情

報
は

、
警

戒
レ

ベ
ル

１
か

ら
警

戒
レ

ベ
ル

５
ま

で
の

５
段

階
に

な
り

ま
し

た
。

詳
細

は
下

記
の

表
の

通
り

で
す

。
警

戒
レ

ベ
ル

３
及

び
４

が
発

令

さ
れ

た
場

合
は

、
直

接
避

難
所

へ
避

難
し

て
く

だ
さ

い
。

 

た
だ

し
、

浸
水

時
が

夜
間

の
場

合
や

、
昼

間
で

も
河

川
と

道
路

の
境

界
や

、
マ

ン
ホ

ー
ル

の
蓋

が
見

え
な

い
場

合
は

自
宅

の
２

階
以

上
に

待
機

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

警
戒

レ
ベ

ル

３
が

発
令

さ
れ

た
段

階
で

、
地

域
に

よ
っ

て
は

要
配

慮
者

へ
の

声
が

け
の

対
応

が
求

め
ら

れ

ま
す

。
行

政
職

員
は

地
域

と
連

携
し

て
必

要
な

避
難

所
の

開
設

を
行

い
ま

す
。

 

警
戒

レ
ベ

ル

レ
ベ

ル

5

レ
ベ

ル
4

レ
ベ

ル
3

レ
ベ

ル
2

レ
ベ

ル
1

災
害

の
状

況
行

動
を

促
す

情
報

住
民

が
と

る
べ

き
行

動

災
害

発
生

ま
た

は
切

迫
命

の
危

険
！

直
ち

に
安

全
確

保
緊

急
安

全
確

保

警
戒

レ
ベ

ル
４

ま
で

に
必

ず
避

難
！

災
害

の
お

そ
れ

髙
い

危
険

な
場

所
か

ら
全

員
避

難
避

難
指

示

災
害

の
お

そ
れ

あ
り

危
険

な
場

所
か

ら
高

齢
者

等
は

避
難

高
齢

者
等

避
難

開
始

気
象

状
況

悪
化

自
ら

の
避

難
行

動
を

確
認

大
雨

・
洪

水
・

高
潮

注
意

報

今
後

気
象

状
況

悪
化

の
お

そ
れ

災
害

へ
の

心
構

え
を

高
め

る
早

期
注

意
情

報

上
ノ

庄
町

0
.3

-0
.5

米
ノ

庄
地

区
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー

上
ノ

庄
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー

久
米

町
0

.5
-1

避
難

場
所

所
在

地
浸

水
深

（
ｍ

）

久
米

町
0

.3
未

満
三

雲
研

修
セ

ン
タ

ー

避
難

所
と

避
難

場
所

っ
て

ど

う
ち

が
う

の
？

？
 

避
難

所
は

避
難

生
活

を
す

る
所

。
避

難
場

所
は

 

危
険

か
ら

一
時

退
避

。
身

を
守

る
と

こ
ろ

で
す

よ
！
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ウ
．

洪
水

時
の

避
難

目
標

ラ
イ

ン
 

➡
 

 
 

 
三

渡
川

水
系

の
場

合
南

西
方

面
に

避
難

。
上

久
米

経
由

で
美

濃
田

方
面

に
避

難
 

➡
 

 
 

 
坂

内
川

水
系

の
場

合
西

方
面

に
避

難
。

上
ノ

庄
町

よ
り

西
側

へ
避

難
 

 エ
．

風
水

害
か

ら
の

避
難

方
法

 

 
 

 
 

 
・

正
し

い
情

報
を

聞
き

、
早

め
に

行
動

す
る

こ
と

。
 

 
 

 
 

 
・

家
を

離
れ

る
と

き
は

ブ
レ

ー
カ

ー
を

切
る

。
 

 
 

 
 

 
・

子
供

に
は

浮
袋

を
つ

け
さ

せ
、

お
年

寄
り

は
背

負
う

な
ど

の
配

慮
を

す
る

。
 

 
 

 
 

 
・

マ
ン

ホ
ー

ル
や

側
溝

な
ど

、
足

元
に

注
意

。
杖

等
で

足
元

を
確

認
し

な
が

ら
お

互
い

の
体

を
ロ

ー
プ

で
結

ん
で

避
難

す
る

。
 

 
 

 
 

 
・

川
の

近
く

を
通

る
の

は
避

け
て

、
で

き
る

だ
け

安
全

な
ル

ー
ト

で
避

難
す

る
。

 

 
 

 
 

 
・

周
囲

の
人

と
協

力
し

合
い

、
単

独
行

動
を

と
ら

な
い

よ
う

に
注

意
す

る
。

 

 
 

 
 

 
・

車
で

の
避

難
は

交
通

渋
滞

を
招

き
、

浸
水

す
る

と
動

け
な

く
な

る
危

険
性

あ
り

。
特

別
な

事
情

が
 

な
い

限
り

避
難

は
徒

歩
で

行
う

。
 

 
 

 
 

 
・

避
難

が
遅

れ
た

と
き

は
、

自
宅

の
２

階
に

垂
直

避
難

す
る

。
 

 

 

オ
．

災
害

情
報

の
取

り
方

 

 

                   

松
阪

市
が

屋
外

に
設

置
し

て
い

る
ス

ピ
ー

カ

ー
か

ら
避

難
を

呼
び

か
け

る
。

 

防
災

行
政

無
線

 

2
4

時
間

以
内

に
防

災
行

政
無

線
で

放
送

さ

れ
た

内
容

を
電

話
で

聞
く

こ
と

が
で

き
る

。
 

防
災

行
政

無
線

テ
レ

ホ
ン

サ
ー

ビ
ス

 

0
5

9
8

-
2

5
-
6

0
4

5
 

聞
こ

え
な

か
っ

た
ら

 

（
株

）
Ｎ

Ｔ
Ｔ

ド
コ

モ
、

ソ
フ

ト
バ

ン
ク

モ
バ

イ
ル

（
株

）、
Ｋ

Ｄ
Ｄ

Ｉ
（

株
）、

 

楽
天

モ
バ

イ
ル

（
株

）
が

、
市

内
に

い
る

ユ
ー

ザ
に

災
害

情
報

を
送

信
し

ま
す

。（
登

録
不

要
）

 

配
信

エ
リ

ア
を

指
定

し
て

情
報

発
信

し
ま

す
の

で
、

市
内

に
い

る
場

合
の

み
受

信
で

き
ま

す
。

 

緊
急

速
報

メ
ー

ル
（

エ
リ

ア
メ

ー
ル

）
 

 防
災

行
政

無
線

で
放

送
さ

れ
た

内
容

を
 

文
字

で
確

認
で

き
る

。
 

松
阪

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
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災
害

発
生

時
な

ど
松

阪
市

か
ら

、
事

前
登

録
さ

れ
た

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
へ

 

防
災

情
報

な
ど

を
配

信
し

ま
す

。
（

要
登

録
）

 

空
メ

ー
ル

を
送

信
し

て
登

録
す

る
。

 

b
o
u

s
a
i.m

a
ts

u
s
a
k
a
-c

it
y@

ra
id

e
n

.k
ta

iw
o
rk

.jp
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
防

災
対

策
課

：
0

5
9

8
-
5

3
-
4

3
1

3
 

 

災
害

時
に

災
害

に
関

す
る

情
報

を
自

宅
の

固
定

電
話

に
音

声
電

話
で

お
知

ら
せ

す
る

サ
ー

ビ
ス

。（
要

電
話

登
録

）

次
の

方
が

対
象

で
す

。
 ・

一
人

暮
ら

し
の

方
で

、
携

帯
電

話
を

持
っ

て
い

な
い

。
 

・
家

族
内

で
携

帯
電

話
を

持
っ

て
い

る
人

が
一

人
も

い
な

い
。

 

・
日

中
、

長
時

間
に

わ
た

っ
て

携
帯

電
話

を
持

っ
て

い
る

家
族

が
不

在
と

な
る

場
合

。
 

松
阪

市
防

災
情

報
メ

ー
ル

 

松
阪

市
防

災
電

話
サ

ー
ビ

ス
 

 雨
量

や
河

川
の

水
位

、
気

象
情

報
を

確
認

で
き

る
。
（

要
登

録
）

ま
た

、
気

象
・

地
震

観
測

情
報

（
警

報
・

注

意
報

な
ど

）
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
メ

ー
ル

配
信

し
て

い
ま

す
。

下
記

へ
ア

ク
セ

ス
し

、
防

災
み

え
.jp

の
H

P

よ
り

メ
ー

ル
配

信
申

込
か

ら
手

続
き

を
し

て
く

だ
さ

い
。

 

h
tt

p
s
:/

/
w

w
w

.b
o
s
a
im

ie
.jp

 

ま
た

、
右

の
Q

R
コ

ー
ド

よ
り

L
IN

E
お

友
達

登
録

を
す

る
と

、
L
IN

E
上

で
情

報
を

 

受
け

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
 

防
災

み
え

.jp
 

 

松
阪

市
公

式
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
向

け
ア

プ
リ

「
松

阪
ナ

ビ
」

で
は

、
各

種
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
チ

ェ
ッ

ク
し

た

り
、

端
末

の
G

P
S

機
能

を
利

用
し

て
、

現
在

地
か

ら
避

難
所

と
な

っ
て

い
る

施
設

へ
の

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
を

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

      
 

 
 

 
【

io
s

を
お

使
い

の
方

】
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【

A
n

d
ro

id
を

お
使

い
の

方
】

 

 

松
阪

ナ
ビ

 

mailto:bousai.matsusaka-city@raiden.ktaiwork.jp
https://www.bosaimie.jp
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（
１

）
 要

配
慮

者
の

避
難

に
つ

い
て

＝
配

慮
の

ポ
イ

ン
ト

 

緊
急

時
は

背
負

っ
て

安
全

な
場

所
に

移
動

す
る

。

不
安

に
さ

せ
な

い
よ

う
に

声
を

か
け

る
。

話
す

と
き

は
、

口
の

動
き

を
は

っ
き

り
と

相
手

に
解

り
や

す
い

よ
う

に
話

し
を

す
る

。

手
話

、
筆

談
、

身
振

り
な

ど
の

方
法

で
、

正
確

な
情

報
を

伝
え

ま
す

。

災
害

に
は

、
声

を
か

け
て

情
報

を
伝

え
ま

す
。

誘
導

す
る

場
合

は
、

杖
を

持
っ

た
方

の
手

に
は

触
れ

ず
、

ひ
じ

の
あ

た
り

を
軽

く
持

っ
て

も
ら

い
、

避
難

誘
導

し
ま

す
。

車
い

す
を

ご
利

用
の

方
階

段
を

使
っ

て
移

動
す

る
場

合
は

必
ず

2
人

以
上

で
行

い
、

上
り

は
前

向
き

に
、

下
り

は
後

ろ
向

き
に

し
て

移
動

し
ま

す
。

高
齢

者
・

寝
た

き
り

の
方

耳
の

不
自

由
な

方

目
が

不
自

由
な

方

 

 
 

 
 

※
小

中
学

校
や

子
ど

も
園

等
の

教
育

機
関

、
介

護
老

人
施

設
（

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

、
サ

ー
ビ

ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
）

に
つ

い
て

は
、

責
任

者
と

、
災

害
時

の
対

処
に

つ
い

て
、

打
ち

合
わ

せ
を

し
て

お
く

こ
と

。
 

    

第
3
章

 
死

傷
者
ゼ

ロ
を

目
指

す
避

難
行

動
の

支
援

体
制

づ
く

り
 

 

災
害

時
に

大
き

な
被

害
を

受
け

や
す

い
の

は
、
高

齢
者

や
、
障

が
い

者
、
子

ど
も

な
ど

、

人
の

助
け

を
必

要
と

す
る

人
で

す
。

こ
の

方
々

を
「

避
難

行
動

要
支

援
者

（
要

配
慮

者
）
」

と
よ

び
ま

す
。

住
民

全
員

が
災

害
か

ら
身

を
守

る
た

め
に

は
、

み
ん

な
で

協
力

し
、

支
援

を
し

な
が

ら
可

能
な

限
り

避
難

行
動

を
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

事
前

に
支

援
体

制
を

つ
く

り
、

個
別

計
画

を
進

め
る

こ
と

が
重

要
で

す
。
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（
２

）
避

難
行

動
要

支
援

者
の

避
難

＝
避

難
行

動
要

支
援

者
制

度
を

活
用

し
た

体
制

づ
く

り
 

 

松
阪

市
で

は
、

災
害

時
要

支
援

者
を

災
害

か
ら

守
る

た
め

に
、
「

避
難

行
動

要
支

援
者

制
度

」
が

あ
り

、

「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
（

リ
ス

ト
）」

の
作

成
を

す
す

め
て

い
ま

す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
 

詳
細

は
、「

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

活
用

の
手

引
き

」

（
松

阪
市

）
R

２
年

７
月

（
Ｒ

４
年

８
月

改
訂

）
 

 
 

 
 

 
 

 

      

      

 

①
 避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
の

内
容

 

 
災

害
時

に
、

本
人

や
家

族
の

支
援

だ
け

で
は

避
難

す
る

こ
と

が
困

難
な

方
を

記
載

し
た

名
簿

で
、

 

住
所

を
は

じ
め

個
人

的
な

内
容

も
記

載
さ

れ
て

い
る

の
で

、
取

り
扱

い
に

は
注

意
が

必
要

で
す

。
 

 
 

②
 対

象
と

な
る

災
害

時
要

支
援

者
 

  

 
 
  

 
 
  

  
 

         

１
 

７
５

歳
以

上
の

ひ
と

り
暮

ら
し

 

２
 

８
０

歳
以

上
の

高
齢

者
の

み
で

構
成

さ
れ

て
い

る
世

帯
の

方
 

３
 

要
介

護
３

以
上

の
認

定
を

受
け

て
い

る
方

 

４
 

障
が

い
１

～
２

級
に

該
当

す
る

方
 

 
 

（
内

部
障

が
い

を
除

く
。

た
だ

し
呼

吸
器

機
能

障
が

い
は

含
む

）
 

５
 

療
育

手
帳

の
交

付
を

受
け

、
Ａ

１
又

は
Ａ

２
の

判
定

を
受

け
た

方
 

６
 

精
神

障
が

い
者

保
健

福
祉

手
帳

の
交

付
を

受
け

１
級

に
該

当
す

る
方

 

７
 

難
病

患
者

で
特

定
医

療
費

（
指

定
難

病
）

受
給

者
証

交
付

を
受

け
た

方
 

８
 

避
難

情
報

の
入

手
や

避
難

の
判

断
、

避
難

行
動

を
自

ら
行

う
こ

と
が

困

難
で

、
自

ら
避

難
行

動
要

支
援

者
で

あ
る

こ
と

を
申

し
出

た
方

 

こ
の

名
簿

が
で

き
た

理
由

は
何

？
？

 

①
 Ｈ

２
３

年
の

東
日

本
大

震
災

で
は

被
災

地
全

体

の
死

者
の

う
ち

６
５

歳
以

上
の

高
齢

者
が

６
割

、

障
が

い
者

の
死

亡
率

が
被

災
住

民
の

死
亡

率
の

約
２

倍
で

し
た

。
 

②
 Ｈ

２
５

年
災

害
対

策
基

本
法

改
正

で
、

全
国

の
市

町
に

名
簿

作
成

を
義

務
付

け
ま

し
た

。
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③
 避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
の

活
用

に
つ

い
て

 

 
 

 
 

 
 

 
こ

の
名

簿
を

活
用

し
て

避
難

を
す

る
場

合
。

地
域

の
方

に
支

援
し

て
も

ら
う

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 

 
 

 
 

 
 

名
簿

情
報

の
提

供
に

関
し

て
は

、
本

人
に

同
意

の
有

無
を

尋
ね

ま
す

。
 

そ
れ

に
よ

り
支

援
体

制
が

と
れ

る
か

ど
う

か
決

ま
り

ま
す

。
 

          
 

 
 

 
 

 

  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

④
 支

援
体

制
の

確
立

に
向

け
て

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
・

・
・

・
・

毎
年

、
「

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

」
を

更
新

す
る

。
 

  

「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」

を
う

け
と

る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
・

・
・

 
 

住
民

自
治

協
議

会
が

中
心

と
な

り
、

自
治

会
に

「
地

域
支

援

者
」

の
選

定
を

依
頼

。
支

援
体

制
づ

く
り

を
指

示
す

る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

自
治

会
内

で
地

域
支

援
者

を
決

定
し

て
住

民
自

治
協

議
会

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
報

告
す

る
。

 

「
個

別
避

難
計

画
（

避
難

支
援

プ
ラ

ン
）

【
Ｎ

Ｏ
．

 
 

】
 

（
様

式
—

2
）

を
作

成
し

提
出

す
る

。
 

      

名
簿

情
報

の
提

供
に

同
意

し
な

い
場

合
 

名
簿

情
報

の
提

供
に

同
意

し
た

場
合

 

 
災

害
時

に
住

民
に

よ
る

避
難

行
動

の
支

援
や

安
否

確
認

、
救

助
等

に
活

用
し

ま
す

 

①
 平

常
時

は
避

難
支

援
等

関
係

者
へ

情
報

提
供

を

し
て

日
ご

ろ
か

ら
見

守
り

等
を

し
ま

す
。

 

②
 避

難
の

際
に

避
難

支
援

を
行

う
地

域
支

援
者

を

決
定

し
て

災
害

時
に

備
え

ま
す

。
 

 

 

※
地

域
支

援
者

は
災

害
時

要
支

援
者

に
対

し
、
す

ぐ
に

支
援

が
で

き
る

よ
う

に
隣

近
所

の
方

が
望

ま
し

い
。

 

※
支

援
活

動
を

行
う

に
あ

た
り

、
救

助
で

き
な

か
っ

た
り

、
事

故

等
が

発
生

し
た

り
し

て
も

責
任

を
伴

う
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

松
阪

市
 

住
民

自
治

協
議

会
 

自
治

会
 

自
治

会
 自

治
会

 
 

 

 
災

害
時

に
、

公
的

機
関

が
安

否
確

認
や

救
助

等
を

行
う

と
き

、
元

の
名

簿
デ

ー
タ

ー
を

活
用

し
ま

す
。
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⑤
 支

援
計

画
（

避
難

プ
ラ

ン
）

の
考

察
 

 ・
住

民
自

治
協

議
会

防
災

部
会

は
、

研
修

会
等

を
開

き
、

地
域

の
災

害
特

性
や

情
報

を
共

有
し

、
各

自

治
会

の
支

援
計

画
（

避
難

プ
ラ

ン
）

の
確

立
の

際
に

は
、

と
も

に
考

え
、

相
談

や
ア

ド
バ

イ
ス

等
を

施

し
、

協
力

し
ま

す
。

 

 ・
自

治
会

内
で

地
域

支
援

者
（

複
数

名
）

が
決

定
し

た
後

、
ど

の
よ

う
な

方
法

で
ど

の
ル

ー
ト

を
つ

か

っ
て

支
援

し
な

が
ら

避
難

す
る

か
を

考
察

し
、

避
難

計
画

を
文

章
化

し
ま

す
。

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

＜
避

難
プ

ラ
ン

を
作

る
方

法
１

＞
 

 
 

 
 

 
 

災
害

図
上

訓
練

(D
IG

) 
＝

D
is

a
s
te

r(
災

害
)I
m

a
g
in

a
ti
o
n

(想
像

力
)G

a
m

e
(ゲ

ー
ム

) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
加

者
(地

域
支

援
者

)が
地

図
を

使
っ

て
防

災
対

策
（

逃
げ

方
）

を
検

討
す

る
訓

練
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
ど

の
ル

ー
ト

で
 

何
を

利
用

し
て

 
ど

の
よ

う
に

支
援

し
な

が
ら

逃
げ

る
の

か
！

」
 

 

 
 

 
 

＜
避

難
プ

ラ
ン

を
作

る
方

法
２

＞
 

 
 

 
 

 
 

避
難

訓
練

を
繰

り
返

す
 

…
実

際
に

避
難

行
動

訓
練

を
行

い
、

不
便

さ
難

し
さ

を
体

験
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
反

省
点

か
ら

修
正

を
施

し
災

害
に

備
え

る
 

 
 

 

                   

踏
切

の
バ

ー
が

上
が

ら
な

い

可
能

性
が

あ
る

わ
ね

。
 

こ
こ

は
背

の
高

い
ブ

ロ
ッ

ク

塀
が

あ
っ

た
っ

け
…

倒
れ

た

ら
通

行
で

き
な

い
ぞ

！
 

背
負

っ
て

運
ぶ

か
、

担
架

を
使

う
か

、
 

リ
ヤ

カ
ー

を
利

用

す
る

か
？

ど
れ

が

い
い

か
な

ぁ
…
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（
３

）
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
の

作
成

手
順

 ・
松

阪
市

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  ・
避

難
行

動
要

支
援

者
の

対
象

者
 

 
 
 

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
地

域
支

援
者

の
代

表
（

住
民

自
治

協
議

会
会

長
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  ・
管

理
者

（
セ

ン
タ

ー
長

・
防

災
担

当
事

務
員

）
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

   

 ・
自

治
会

長
 

 

        

・
自

治
会

内
で

の
活

用
 

松
阪

市
は

「
松

阪
市

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

掲
載

通
知

書
」
（

資
料

１
）

を
対

象
家

庭
に

送
付

。
 

「
あ

な
た

の
情

報
の

提
供

に
関

す
る

同
意

確
認

書
」

（
資

料
２

）

に
、

同
意

し
て

避
難

支
援

を
希

望
す

る
か

、
同

意
し

な
い

か
を

記
入

し
て

、
市

役
所

に
返

送
す

る
。

 

 

市
の

防
災

対
策

課
に

「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
受

領
書

兼
誓

約
書

」

（
様

式
1

）
を

提
出

し
「

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

」
を

受
け

取
る

 

 

「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
受

領
誓

約
書

」
（

様
式

1
）

を
住

民
協

議
会

会
長

に
提

出
。

 

セ
ン

タ
ー

長
は

地
区

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

の
金

庫
に

保
管

す
る

。
 

防
災

担
当

事
務

員
は

「
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
」

の
内

容
を

「
個

別
避

難

計
画

（
避

難
支

援
プ

ラ
ン

【
№

 
】

」
（

様
式

２
）

に
手

書
き

転
記

す
る

。
 

 

事
務

局
よ

り
「

個
別

避
難

計
画

（
避

難
支

援
プ

ラ
ン

）
【

№
 

】
」

（
様

式
２

）

を
う

け
と

る
。

 

各
自

治
会

で
「

個
別

避
難

計
画

（
地

域
支

援
者

）
【

 
 

自
治

会
】

(様
式

３
)

を
活

用
し

て
現

状
調

査
を

す
る

。
 

地
域

支
援

者
を

決
定

す
る

際
、

協
議

資
料

と
し

て
複

写
し

た
資

料
は

枚
数

等

を
管

理
し

「
個

別
計

画
（

避
難

支
援

プ
ラ

ン
）

作
成

管
理

表
」

（
様

式
4

）
を

作
成

し
事

務
局

に
提

出
。

地
域

支
援

者
複

数
名

を
決

定
後

「
個

別
避

難
計

画

（
避

難
支

援
プ

ラ
ン

）
【

Ｎ
Ｏ

．
 

】
」

（
様

式
2

）
を

完
成

さ
せ

、
住

民
自

治
協

議
会

事
務

局
に

提
出

。
協

議
に

使
っ

た
資

料
を

事
務

局
に

提
出

す
る

。
 

  
自

治
会

内
で

「
個

別
避

難
計

画
（

避
難

支
援

プ
ラ

ン
）【

№
 

 
】」

（
様

式
２

）
を

活
用

す
る

に
あ

た
り

、「
個

別
避

難
計

画
（

避
難

プ
ラ

ン
）

保
管

録
」
（

様
式

5
）

に
氏

名
等

を
記

録
し

、
事

務
局

に
提

出
す

る
。
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     （
１

）
そ

れ
ぞ

れ
の

避
難

行
動

計
画

 

  
 

 
①

平
時

よ
り

、
地

域
内

で
の

見
守

り
や

災
害

へ
の

備
え

を
進

め
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
 

  
 

 
②

平
時

よ
り

、
避

難
場

所
や

避
難

所
を

想
定

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
 

  
 

 
③

避
難

行
動

要
支

援
者

等
、

配
慮

の
必

要
な

避
難

者
と

一
緒

に
避

難
す

る
 

 
 

 
 

計
画

を
た

て
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
 

 

④
ご

自
分

の
体

調
、

被
災

時
の

時
間

帯
、

天
気

、
災

害
の

状
態

等
を

考
慮

し
て

、
平

時
よ

り
避

難
ル

ー
ト

を
 

複
数

挙
げ

て
避

難
計

画
を

た
て

ま
し

ょ
う

。
 

     

   
 

 
⑤

被
災

直
後

は
自

治
会

内
の

地
区

防
災

組
織

を
フ

ル
活

動
さ

せ
、

津
波

が
到

達
す

る
時

間
を

目
安

に
救

出
活

動
を

行
い

、
声

を
掛

け
合

い
個

別
に

避
難

を
開

始
し

ま
し

ょ
う

。
（

津
波

て
ん

で
ん

こ
 

P
1

0
参

照
）

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
3

0
㎝

の
津

波
の

到
達

時
間

は
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

約
6

0
分

と
想

定
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
0

分
以

内
を

目
安

に
し

ま
し

ょ
う

 

      
 

 
⑥

地
区

防
災

組
織

は
救

助
活

動
に

必
要

な
防

災
資

機
材

を
準

備
し

ま
し

ょ
う

 

 
 

 
 

 
 

 
例

：
メ

ガ
ホ

ン
 

携
帯

ラ
ジ

オ
 

発
電

機
 

ヘ
ル

メ
ッ

ト
 

シ
ャ

ベ
ル

 
つ

る
は

し
 

ス
コ

ッ
プ

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
ゴ

ム
手

袋
 

バ
ー

ル
 

の
こ

ぎ
り

 
ロ

ー
プ

 
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
 

等
 

  
 

 
⑦

避
難

ル
ー

ト
マ

ッ
プ

案
は

次
ペ

ー
ジ

で
す

。
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い

。
 

第
4
章

 
避

難
行
動

計
画

の
具

体
的

な
対

策
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【
米
ノ
庄
地
区
か
ら
阿

坂
地
区
へ
の
避
難
経
路
】
 

   
 

伊
 

 
 

勢
 

 
 

自
 

 
 

動
 

 
 

車
 

 
 

道
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

名
松

線
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

国
道

２
４

号
 

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

     

 
 

 

   

Ｊ
Ａ

ラ
イ

ス

セ
ン

タ
ー

 

和
田

金
 

牧
場

 

大
池

 

新
池

 

捨
田

池
 

黒
野

 

阿 坂 小 学 校  市 民 セ ン タ ー  

大 阿 坂 町  

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

 

美
濃

      

美
濃

田
町
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近

鉄
線

 
 

 
 

J
R

紀
勢

線
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

R
1

6
6

 
 

 
R

2
3

 

 
三

渡
川

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
 

 
 

内
 

 
 

川
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
川

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
堀

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
坂

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
川

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
近

鉄
道

路
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
県

道
２

４
号

線
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   

小 学 校 

ア ピ タ  バ ロ ー 

米 ノ 庄 神 社  

 

松 ヶ 崎 駅  

上 ノ 庄 駅  

 
上

久
米

区
 

こ
も

れ
び

の
園
 

市 場 庄 町  

上
ノ

庄
町

 

中 ノ 庄 町  

久 米 町  

市 場 庄 町  

J
A

 

み
え

な
か

 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

 

セ
ン

タ
ー
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J
R

名
松

線
 

 
 

 
 

（
２

）
防

災
資

機
材

等
 

 

数
量

物
資

名
数

量
物

資
名

数
量

6
マ

ン
ホ

ー
ル

ト
イ

レ
受

付
セ

ッ
ト

一
式

2
ト

イ
レ

清
掃

用
噴

霧
器

2
着

替
え

テ
ン

ト
2

1
ト

イ
レ

清
掃

用
バ

ケ
ツ

2
各

班
専

用
BO

X
9

2
屋

外
ラ

イ
ト

6
発

電
機

1
1 5 1 2 2 一
式 1 5 8 90 1

松
阪

市
防

災
倉

庫
（

小
学

校
）

小
学

校
体

育
館

中
２

階

投
光

器

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

テ
ン

ト

屋
外

テ
ン

ト
誘

導
灯

ト
ラ

ン
シ

ー
バ

ー

発
電

機
ス

ピ
ー

カ
ー

マ
イ

ク
ワ

イ
ヤ

レ
ス

メ
ガ

フ
ォ

ン
着

替
え

テ
ン

ト
ガ

ス
ボ

ン
ベ

(5
kg

)

住
⾃

協
防

災
倉

庫
（

上
ノ

庄
）

物
資

名

三
連

コ
ン

ロ

各
班

専
用

BO
X

受
付

用
簡

単
テ

ン
ト

大
鍋

調
理

道
具

 

            

23
 

  （
3

）
避

難
所

等
連

絡
先

 

施
設

名
管

理
者

電
話

番
号

（
05

98
）

備
考

避
難

所
⽶

ノ
庄

小
学

校
校

⻑
56

-2
10

4

ア
ピ

タ
松

阪
三

雲
店

松
阪

市
危

機
管

理
室

53
-4

31
3

JA
み

え
な

か
三

雲
育

苗
セ

ン
タ

ー
松

阪
市

危
機

管
理

室
53

-4
31

3

阿
坂

小
学

校
校

⻑
58

-2
30

4

住
所

電
話

番
号

（
05

98
）

備
考

殿
町

13
40

-1
53

-4
31

3
休

日
53

-4
10

0

曽
原

町
87

2
56

-7
90

5

曽
原

町
87

2
56

-2
53

6

川
井

町
69

0-
2

21
-6

50
8

市
場

庄
町

11
05

-3
56

-6
00

1

高
町

87
2

50
-0

50
8

50
-0

50
3

垣
鼻

町
45

4-
5

01
20

-9
23

-2
86

曽
原

町
87

2
56

-7
90

6

嬉
野

町
14

30
48

-3
04

2

松
阪

警
察

署
 

川
井

町
交

番

一
時

避
難

場
所

避
難

経
路

2，
緊

急
時

の
連

絡
先資

料
 

 
防

災
マ

ッ
プ

の
と

お
り

（
名

松
線

の
⻄

側
ま

で
）

資
料

 
 

防
災

マ
ッ

プ
の

と
お

り
（

阿
坂

小
学

校
ま

で
）

(P
２

０
・

P2
1参

照
）

1，
避

難
所

等

連
絡

先
松

阪
市

 
防

災
対

策
課

三
雲

地
域

振
興

局
 

地
域

振
興

課

松
阪

中
消

防
署

 
三

雲
分

署
➡

消
防

災
害

用
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル
（

再
生

時
）

17
1-

1 
 

伝
言

を
す

る
人

の
電

話
番

号

17
1-

2 
伝

言
を

聞
き

た
い

方
の

電
話

番
号

宇
野

胃
腸

科
脳

神
経

内
科

三
重

県
松

阪
庁

舎
松

阪
地

域
防

災
総

合
事

務
所

地
域

調
整

防
災

室

中
部

電
力

パ
ワ

ー
グ

リ
ッ

ド
（

株
）

松
阪

営
業

所
➡

電
気

北
部

上
下

水
道

事
務

所
➡

上
下

水
道

北
部

建
設

保
全

事
務

所
➡

道
路

・
河

川

災
害

用
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル
（

録
音

時
）
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  （
4

）
関

連
施

設
 

 
 

①
医

療
機

関
 

 
 

 
  

 
 

名
称

 
 

 
 

 
 

 
住

所
 

連
絡

先
 

松
阪

市
民

病
院

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
殿

町
１

５
５

０
 

２
３

－
１

５
１

５
 

済
生

会
松

阪
総

合
病

院
 

 
 

 
 

 
 

 
朝

日
町

一
区

１
５

－
６

 
５

１
－

２
６

２
６

 

松
阪

中
央

総
合

病
院

 
 

 
 

 
 

 
 

 
川

井
町

１
０

２
 

５
１

－
５

２
５

２
 

休
日

夜
間

応
急

診
療

所
 

 
 

 
 

 
 

 
春

日
町

１
－

1
9

 
２

３
－

１
３

６
４

 

三
重

県
松

阪
保

健
所

 
高

町
１

３
８

 
５

０
－

０
５

２
７

 

   
 

②
要

配
慮

者
の

施
設

（
避

難
行

動
要

支
援

者
）

 

名
 

称
 

住
 

所
 

連
絡

先
 

デ
ィ

サ
ー

ビ
ス

 
「

ほ
て

い
」

 
市

場
庄

町
１

３
７

３
 

２
０

－
８

０
０

０
 

デ
ィ

サ
ー

ビ
ス

「
第

二
ほ

て
い

」
 

市
場

庄
町

１
０

８
７

－
２

 
３

０
－

４
０

８
０

 

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
 

「
い

ぶ
き

」
 

市
場

庄
町

１
０

９
８

 
５

６
－

９
３

３
６

 

サ
ー

ビ
ス

付
き

高
齢

者
向

け
住

宅
 

「
ひ

さ
し

」
 

市
場

庄
町

１
０

９
６

－
１

 
５

６
－

９
２

２
５

 

ア
ン

ダ
ン

テ
 

デ
ィ

サ
ー

ビ
ス

 
市

場
庄

町
1

1
2

9
 

５
６

—
５

９
３

７
 

    （
5

）
地

区
防

災
訓

練
の

実
施

 

 
 

 
災

害
発

生
時

に
、

地
区

住
民

が
「

地
区

防
災

計
画

」
に

沿
っ

て
、

適
切

な
行

動
が

で
き

る
よ

う
、

市
や

消
防

署
 

等
と

も
連

携
し

な
が

ら
、

次
の

訓
練

を
中

心
と

し
た

地
区

防
災

訓
練

を
毎

年
度

実
施

し
ま

す
。

 

 
 

 
ア

、
避

難
訓

練
「

要
配

慮
者

（
避

難
行

動
要

支
援

者
）

の
支

援
を

含
む

」
 

 
 

 
イ

、
情

報
収

集
・

伝
達

訓
練

 

 
 

 
ウ

、
応

急
処

置
訓

練
 

 
 

 
エ

、
給

食
給

水
訓

練
 

 
 

 
オ

、
啓

発
活

動
 

 
 

 
 

訓
練

の
実

施
後

は
、

訓
練

結
果

を
検

証
し

次
回

訓
練

に
反

映
す

る
等

、
定

期
的

に
活

動
内

容
を

見
直

し
、

必
要

が
あ

れ
ば

「
地

区
防

災
計

画
」

の
見

直
し

を
行

い
ま

す
。
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資
料

１
 

松
阪

市
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
掲

載
通

知
書

 

   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
松

阪
市

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

掲
載

通
知

書
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
松

阪
市

長
 

竹
上

 
真

人
 

 
平

素
は

市
の

防
災

施
策

に
対

し
ご

理
解

ご
協

力
を

賜
り

御
礼

申
し

上
げ

ま
す

。
 

災
害

時
に

逃
げ

遅
れ

に
よ

っ
て

高
齢

者
な

ど
が

犠
牲

に
な

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

市
で

は
高

齢
者

や

要
介

護
者

、
障

が
い

者
な

ど
一

定
の

要
件

に
該

当
す

る
方

を
「

避
難

行
動

要
支

援
者

」
と

し
て

名
簿

を
作

成
し

て
い

ま
す

。
 

 
あ

な
た

は
、

下
記

の
要

件
に

該
当

す
る

こ
と

か
ら

、
市

の
名

簿
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

通
知

い
た

し
ま

す
。

 

記
 

 
（

該
当

要
件

）
 

※
 

令
和

 
年

 
月

 
日

時
点

 

 
 

 
□

 
７

５
歳

以
上

一
人

暮
ら

し
 

□
 

８
０

歳
以

上
高

齢
者

の
み

世
帯

 

 
 

 
□

 
要

介
護

３
以

上
 

 
 

 
 

□
 

障
が

い
１

～
２

級
（

内
部

障
が

い
を

除
く

。
呼

吸
器

系
は

含
む

。
）

 

 
 

 
□

 
療

育
手

帳
Ａ

１
又

は
Ａ

２
 

□
 

精
神

障
が

い
者

保
健

福
祉

手
帳

１
級

 

□
 

重
症

患
者

認
定

 

 
（

必
ず

お
読

み
く

だ
さ

い
）

 

 
（

１
）

生
命

又
は

身
体

を
災

害
か

ら
保

護
す

る
た

め
に

、
災

害
が

発
生

し
た

と
き

に
は

、
あ

な
た

の
情

報
 

 
 

 
 

（
氏

名
、

生
年

月
日

、
性

別
、

住
所

等
）

を
避

難
支

援
等

関
係

者
へ

提
供

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 

 
（

２
）

災
害

発
生

時
に

迅
速

な
避

難
支

援
の

た
め

、
平

時
か

ら
避

難
支

援
等

関
係

者
へ

あ
な

た
の

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
に

対

し
て

、
同

意
さ

れ
る

か
ど

う
か

に
つ

い
て

、
同

封
の

「
あ

な
た

の
情

報
の

提
供

に
関

す
る

同
意

確
認

書
」

に
て

返
信

し

て
く

だ
さ

い
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
提

出
期

限
：

令
和

 
 

年
 

 
月

 
 

日
 

 
（

３
）

避
難

支
援

等
関

係
者

自
身

や
そ

の
家

族
な

ど
の

安
全

確
保

が
前

提
と

な
る

た
め

、
必

ず
避

難
支

援
が

な
さ

れ
る

こ
と

が

保
証

さ
れ

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

  
（

お
問

合
せ

先
）

 
 

松
阪

市
 

防
災

対
策

課
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
話

番
号

：
０

５
９

８
－

５
３

－
４

３
１

３
 

 

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

０
５

９
８

－
２

２
－

１
０

５
５

 

    

第
5
章

 
様

式
及

び
資

料
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 資
料

２
 

あ
な

た
の

情
報

の
提

供
に

関
す

る
同

意
確

認
書

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
あ

な
た

の
情

報
の

提
供

に
関

す
る

同
意

確
認

書
 

 

こ
の

確
認

書
の

太
枠

内
を

ご
記

入
の

上
、

同
封

の
返

信
用

封
筒

に
て

松
阪

市
へ

ご
返

送
く

だ
さ

い
。

 

同
意

し
な

い
場

合
で

あ
っ

て
も

ご
返

送
く

だ
さ

い
。

 

災
害

に
備

え
る

た
め

、
私

に
関

す
る

以
下

の
情

報
を

、
あ

ら
か

じ
め

消
防

や
警

察
、

住
民

自
治

協
議

会
、

 

自
治

会
、

町
内

会
、

消
防

団
な

ど
の

避
難

支
援

等
関

係
者

へ
提

供
す

る
こ

と
に

、
 

１
 
同

意
し

、
避

難
支

援
を

希
望

し
ま

す
。

 

２
 
同

意
し

ま
せ

ん
。

 

（
理

由
）

□
 
入

院
ま

た
は

施
設

入
所

等
に

よ
り

自
宅

に
い

ま
せ

ん
。

 

□
同

居
の

家
族

に
よ

り
支

援
が

受
け

ら
れ

る
の

で
必

要
あ

り
ま

せ
ん

。
 

□
 
そ

の
他

（
 
）

 

（
１

ま
た

は
２

の
い

ず
れ

か
に

〇
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

2
 
の

場
合

は
そ

の
理

由
に

チ
ェ

ッ
ク

レ
を

入
れ

て
く

 

だ
さ

い
。

）
 

（
宛

先
）

松
阪

市
長

 

年
 

 
 
月

 
 

 
日

 

実
際

に
お

住
ま

い
の

住
所

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

氏
 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
本

人
が

直
筆

で
き

な
い

場
合

ま
た

は
未

成
年

の
場

合
に

は
、

代
理

人
が

署
名

・
代

筆
を

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

そ
の

場
合

は
、

下
に

代
理

人
の

氏
名

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

 

代
理

人
氏

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

※
同

意
さ

れ
る

場
合

に
は

、
次

の
太

枠
内

も
記

入
を

し
て

く
だ

さ
い

。
 

（
該

当
が

な
け

れ
ば

ご
記

入
は

不
要

で
す

。
）

 

あ
な

た
の

電
話

番
号

（
繋

が
り

や
す

い
番

号
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

—
 

 
 

 
—

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

氏
名

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
続

柄
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

住
所

）
 

緊
急

時
の

連
絡

先
（

家
族

や
親

戚
な

ど
）

 
 

 
 

 
（

電
話

）
 

 
 

※
可

能
で

あ
れ

ば
２

名
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
（

氏
名

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
続

柄
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

住
所

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

電
話

）
 

 
 

 

 

（
避

難
支

援
等

関
係

者
へ

提
供

さ
れ

る
あ

な
た

の
情

報
）

 

①
氏

名
 
②

生
年

月
日

 
③

性
別

 
④

お
住

ま
い

の
住

所
 

⑤
上

に
記

載
さ

れ
た

あ
な

た
の

電
話

番
号

及
び

緊
急

時
の

連
絡

先
 

⑥
通

知
書

に
記

載
さ

れ
て

い
る

事
由

（
該

当
要

件
）

 

※
災

害
の

状
況

に
よ

っ
て

は
避

難
行

動
の

支
援

を
す

る
こ

と
が

困
難

に
な

る
こ

と
も

あ
る

た
め

、
 

同
意

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

必
ず

支
援

さ
れ

る
こ

と
を

保
証

す
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
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 （
様

式
1

）
 

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

受
領

書
兼

誓
約

書
 

 

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

受
領

書
兼

誓
約

書
  

 

年
 

 
 月

 
 

 
日

  

（
宛

先
）

松
阪

市
長

 

  
下

記
の

と
お

り
、

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

を
確

か
に

受
領

し
ま

し
た

。
 

 
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
の

活
用

に
つ

い
て

は
、

災
害

対
策

基
本

法
の

趣
旨

を
よ

く
理

解
し

、
知

り
え

た

情
報

を
第

三
者

に
漏

ら
さ

ず
、

目
的

外
の

利
用

は
行

わ
ず

適
正

に
管

理
す

る
こ

と
を

誓
い

ま
す

 

 

記
 

 

 団
 

体
 

名
 

 

 

 受
 領

 者
 住

 
所

 

 

 

 受
 領

 者
 氏

 名
 

 

 

 

名
 

簿
 

管
 

理
 

者
 

 

 

 名
 

簿
 

保
 

管
 

場
 

所
 

 
 

 

 

 

備
 

 
 

 
 

考
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 （
様

式
2

）
 

 
 

 
 

個
別

避
難

計
画

（
避

難
支

援
プ

ラ
ン

）
【

Ｎ
Ｏ

．
 

 
】

 

 
 

 
 

作
成

日
：

 
 
年

 
 
月

 
 
日

 

ふ
り

が
な

性
別

氏
名

住
所

（
方

書
）

⾃
宅

電
話

 
 

 
 

ー
 

 
 

 
ー

携
帯

電
話

生
年

月
日

年
齢

歳

家
の

構
造

⽊
造

・
非

⽊
造

（
鉄

骨
・

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト）

建
築

年
 

 
 

年
 

 
月

□
75

歳
以

上
ひ

とり
暮

ら
し

□
要

介
護

3〜
5［

要
介

護
認

定
（

 
  

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
）

］
□

障
が

い
１

・
２

級
［

障
が

い
区

分
（

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ）

］
□

療
育

手
帳

A１
ま

た
は

A２
□

重
症

患
者

認
定

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ）

□
⾃

ら
申

し
出

（
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 ）

□
そ

の
他

特
記

す
べ

き
こ

と
（

 
 

 
 

 
  

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 ）
 

 
 

 
人

（
本

人
含

む
）

［
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
］

（
本

人
か

ら
み

て）

□
上

記
の

う
ち

、
離

れ
に

住
ん

で
い

る
人

［
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 ］

日
常

生
活

で
の

慣
⾏

的
⾏動

住
所

電
話

続
柄

（
 

 
 

）
メ

ー
ル

住
所

電
話

続
柄

（
 

 
 

）
メ

ー
ル

氏
名

関
係

氏
名

関
係

氏
名

関
係

家
族

構
成

組
・

班

⾃
治

会
名

 
 

 
ー

 
 

 
 

ー

M
・

T・
S・

H
・

R 
 

 
年

 
 

 
月 

 
 

日

区
分

(該
当

に
レ点

）

□
寝

た
き

り
 

 
 

□
歩

⾏
困

難
 

 
 

 
□足

腰
が

弱
い

□
視

覚
障

が
い

 
 

□
聴

覚
障

が
い

 
 

 
□精

神
障

害
□

避
難

判
断

が
困

難
 

 
□

介
助

必
要

（
食

事・
ト

イ
レ

・
着

替
え

・
移

動）
身

体
状

況
(該

当
に

レ点
）

具
体

的
な

支
援

内
容

及
び

避
難

支援
上

の
特

記
事

項

地 域 支 援 者

松
阪

市
 

 
 

 
 

 
町

氏
名

等
 

 
 

 
ー

 
 

 
ー

緊 急 連 絡 先避 難 ⾏ 動 要 支 援 者

氏
名

等
 

 
 

 
ー

 
 

 
ー

□
80

歳
以

上
の

み
の

世帯

 
 

29
 

 裏
面

 

         避
 

 難
 

 計
 

 画
 

避
難

先
 

 
移

動
手

段
 

 

避
難

場
所

 
 

避
難

時
や

避
難

所
で

の
特

記
事

項
 

            避
難

経
路
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 （
様

式
３

）
 

個
別

避
難

計
画

（
地

域
支

援
者

）
 

【
 

 
 

 
自

治
会

】
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和

 
年

 
 

月
 

 
日

 

 

№
避

難
⾏

動
要

支
援

者
氏

名
支

援
度

☆
☆

☆
地

域
支

援
者

地
域

支
援

者
地

域
支

援
者

具
体

的
支

援
内

容
・

特
記

事
項

フ
リ

ガ
ナ

フ
リ

ガ
ナ

フ
リ

ガ
ナ

フ
リ

ガ
ナ

氏
名

氏
名

氏
名

氏
名

☆
☆

例 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
 

※
 
支

援
を

必
要
と

す
る

程
度

は
、
★

：
同

行
避

難
可

能
（

移
動

不
安
）

 
★

★
：
一
部

介
助
の

う
え

同
行

避
難

が
で

き
る
 

（
聴

覚
、
視

覚
し
ょ

う
が

い
等
）

 
★

★
★

：
ほ
ぼ

全
面
介

助
が

必
要

（
要

介
護
３

以
上
、

運
動

機
能

し
ょ

う
が

い
等

）
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（
様

式
4

）
 

令
和

 
年

版
 

個
別

避
難

計
画

（
避

難
支

援
プ

ラ
ン

）
 

作
成

管
理

表
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
自

治
会

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
会

 
 

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                     
 
「

個
別

避
難

計
画

（
避

難
支

援
プ

ラ
ン

）」
作

成
に

あ
た

り
、

以
下

の
事

項
に

留
意

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

 
 

 
 

①
災

害
対

策
基

本
法

の
趣

旨
を

理
解

し
、

知
り

え
た

情
報

を
目

的
に

関
係

の
な

い
第

三
者

に
 

漏
ら

さ
ず

、
目

的
外

の
利

用
は

行
わ

ず
適

正
に

管
理

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

②
「

個
別

避
難

計
画

（
避

難
支

援
プ

ラ
ン

）
」

を
複

製
（

コ
ピ

ー
）

す
る

場
合

は
、

必
要

最
小

限

に
と

ど
め

、
所

持
者

名
、

枚
数

を
管

理
表

に
記

載
し

管
理

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

③
「

個
別

避
難

計
画

（
避

難
プ

ラ
ン

）
完

成
後

は
、

原
本

・
コ

ピ
ー

等
は

事
務

局
に

返
却

し
て

く

だ
さ

い
。

 

 

氏
名

役
職

等
連

絡
先

備
考
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（
様

式
5

）
 

 

令
和

 
年

版
 

個
別

避
難

計
画

（
避

難
支

援
プ

ラ
ン

）
 

保
管

録
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
自

治
会

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
会

 
 

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                   

「
個

別
避

難
計

画
（

避
難

支
援

プ
ラ

ン
）
」

を
保

管
す

る
に

あ
た

り
、

以
下

の
事

項
に

留
意

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 

 
 

 
 

①
災

害
対

策
基

本
法

の
趣

旨
を

理
解

し
、

知
り

え
た

情
報

を
目

的
に

関
係

の
な

い
第

三
者

に
 

漏
ら

さ
ず

、
目

的
外

の
利

用
は

行
わ

ず
適

正
に

管
理

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

②
「

個
別

避
難

計
画

（
避

難
支

援
プ

ラ
ン

）
」

の
更

新
の

際
に

は
、

旧
デ

ー
タ

ー
は

原
本

コ
ピ

ー

を
含

め
保

管
録

と
と

も
に

住
民

自
治

協
議

会
事

務
局

に
返

却
し

て
く

だ
さ

い
。

 

 
 

  

氏
名

役
職

等
連

絡
先

保
管

場
所
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 （
様

式
６

）
 

 

避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

守
秘

義
務

誓
約

書
 

 

年
 

 
月

 
 

日
  

（
宛

先
）

米
ノ

庄
住

民
自

治
協

議
会

 
 

 
 

 
 

 
会

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

様
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

氏
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 

 
 

 
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
の

活
用

に
つ

き
、

災
害

対
策

基
本

法
の

趣
旨

を
よ

く
理

解
し

、
知

り
え

た
 

情
報

を
第

三
者

に
漏

ら
さ

ず
、

目
的

外
の

利
用

は
行

わ
ず

、
適

正
に

管
理

す
る

こ
と

を
誓

い
ま

す
 

 

 

 
 

 
 

                   

氏
 

 
名

住
 

 
所

連
 絡

 先
活

用
内

容

そ
の

他

 避
難

行
動

要
支

援
者

名
簿

を
活

用
し

た
作

業
に

つ
い

て
は

、
米

ノ
庄

地
区

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
セ

ン
タ

ー
内

で
行

い
、

管
理

は
同

事
務

所
の

金
庫

で
保

管
い

た
し

ま
す

。
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阿
坂
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
米
ノ
庄
住
民
協
議
会
に
お
け
る
「
「
災
害
時

相
互

支
援

に
関

す
る

協
定
書

」
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
協
定
締

結
日
 

平
成

2
7
年

3
月

4
日
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
「

災
害
時

相
互
支
援

に
関

す
る
協
定

書
」
 

 
 
巨
大
地
震
の
発
生
や
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
る
局
地
的
豪
雨
な
ど
、
予
想

で
き
な
い
被
害

が
発
生

す
こ
と

が
 

 
 
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
自
ら
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
た
め
、
様
々
な
訓
練
や
取
り
組
み

が
行
わ

れ
て

き
 

ま
し
た
。
災
害
か
ら
自
ら
の
命
は
守
る
「
自
助
」
、
隣
近
所
で
助
け
合
う

「
共
助

」
の
重

要
性
に
つ

い
て
学
 

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
特
に
「
共
助
」
に
つ
い
て
の
課
題
と

し
て
、

地
域
を

超
え
た
「

共
助
」
 

が
不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

 
 
そ
こ
で
平
成

2
4
年
度
に
広
域
避
難
訓
練
を
行
っ
た
阿
坂
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
と
米

ノ
庄
住
民

協
議
会
に
お

い
 

 

 
 
て
、
地
域
間
の
さ
ら
な
る
結
束
と
今
後
の
災
害
体
制
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
災
害
時
相

互
支
援

の
協

定
を
結

 

ぶ
も
の
で
あ
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記
 

 
（
目
的
）
 

 
第

1
条
 
こ
の
協
定
は
、
阿
坂
地
域
、
米
ノ
庄
地
域
に
お
い
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
、
ま
た

は
発
生

す
る

恐
れ
が

あ
る
場
合
に

、
両
協
議
会
が
円
滑
な
連
携
及
び
対
応
が
図
ら
れ

る
よ
う

必
要
な
事

項
を
定
め
る

も
の
で

あ
る
。
 

 
（
想
定
さ
れ
る
災
害
の
内
容
）
 

 
第

2
条
 
阿
坂
地
域
は
、
風
水
害
に
よ
る
土
砂
崩
れ
、
家
屋
倒
壊
等
、
甚
大
な
被
害
が
懸
念

さ
れ
、

米
ノ

庄
地
域

は
、
地
震
、

津
波
に
よ
る
人
的
被
害
、
家
屋
流
失
等
の
甚
大
な

被
害
が

懸
念
さ
れ

て
い
る
。
 

 
（
支
援
の
内
容
）
 

 
第

3
条
 
両
地
域
と
も
率
先
し
て
、
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
一
方
の
地
域
に
人
的
支
援
、
物

的
支
援

、
避

難
支
援

を
行
う
も
の

と
す
る
。
 

 
 
（
１
）
人
的
支
援
 

 
 
 
 
 
〇
被
害
者
の
救
援
及
び
応
急
復
旧
に
係
る
人
員
の
派
遣
。
 

 
 
（
２
）
物
的
支
援
 

 
 
 
 
 
〇
食
料
、
飲
料
水
及
び
生
活
必
需
品
並
び
に
そ
の
供
給
に
必
要
な
資
機
材
の
提
供

支
援
。

 

 
 
（
３
）
避
難
支
援
 

 
 
 
 
 
〇
避
難
所
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
相
互
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
地
域

を
超
え

た
避

難
者
の

受
け
入
れ
調
整
を
行
う
 

 
 
 
 
 
〇
支
援
要
請
を
受
け
た
場
合
は
、
避
難
誘
導
の
支
援
を
行
う
。
 

 
（
支
援
要
請
）
 

 
第

4
条
 
ど
ち
ら
か
の
地
域
に
、
第

2
条
に
定
め
る
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
ま

た
は
生

じ
る

お
そ
れ

が
あ

る
場
合

に
第

3
条
に
定
め
る
支
援
を
要
請
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 
 
 
２
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
支
援
要
請
を
実
施
す
る
た
め
、
緊
急
時
連
絡
網
を
策
定
し
、

両
協
議

会
で

保
管
す

る
も
の
と
す
る
。
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３
、
前

項
の

規
定
に

基
づ
き
策
定
し

た
緊
急

時
連

絡
網
の
内
容

に
変
更

が
生
じ

た
場
合
は
、
速

や
か
に

変
更

を
行

う
。
 

 
（
両

地
域

が
甚
大

な
被
害
を
被
っ

た
と
き
 

 
第

5
条
 

お
互
い

の
地
域
の
、
被

害
者
救

出
、

安
全
な
場
所

へ
の
避

難
者
の
誘
導
、
備
蓄
品

の
提
供

等
、

地
元
被

災
住

民
の
生
命

の
安

全
と
生
活
基

盤
の
確

保
を
優
先

す
る
も

の
と
し
、
お

互
い

へ
の
支
援
は

、
自
ら

の
地

域
の
災
害

復
旧

の
進
捗
状
況

を
み
な

が
ら
、
人

的
支
援

、
物
的
支
援

を
行

う
も
の
と
す

る
。

 

 
（
防

災
訓

練
へ
の

参
加
）
 

 
第

6
条
 

両
協
議

会
が
主
催
す
る

防
災
訓

練
に

、
第

3
条
に

定
め
る

支
援
内
容

を
課
題

と
し

、
可

能
な
限

り
防
災

訓
練

に
参
加
す

る
も

の
と
す
る
。
 

 
（
こ

の
協

定
に
定

め
て
い
な
い
事

項
へ
の

対
応

）
 

 
第

7
条
 

こ
の
規

定
に
定
め
て
な

い
が
、

被
災

状
況
に
よ
り

必
要
と

す
る
支
援
に
つ
い
て
は

、
そ
の

都
度

、
両
協

議
会

で
協
議
し

、
有

効
な
方
策
を

決
定
す

る
も
の
と

す
る
。

 

 
（
そ

の
他

）
 

 
第

8
条
 

こ
の
協

定
に
定
め
の
な

い
事
項

又
は

疑
義
を
生
じ

た
事
項

に
つ
い
て
は
、
両
協
議

会
が
協

議
し

て
決
定

す
る

も
の
と
す

る
。
 

 
 
平

成
2
7
年
 
3
月

 
4
日
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

阿
坂
ま

ち
づ
く

り
協
議
会

 
会
長

 
 

辻
 

 
修
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

米
ノ
庄

住
民
協

議
会
 
 

 
会
長

 
 

玉
川

 
義
弘
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

（
立
会
人

）
 

 
 
松
阪
市

 
 
 

 
 
 

 
 
市
長

 
 

山
中

 
光
茂
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４
 

防
災

情
報

の
受

け
取

り
方

法
 

防
災

行
政

無
線

メ
ー

ル
で

情
報

を
受

信
LI

N
Eで

情
報

を
受

信
で

き
る

ht
tp

s:
//

w
w

w
.b

os
ai

m
ie

.jp

防
災

み
え

.j
p

雨
量

、
河

川
の

⽔
位

、
気

象
・

地
震

観
測

情
報

を
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

受
け

取
れ

る

松
阪

市
防

災
電

話
サ

ー
ビ

ス

松
阪

市
公

式
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

向
け

ア
プ

リ
、

災
害

情
報

を
う

け
と

れ
る

An
dr

oi
d利

用
者

io
s利

用
者

松
阪

ナ
ビ

05
98

-5
3-

43
13

要
登

録
。

災
害

時
に

情
報

を
自

宅
の

固
定

電
話

で
う

け
と

れ
る

屋
外

に
設

置
し

て
い

る
ス

ピ
ー

カ
ー

か
ら

避
難

等
の

情
報

を
得

る

２
４

時
間

以
内

放
送

の
内

容
が

音
声

で
聞

け
る

防
災

行
政

無
線

テ
レ

フ
ォ

ン
サ

ー
ビ

ス

２
４

時
間

以
内

放
送

の
防

災
無

線
の

内
容

を
文

字
で

確
認

で
き

る

松
阪

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

緊
急

速
報

メ
ー

ル
（

エ
リ

ア
メ

ー
ル

）

松
阪

市
内

に
い

れ
ば

携
帯

電
話

で
災

害
情

報
を

受
け

取
れ

る

松
阪

市
防

災
情

報
メ

ー
ル

bo
us

ai
.m

at
su

sa
ka

-c
ity

@
ra

id
en

.k
ta

iw
or

k.
jp

05
98

-2
5-

60
45

登
録

不
要

ア
ド

レ
ス

を
登

録
す

れ
ば

情
報

を
メ

ー
ル

で
う

け
と

れ
る

 

https://www.bosaimie.jp
mailto:bousai.matsusaka-city@raiden.ktaiwork.jp


                                            
Ｖ

ｏ
ｌ

．
4 

 

〈
令

和
5

年
 5

月
改

訂
〉

 
     

米
ノ

庄
住

民
自

治
協

議
会

・
・

・
・

・
・

 

・
・

・
・

・
・

 

も
 
く

 
じ

 
   序

章
 避

難
所

開
設

・
運

営
の

基
本

方
針

 ⽶
ノ

庄
地

区
の

想
定

さ
れ

る
災

害
 大

規
模

災
害

発
生

か
ら

避
難

所
開

設
・

撤
収

ま
で

の
流

れ
 初

動
期

の
⾏

動
 

・
・

・
・

・
・

 
序

章
-

1 
・

・
・

・
・

・
 序

章
-

3 
・

・
・

・
・

・
 序

章
-

5 
・

・
・

・
・

・
 序

章
-7

 
 第

1章
 避

難
所

開
設

準
備

・
開

設
 

1⃣ 
準

備
の

た
め

の
開

錠
 

2⃣ 
受

入
準

備
 

3⃣   
  レ

イ
ア

ウ
ト

づ
く

り
 4⃣  

   
避

難
者

の
受

付
開

始
 

 第
2章

 運
営

体
制

づ
く

り
 

1⃣ 
運

営
本

部
の

設
置

 
2⃣ 

会
議

の
開

催
 

3⃣ 
避

難
所

の
情

報
伝

達
の

し
く

み
 

4⃣ 
各

班
の

役
割

 
①

 本
部

⻑
・

副
本

部
⻑

の
役

割
 

②
 総

務
班

の
役

割
 

③
 情

報
班

の
役

割
 

④
 被

災
者

管
理

班
の

役
割

 
⑤

 施
設

管
理

班
の

役
割

 
⑥

 食
糧

物
資

班
の

役
割

 
⑦

 救
護

班
の

役
割

 
⑧

 衛
生

班
の

役
割

 
⑨

 ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

班
の

役
割

 
⓾

 避
難

所
外

避
難

者
対

応
班

の
役

割
 

 第
3章

 避
難

所
運

営
 

1⃣ 
運

営
活

動
の

ル
ー

ル
 

2⃣ 
生

活
上

の
ル

ー
ル

 
3⃣ 

福
祉

避
難

所
・

福
祉

ス
ペ

ー
ス

 
 第

4章
 安

定
期

以
降

の
取

組
 

 付
属

1 
⽶

ノ
庄

地
区

（
市

場
庄

・
中

ノ
庄

）
避

難
ル

ー
ト

案
 

付
属

2 
⽶

ノ
庄

地
区

（
久

⽶
）

避
難

ル
ー

ト
案

 
付

属
3 

⽶
ノ

庄
地

区
（

上
久

⽶
・

こ
も

れ
び

の
園

・
上

ノ
庄

）
避

難
ル

ー
ト

案
 

付
属

4 
様

式
一

覧
 

・
・

・
・

・
・

 
1-

 
1 

・
・

・
・

・
・

   
   

 1-
1 

・
・

・
・

・
・

   
   

 1-
4 

・
・

・
・

・
・

   
   

1-
11

 
・

・
・

・
・

・
   

   
1-

17
 

  ・
・

・
・

・
・

 
2-

1 
・

・
・

・
・

・
   

   
 2-

 
3 

・
・

・
・

・
・

   
   

 2-
 

4   ・
・

・
・

・
・

 
2-

 
5 

・
・

・
・

・
・

 
2-

 
6 

・
・

・
・

・
・

   
   

2-
11

 
・

・
・

・
・

・
   

   
2-

12
 ・

・
・

・
・

・
   

   
2-

16
 ・

・
・

・
・

・
   

   
2-

17
 ・

・
・

・
・

・
   

   
2-

22
 ・

・
・

・
・

・
   

   
2-

24
 ・

・
・

・
・

・
   

   
2-

25
 ・

・
・

・
・

・
   

   
2-

28
 

  ・
・

・
・

・
・

 
3-

 
1 

・
・

・
・

・
・

 
3-

 
3 

・
・

・
・

・
・

 
3-

 5
 

 ・
・

・
・

・
・

 
4-

 1
 

 ・
・

・
・

・
・

 
付

-



1 
・

・
・

・
・

・
 

付
-2

 ・
・

・
・

・
・

 付
-3

 ・
・

・
・

・
・

 
付

-4
 

序
章

－
1 

 

 ～
 
い

の
ち

を
守

り
、

希
望

を
見

い
出

す
拠

点
と

な
る

よ
う

、
次

の
よ

う
な

避
難

所
づ

く
り

を
目

指
し

ま
し

ょ
う

 
～

 

 

避
難

所
は

住
民

の
自

治
に

よ
る

開
設

・
運

営
を

目
指

し
ま

す
。

 
 避

難
所

は
、

避
難

所
外

避
難

者
の

支
援

も
含

め
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
場

と
な

り
ま

す
。

発
災

直
後

に
は

、
住

民

自
治

に
よ

る
迅

速
な

取
組

が
重

要
と

な
る

こ
と

か
ら

、
避

難
所

は
原

則
と

し
て

、
住

民
の

自
主

運
営

と
し

ま
す

。
自

分

た
ち

で
運

営
し

て
い

く
場

所
と

し
て

取
り

組
み

ま
し

ょ
う

。
行

政
は

情
報

統
括

や
必

要
な

ニ
ー

ズ
に

対
す

る
支

援
（

物

資
調

達
な

ど
）

を
行

い
ま

す
。

 

  

避
難

所
は

被
災

者
が

暮
ら

す
場

所
だ

け
で

な
く

、
地

域
の

支
援

拠
点

と
し

て
の

役
割

を
 

担
う

場
所

と
な

る
よ

う
避

難
所

外
避

難
者

に
も

配
慮

し
た

拠
点

づ
く

り
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

 こ
れ

ま
で

の
災

害
事

例
か

ら
、

避
難

所
生

活
の

長
期

化
は

避
け

ら
れ

な
い

ほ
ど

の
大

規
模

な
災

害
が

発
生

す
る

と

考
え

ら
れ

て
い

ま
す

。
避

難
所

で
は

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
単

位
を

基
本

と
す

る
考

え
方

で
運

営
し

ま
す

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
に

代
表

さ
れ

る
感

染
症

対
策

と
し

て
、

指
定

避
難

所
以

外
で

の
避

難
も

考
え

ら
れ

ま
す

。
指

定
避

難
所

で
生

活
を

し
て

い
る

人
だ

け
で

な
く

、
自

宅
・

車
中

・
テ

ン
ト

等
な

ど
で

避
難

所
外

避
難

を
し

て
い

る
人

に
対

し
て

も
、

等
し

く
物

資
の

供
給

、
情

報
の

共
有

等
を

行
い

、
各

地
区

の
自

主
防

災
組

織
と

協
働

し
て

地
域

に
住

む
全

て
の

人
に

と
っ

て
の

生
活

再
建

の
拠

点
と

し
て

の
場

所
と

な
る

よ
う

な
拠

点
作

り
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

  

要
配

慮
者

に
も

優
し

い
避

難
所

づ
く

り
、

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

配
慮

し
た

避
難

所
 

づ
く

り
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

 
避

難
所

で
生

活
す

る
誰

も
が

配
慮

し
合

い
、

み
ん

な
の

“
い

の
ち

”
を

大
切

に
し

て
関

連
死

を
予

防
し

ま
す

。
 

要
配

慮
者

優
先

の
意

識
を

共
有

し
、

避
難

所
内

の
レ

イ
ア

ウ
ト

や
ト

イ
レ

の
使

用
を

考
え

、
避

難
所

の
運

営
を

行
い

ま
す

。
避

難
所

運
営

本
部

に
女

性
も

参
加

す
る

こ
と

な
ど

、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

に
配

慮
し

た
避

難
所

運
営

を
行

い
ま

す
。

 

 

        

序
章

 
 

避
難

所
開

設
・

運
営

の
基

本
方

針
 

い
の

ち
と

暮
ら

し
を

守
る

視
点

を
共

有
し

、
 

困
難

を
乗

り
越

え
て

い
こ

う
。

 



序
章

－
2 

  

避
難

は
「

よ
り

早
く

、
よ

り
高

く
、

よ
り

遠
く

」
へ

！
 

○
「

自
分

の
命

は
自

分
で

守
る

」
を

原
則

に
、

大
規

模
地

震
が

発
生

し
た

ら
津

波
発

生
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

、
 

「
よ

り
早

く
、

よ
り

高
く

、
よ

り
遠

く
」

へ
自

主
的

に
避

難
し

ま
す

。
 

 

３
日

間
は

地
域

で
助

け
合

う
こ

と
！

行
政

は
体

制
が

整
い

次
第

、
支

援
に

！
 

○
こ

れ
ま

で
の

災
害

事
例

か
ら

、
大

規
模

災
害

の
発

生
直

後
に

お
け

る
、

救
出

・
救

護
や

避
難

所
開

設
・

運
営

は
、

住

民
自

治
に

よ
る

迅
速

な
取

組
が

重
要

と
な

り
ま

す
。

行
政

は
、

職
員

の
被

災
、

行
政

機
能

の
低

下
や

人
命

救
助

等
の

応
急

措
置

の
実

施
な

ど
に

よ
り

、
3

 
日

間
は

地
域

に
入

る
こ

と
が

難
し

い
状

況
も

あ
り

ま
す

が
、
体

制
が

整
い

次
第

、

支
援

に
入

り
ま

す
。

 

 

『
３

・
３

・
３

の
原

則
』

 

○
災

害
発

生
か

ら
避

難
生

活
期

に
至

る
ま

で
の

時
間

経
過

と
対

応
の

目
安

を
「

３
・

３
・

３
の

原
則

」
と

し
て

、
示

し

て
い

ま
す

。
 

 

～
3

分
 

3
0

分
 

3
時

間
 

3
日

間
 

3
週

間
～

 

自
身

の
身

の
安

全
を

確
保

 
自

主
避

難
、

救
助

体
制

の
確

保
、

安
否

確
認

、
救

出
・

救
護

 

自
身

や
家

族
の

安
全

を
確

保
し

た
上

で
危

険
な

人
の

発
見

・
救

出
 

全
て

の
人

の
安

否
確

認
と

安
全

な
避

難
を

行
う

こ
と

が
理

想
。

避
難

所
運

営
本

部
の

立
ち

上
げ

や
ル

ー
ル

の
設

定
等

 

避
難

生
活

の
安

定
へ

 
( 

避
難

所
統

廃
合

検
討

な
ど

) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
※

南
海

ト
ラ

フ
巨

大
地

震
で

は
津

波
の

被
害

が
想

定
さ

れ
ま

す
。

津
波

到
達

ま
で

に
高

台
へ

避
難

す
る

こ
と

を
考

慮
し

、
自

身
の

安
全

を
念

頭
に

置
い

て
救

出
・

救
護

活
動

を
行

い
ま

し
ょ

う
。

 

 要
配

慮
者

と
は

 

○
高

齢
者

、
障

が
い

の
あ

る
方

、
外

国
人

、
妊

産
婦

、
乳

幼
児

な
ど

、
防

災
対

策
（

避
難

行
動

及
び

避
難

所
生

活
）

に

お
い

て
特

に
配

慮
を

必
要

と
す

る
方

。
 

  
 避

難
行

動
要

支
援

者
と

は
 

○
要

配
慮

者
の

内
、

災
害

が
発

生
し

た
時

に
避

難
等

に
特

に
支

援
を

要
す

る
方

。
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 １
.地

震
 

（
１

）
地

震
震

度
 

 
 

 
 

 

震
度

6
弱

～
震

度
6

強
 

 
理

論
上

最
大

ク
ラ

ス
の

地
震

で
は

震
度

７
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

デ
ー

タ
ー

を
元

と
し

た
理

論
的

に
考

え
ら

れ
る

最
大

の
地

震
）

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
「

地
震

被
害

想
定

調
査

結
果

の
概

要
に

つ
い

て
」

平
成

2
6

年
三

重
県

防
災

対
策

部
 

（
２

）
津

波
被

害
 

①
 
 理

論
上

最
大

ク
ラ

ス
の

南
海

ト
ラ

フ
地

震
で

津
波

の
浸

水
が

想
定

さ
れ

る
地

域
 

久
米

町
・

市
場

庄
町

・
中

ノ
庄

町
・

上
ノ

庄
町

 

「
松

阪
市

津
波

ハ
ザ

ー
ド

パ
ッ

プ
」

平
成

2
9

年
松

阪
市

危
機

管
理

室
 

 

②
 

津
波

浸
水

深
…

 
津

波
の

高
さ

は
地

区
ご

と
に

違
い

ま
す

。
確

認
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

 

  

       

※
浸

水
深

の
影

響
 

 
 

 
3

0
㎝

～
1

ｍ
…

動
く

こ
と

が
で

き
な

い
。

避
難

行
動

が
と

れ
な

い
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1

ｍ
～

2
ｍ

…
…

津
波

に
巻

き
込

ま
れ

た
時

は
ほ

と
ん

ど
の

人
が

亡
く

な
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
2

ｍ
～

5
ｍ

…
…

木
造

家
屋

の
ほ

と
ん

ど
が

全
壊

す
る

。
 

「
松

阪
市

津
波

ハ
ザ

ー
ド

パ
ッ

プ
」

平
成

2
9

年
松

阪
市

危
機

管
理

室
 

 

③
津

波
到

達
の

速
さ

…
身

動
き

が
で

き
な

い
と

さ
れ

る
3

0
㎝

の
津

波
が

到
達

す
る

ま
で

の
時

間
 

 

        

「
松

阪
市

津
波

ハ
ザ

ー
ド

パ
ッ

プ
」

平
成

2
9

年
松

阪
市

危
機

管
理

室
 

米
ノ

庄
地

区
の

想
定

さ
れ

る
災

害
 

松
阪

市
津

波
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

上
の

色
30

㎝
〜

1ｍ
⻩

色

1ｍ
〜

2ｍ
橙

色

2ｍ
〜

5m
ピ

ン
ク

1㎝
〜

30
㎝

緑
色

30
㎝

〜
1ｍ

⻩
色

1ｍ
〜

2m
橙

色
上

久
⽶

地
区

・
こ

も
れ

び
の

園
上

ノ
庄

町
(J

R名
松

線
の

⻄
側

）
白

色

地
区

名
浸

水
深

市
場

庄
町

・
中

ノ
庄

町

久
⽶

町
上

ノ
庄

町
(J

R 
名

松
線

の
東

側
）

0ｍ

松
阪

市
津

波
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

上
の

色
90

分
〜

72
0分

薄
い

水
色

60
分

〜
90

分
水

色

40
分

〜
60

分
⻘

色

久
⽶

町
上

ノ
庄

町
(J

R名
松

線
の

東
側

）
90

分
〜

72
0分

薄
い

水
色

上
久

⽶
地

区
・

こ
も

れ
び

の
園

上
ノ

庄
町

(J
R名

松
線

の
⻄

側
）

―

到
達

時
間

地
区

名

市
場

庄
町

・
中

ノ
庄

町

―
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（
３

）
液

状
化

 
 

 
 

 
 

地
震

の
揺

れ
に

よ
り

、
地

中
の

水
分

が
地

表
に

現
れ

る
現

象
。

電
柱

や
建

物
の

倒
壊

等
も

引
き

起
こ

す
可

能
性

が
あ

り
、

通
行

が
困

難
に

な
る

と
予

想
さ

れ
る

。
 

米
ノ

庄
地

区
の

ほ
ぼ

全
域

が
液

状
化

の
危

険
度

が
「

き
わ

め
て

高
い

」
ま

た
は

、「
高

い
」
！

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
重

県
「

液
状

化
危

険
度

予
測

分
布

図
」

平
成

2
5

年
 

      2
.風

水
害

 

 
 

 
 

 
 

 
台

風
や

大
雨

等
で

三
渡

川
又

は
阪

内
川

が
氾

濫
し

た
場

合
は

、
米

ノ
庄

地
区

の
ほ

ぼ
 

全
域

に
最

大
浸

水
深

３
ｍ

未
満

の
洪

水
の

被
害

が
想

定
さ

れ
ま

す
。

 

松
阪

市
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

三
渡

川
水

系
 

令
和

2
年

 

松
阪

市
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

阪
内

川
水

系
 

令
和

2
年

 

 
 

 
  

 
  

 
 
  

 
 
  

 
 

松
阪

市
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

(令
和

2
年

)か
ら

う
か

が
え

る
災

害
の

状
態

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
  

  
 
三

渡
川

水
系

 
(三

渡
川

・
百

々
川

・
堀

坂
川

) 

     

  

  
 

 
 

 
 

 
 
 
  

  
 
阪

内
川

水
系

 

        

松
阪

市
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

上
の

色
1〜

3ｍ
未

満
水

色
0.

5〜
1m

未
満

緑
色

0.
3〜

0.
5ｍ

未
満

⻩
緑

色
0.

5〜
1m

未
満

緑
色

0.
3〜

0.
5ｍ

未
満

⻩
緑

色
0.

3m
未

満
⻩

色

浸
水

深
地

区
名

市
場

庄
町

・
中

ノ
庄

町
久

⽶
町

 ・
 上

ノ
庄

町
上

久
⽶

区

こ
も

れ
び

の
園

松
阪

市
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

上
の

色
1〜

3ｍ
未

満
水

色
0.

5〜
1ｍ

未
満

緑
色

0.
3〜

0.
5m

未
満

⻩
緑

色
03

.ｍ
未

満
⻩

色

上
ノ

庄
町

・
上

久
⽶

区
こ

も
れ

び
の

園
0ⅿ

白
色

浸
水

深
地

区
名

中
ノ

庄
町

・
市

場
庄

町
久

⽶
町

液
状

化
危

険
度

予
測

分
布

図
上

の
色

⻩
色

※
赤

色
も

含
む

の
で

注
意

液
状

化
の

危
険

度
地

区
名

上
ノ

庄
町

（
名

松
線

の
⻄

側
）

市
場

庄
町

・
中

ノ
庄

町
久

⽶
町

 ・
  上

久
⽶

区
こ

も
れ

び
の

園
上

ノ
庄

町
（

名
松

線
の

東
側

）

極
め

て
高

い
赤

色

高
い

序
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津
波

被
害

が
あ

る
場

合
は

、
避

難
所

開
設

を
す

る
に

あ
た

っ
て

、
安

全
な

場
所

に
避

難
所

を
定

め
る

必
要

が
 

あ
り

ま
す

。
長

期
化

を
想

定
し

、
広

域
避

難
等

行
政

支
援

を
受

け
な

が
ら

地
域

が
一

体
と

な
り

活
動

し
ま

す
。

 

 

 地
震

発
生

 

   
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                          大
規

模
災

害
発

生
か

ら
避

難
所

開
設

・
撤

収
ま

で
の

流
れ

 

公的
機

関
の動

き
（

参
照ペ

ー
ジ

）

身
の

安全
の確

保

地
区

の自
主防

災
活

動
に協

力

避
難

行
動

避
難

所の
開設

準
備

と
開

設
災

害対
策

本
部

職員
参

集

準
備

の
ため

の開
錠

P1
-1

災
害対

策
本

部
体制

確
保

受
入準

備
(安

全点
検

）
P1

-4

レ
イ

ア
ウト

つく
り

P1
-1

1
災

害対
策

本
部

着手
事

項

避
難

者受
付開

始
・

被災
状

況
の

把
握

居住
ス

ペー
ス

への
誘

導
割振

り
・

避難
所

開
設

状況
把

握
避

難
者数

把
握・

名
簿

づく
り

・
食料

・
飲

料
水の

配
分

災害
時要

配
慮

者・
体

調
不

良
者振

り
分

け
・

福祉
避

難
所

開
設

運
営

体制
づく

り
P2

−
1

・
死者

⾏
方

不
明者

へ
の

対
応

避難
所

運
営

本部
の設

置
・

関係
機

関
と

の連
絡

調
整

会議
の

開
催

P2
-3

施
設管

理
者

運
営委

員
会

へ
の

参
加

けが
人

病
人

の応
急対

応
仮

設
トイ

レ設
置

飲
料水

の
確

保

わた
し

達
の行

動

初 動 期 ( 発 災 か ら 2 4 時 間 ）

序章
7〜

9

P1
-1

7
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                               撤
 

収
 

・
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

回
復

 

・
仮

設
住

宅
へ

の
入

居
 

・
地

域
の

復
旧

復
興

に
向

け
、

地
域

で
継

続
的

な
活

動
 

   

公
的

機
関

の
動

き
避

難
所

運
営

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
アセ

ン
タ

ー
開

設
準

備

⾏
政

と
の

連
絡

体
制

確
立

災
害

対
策

本
部

、
地区

担
当

者
と

連
携

支
援

避
難

所
外

避
難

者
へ

の
対

応
Ｐ

2−
28

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

各
社の

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
確

保
確

立

物
資

確
保

⾃
治

会
単

位
の

安
否

確
認

終
了

災
害

時
要

配
慮

者
へ

の
対

応
終

了
(緊

急
入

所
・

福
祉

避
難

所
）

1週
間

を
め

ど
に

安
否

確
認

終
了

災
害

対
策

本
部

・
罹

災
申

告
受

付
・

義
援

金
受

付
・

相
談

窓
口

開
設

避
難

所
の

安
定

化
家

屋
の

応
急

危
険

度判
定

ル
ー

ル
確

立
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

アセ
ン

タ
ー

開
設

運
営

生
活

支
援

施
設

管
理

者
学

校
再開

に
向

け
て

準
備

常
用

医
薬

品
の

確
保

医
療

対
応

→
保

健
福祉

対
応

へ
移

⾏

居
場

所
つ

く
り

生
活

衛
生

関
係

施
設の

状
況

把
握

と
情

報
提

供

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

確
保

対
策

管
理

（
衛

生
・

食
事

・
健

康
）

の
徹

底
学

校
再

開

相
談

体
制

の
確

保
災

害
対

策
本

部
  

本
来

機
能

の
早

期
回復

心
の

ケ
ア

緊
急

小
口

資
金

貸
付制

度
開

始

避
難

所
統

廃
合

仮
設

住
宅

建
設

計
画の

具
体

化

閉
鎖

に
向

け
た

動
き

わ
た

し
達

の
行

動
展 開 期 ( 2 4 時 間 目 か ら 3 週 間 ） 安 定 期 ( 3 週 目 以 降 ）

序
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津
波

警
報

が
発

令
さ

れ
た

場
合

 

〇
ガ

ス
の

元
栓

を
閉

め
る

＜
次

ペ
ー

ジ
の

タ
イ

プ
２

の
★

に
続

く
＞

〇
使

用
中

の
火

気
を

消
す

〇
ブ

レ
ー

カ
ー

を
切

る

・
「

よ
り

早
く

、
よ

り
高

く
、

よ
り

遠
い

場
所

」
へ

率
先

避
難

を
心

が
け

る
。

〇
家

族
の

安
全

確
保

〇
⾃

分
や

家
族

の
身

を
守

る
〇

出
口

の
確

保
〇

揺
れ

が
収

ま
る

〇
自

宅
付

近
に

車
中

泊
、

テ
ン

ト
泊

等
を

行
っ

て
い

る
避

難
所

外
避

難
者

の
把

握
も

す
る

。

(序
章

-
3

・
4

参
照

）

・
最

大
津

波
浸

水
深

は
2

～
5

m
の

と
こ

ろ
も

あ
る

・
津

波
は

三
渡

川
か

ら
堀

坂
川

へ
さ

か
の

ぼ
り

、
あ

ふ
れ

る
可

能
性

が
あ

る
。

〇
要

配
慮

者
へ

の
避

難
支

援
。

〇
名

松
線

の
山

側
に

避
難

し
、

阿
坂

方
面

(目
標

阿
坂

小
学

校
）

ま
で

避
難

。

〇
津

波
警

報
が

解
除

さ
れ

る
ま

で
阿

坂
小

学
校

付
近

で
避

難
生

活
(数

日
～

数
週

間
）

を
す

る
。

〇
米

ノ
庄

小
学

校
に

浸
水

被
害

や
地

震
に

よ
る

被
害

が
な

け
れ

ば
、

避
難

所
開

設
す

る
た

め
に

移
動

す
る

。

〇
自

宅
が

地
震

や
津

波
の

被
害

が
な

い
場

合
、

在
宅

避
難

と
す

る
。

〇
津

波
避

難
の

声
掛

け
に

回
る

。

・
各

個
人

が
周

辺
の

安
全

に
気

を
付

け
な

が
ら

避
難

場
所

に
避

難
開

始
。

〇
津

波
避

難
目

標
ラ

イ
ン

(J
R

名
松

線
)か

ら
山

側
へ

の
避

難
が

困
難

な
場

合
は

、
津

波
避

難
ビ

ル
等

の
高

い
場

所
に

避
難

し
ま

し
ょ

う
。

・
津

波
浸

水
深

3
0

㎝
到

達
予

想
時

間
は

地
区

別
に

差
が

あ
る

が
、

お
お

よ
そ

4
0

分
～

6
0

分
後

、
遅

く
と

も
7

2
0

分
(1

2
時

間
)後

に
は

到
達

す
る

と
予

想
さ

れ
る

。

〇
隣

近
所

の
安

否
確

認

〇
隣

近
所

の
出

火
確

認

〇
地

区
の

自
主

防
災

活
動

(初
期

消
火

・
救

出
・

救
護

）
に

協
力

。
以

下
の

点
に

注
意

す
る

。

・
救

出
活

動
時

間
は

約
3

0
分

間
。

津
波

到
達

時
間

を
考

慮
し

て
活

動
す

る
。

津
波

警
報

発
令

揺
れ

か
ら

身
を

守
る

(１
〜

５
分

程
度

)

津
波

警
報

解
除

地
震

発
生

！

避
難

場
所

と
避

難
所

は
ち

が
い

ま
す

。
大

規
模

地
震

の
場

合
は

、
ま

ず
高

台
の

安
全

な
避

難
場

所
に

移
動

し
ま

し
ょ

う

 
 

 
津

波
避

難
ビ

ル
 

  初
動

期
の

行
動

 

 
地

震
 

タ
イ

プ
１

 

ビ
ル

名
海

抜
収

容
人

数
階

数
避

難
場

所
30

㎝
津

波
到

達
時

間
⽶

ノ
庄

小
学

校
校

舎
2.

8ｍ
88

0人
2階

建
2階

部
分

90
分

〜
72

0分
立

体
駐

車
場

3階
屋

上
部

分
JA

旧
⽶

ノ
庄

支
店

2.
9ｍ

11
9人

2階
建

2階
部

分
90

分
〜

72
0分

ア
ピ

タ
松

阪
三

雲
店

1.
6ｍ

22
63

0人
4階

建
60

分
〜

90
分
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津
波

警
報

が
発

令
さ

れ
な

か
っ

た
場

合
 

・
在

宅
避

難
避

難
所

外

 
 

★

〇
避

難
者

受
け

入
れ

開
始

・
報

告

〇
避

難
所

の
開

設
準

備

・
運

営
ス

タ
ッ

フ
の

点
呼

・
施

設
の

安
全

点
検

〇
家

族
の

安
全

確
保

〇
ガ

ス
の

元
栓

を
閉

め
る

〇
揺

れ
が

収
ま

る

〇
ブ

レ
ー

カ
ー

を
切

る

〇
⾃

分
や

家
族

の
身

を
守

る

〇
使

用
中

の
火

気
を

消
す

〇
出

口
の

確
保

〇
自

宅
の

被
害

の
有

無
で

「
避

難
ト

リ
ア

ー
ジ

」
を

行
う

。

(選
別

し
て

決
定

す
る

こ
と

）

②
自

宅
被

害
あ

り

・
避

難
所

敷
地

内
で

の
車

中
泊

避
難

・
テ

ン
ト

泊
避

難

・
指

定
避

難
所

で
の

避
難

・
指

示
が

あ
る

ま
で

グ
ラ

ン
ド

等
で

待
機

す
る

。

・
感

染
予

防
対

策
の

徹
底

の
た

め
、

健
康

チ
ェ

ッ
ク

「
避

難
者

ト
リ

ア
ー

ジ
」

を
経

て
、

体
調

不
良

者
は

別
動

線
で

別
室

に
避

難
。

そ
の

他
は

地
区

別
に

受
付

手
続

き
を

す
る

。

※
避

難
所

外
避

難
で

の
避

難
希

望
者

は
避

難
者

名
簿

に
避

難
所

外
避

難
希

望
欄

に
〇

を
つ

け
る

。

①
自

宅
被

害
な

し

〇
隣

近
所

の
安

否
確

認

〇
隣

近
所

の
出

火
確

認

〇
地

区
の

自
主

防
災

活
動

(初
期

消
火

・
救

出
・

救
護

）
に

協
力

。

・
避

難
所

敷
地

外
で

の
車

中
泊

避
難

・
テ

ン
ト

泊
避

難
　

　
　

避
難

※
3密

(密
閉

・
密

集
・

密
接

）
に

注
意

す
る

。

・
米

ノ
庄

小
学

校
体

育
館

等
開

錠

・
レ

イ
ア

ウ
ト

、
受

け
入

れ
準

備

〇
感

染
防

止
対

策
の

徹
底

※
避

難
者

は
グ

ラ
ン

ド
で

指
示

が
あ

る
ま

で
待

機
す

る
。

※
マ

ス
ク

着
用

・
手

指
消

毒
・

検
温

。

〇
避

難
者

の
受

け
入

れ
動

線
設

定

揺
れ

か
ら

身
を

守
る

(１
〜

５
分

程
度

)
地

震
発

生
！

 

地
震

 
タ

イ
プ

２
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台
風

・
大

雨
・

洪
水

・
土

砂
災

害
の

場
合

 

  
 

 
 

避
難

所
 

 
米

ノ
庄

小
学

校
体

育
館

 

避
難

場
所

 
 

避
難

所
へ

の
避

難
が

難
し

い
場

合
は

、
高

い
建

物
の

2
階

以
上

に
避

難
し

ま
す

。
 

 

   

 

 
避

難
の

目
安

 
警

戒
レ

ベ
ル

 

 
 

 
 

 
 

 

          

  洪
水

時
の

避
難

目
標

ラ
イ

ン
 

 

➡
 

 
 

 
 

 
①

三
渡

川
水

系
の

場
合

南
西

方
面

に
避

難
。上

久
米

経
由

で
美

濃
田

町
,J

A
ラ

イ
ス

セ
ン

タ
付

近
へ

避
難

。
 

 

➡
 

 
 

 
  

②
阪

内
川

水
系

の
場

合
西

方
面

に
避

難
。

上
ノ

庄
地

区
よ

り
西

側
へ

避
難

。
 

風
水

害
 

気
象

台
が

発
令

す
る

新
し

い
避

難
情

報
は

、
警

戒
レ

ベ
ル

1
か

ら
警

戒
レ

ベ
ル

５
ま

で
の

 

5
段

階
標

示
に

な
り

ま
し

た
。

詳
細

は
下

記
の

表
の

と
お

り
で

す
。

警
戒

レ
ベ

ル
が

３
及

び
4

が
 

発
令

さ
れ

た
場

合
は

、
直

接
避

難
所

へ
避

難
し

て
く

だ
さ

い
。

た
だ

し
、

浸
水

時
が

夜
間

の
場

合
や

、
昼

間
で

も
溢

水
等

に
よ

り
河

川
と

道
路

の
境

界
や

マ
ン

ホ
ー

ル
の

蓋
が

見
え

な
い

場
合

に
は

、
一

時
的

に
2

 階
以

上
に

待
避

す
る

こ
と

な
ど

が
必

要
で

す
。

警
戒

レ
ベ

ル
３

が
発

令
さ

れ
た

段
階

で
、

地
域

に
お

い
て

は
、

要
配

慮
者

へ
の

声
か

け
等

の
対

応
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
行

政
職

員
は

、
地

域
と

連
携

し
て

、
必

要
な

避
難

所
の

開
設

を
行

い
ま

す
。

 

  

名
称

所
在

地
浸

水
深

備
考

三
雲

研
修

セ
ン

タ
ー

上
久

⽶
地

区
0.

3ｍ
未

満

⽶
ノ

庄
公

⺠
館

久
⽶

地
区

0.
5〜

1ｍ
2階

以
上

⽶
ノ

庄
小

学
校

(体
育

館
）

市
場

庄
地

区
0.

3〜
0.

5ｍ
指

定
避

難
所

⽶
ノ

庄
小

学
校

（
校

舎
）

市
場

庄
地

区
0.

3〜
0.

5ｍ

上
ノ

庄
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー
上

ノ
庄

地
区

0.
3〜

0.
5ｍ

警
戒

レ
ベ

ル
災

害
の

状
況

住
⺠

が
と

る
べ

き
⾏

動
⾏

動
を

促
す

情
報

レ
ベ

ル
５

災
害

発
生

ま
た

は
切

迫
命

の
危

険
！

直
ち

に
安

全
確

保
緊

急
安

全
確

保

レ
ベ

ル
４

災
害

の
お

そ
れ

高
い

危
険

な
場

所
か

ら
全

員
避

難
避

難
指

示
避

難
勧

告
レ

ベ
ル

３
災

害
の

お
そ

れ
あ

り
危

険
な

場
所

か
ら

高
齢

者
等

は
避

難
避

難
準

備
高

齢
者

等
避

難
開

始
レ

ベ
ル

２
気

象
状

況
悪

化
⾃

ら
の

避
難

⾏
動

を
確

認
大

雨
・

洪
水

・
高

潮
注

意
報

レ
ベ

ル
１

今
後

気
象

状
況

悪
化

の
お

そ
れ

災
害

へ
の

心
構

え
を

高
め

る
。

早
期

注
意

情
報

警
戒

レ
ベ

ル
4ま

で
に

必
ず

避
難

！
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メ

モ
 

１
－

1 
 

第
1

章
 

避
難

所
開

設
準

備
・

開
設

 

 

避
難

所
開

設
の

流
れ

 

災
害

時
、

地
域

が
主

体
と

な
っ

て
避

難
所

を
開

錠
し

、
受

入
準

備
、

レ
イ

ア
ウ

ト
づ

く
り

を
進

め
て

避
難

所
を

開
設

 

し
ま

す
。

 

 開
設

の
判

断
 

●
地

震
の

場
合

 

原
則

必
要

な
場

合
（

津
波

警
報

が
解

除
さ

れ
、

避
難

所
施

設
の

安
全

が
確

認
さ

れ
、

地
域

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

こ
と

が
危

険
、

あ
る

い
は

不
安

で
あ

る
と

判
断

し
た

場
合

、
避

難
者

が
い

る
場

合
）

 

●
風

水
害

の
場

合
 

台
風

に
よ

る
家

屋
倒

壊
、

洪
水

、
土

砂
災

害
 

原
則

必
要

な
場

合
（

避
難

情
報

避
難

レ
ベ

ル
３

以
上

の
場

合
）

 

 

１
準

備
の

た
め

の
開

錠
 

避
難

所
開

設
準

備
の

第
一

歩
。

開
錠

は
す

ば
や

く
！

 

原
則

的
に

は
、

鍵
保

管
者

が
避

難
所

に
か

け
つ

け
、

必
要

な
箇

所
を

開
錠

し
ま

す
。

震
度

５
強

で
自

動
解

除
さ

れ
る

キ
ー

ボ
ッ

ク
ス

が
体

育
館

北
側

に
設

置
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

 

鍵
保

管
状

況
 

 
 

20
19

年
現

在
 

 
鍵

の
タ

イ
プ

収
納

物
保

管
先

正
門

（
南

側
）

北
門

（
北

側
）

西
門

（
西

側
）

学
童

門
扉

学
童

か
ら

体
育

館

南
フ

ェ
ン

ス

体
育

館
東

側

校
舎

北
玄

関

小
学

校
・公

民
館

地
震

自
動

解
除

ボ
ッ

ク
ス

解
除

ナ
ン

バ
ー

鍵
本

体

各
種

扉

ナ
ン

バ
ー

ロ
ッ

ク
キ

ー

シ
リ

ン
ダ

ー
キ

ー

門
扉

体
育

館
正

面
玄

関

ド
ア
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避
難

所
（

米
ノ

庄
小

学
校

）
施

錠
位

置
図

 

    
 

 

 

     
 

  

  

       

 

  

  避
難

所
開

設
準

備
に

必
要

な
も

の
リ

ス
ト

 

 
 

 
避

難
所

開
設

に
必

要
な

物
品

は
、

次
ペ

ー
ジ

の
リ

ス
ト

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。

保
管

場
所

は
、

小
学

校
体

育
館

中
2

階
・

米
ノ

庄
公

民
館

・
松

阪
市

消
防

団
三

雲
方

面
米

ノ
庄

分
団

第
３

分
団

消
防

車
庫

内
(上

ノ
庄

)に
保

管
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

 
 

そ
の

他
、

準
備

が
望

ま
し

い
と

さ
れ

る
物

品
は

下
記

の
と

お
り

で
す

。
 

    

※
震

度
５

強
で
地

震
自

動
解

除
キ
ー

ボ
ッ

ク
ス

の
施

錠
解

除
に

な
り

ま
す

。
鍵

・
ナ

ン
バ

ー
表
を
取

り
出

す
こ
と

が

可
能

と
な

り
ま
す

。
 

□
屋

内
用

間
仕

切
り

テ
ン

ト
(（

床
上

1
5

0
㎝

）
 

 
□

サ
ー

モ
グ

ラ
フ

ィ
ー

体
表

面
温

度
検

知
器

 
 

□
段

ボ
ー

ル
ベ

ッ
ト

(床
上

５
０

㎝
) 
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米
ノ

庄
小

学
校

体
育

館
中

2
階

消
防

団
第

3
分

団
消

防
車

庫
米

ノ
庄

公
民館

屋
外

倉
庫

〇
〇

鉛
筆

・
消

し
ゴ

ム
〇

〇

バ
イ

ン
ダ

ー
〇

〇

掲
示

用
マ

ジ
ッ

ク
〇

〇

ハ
サ

ミ
・

カ
ッ

タ
ー

〇
〇

セ
ロ

テ
ー

プ
〇

〇

ホ
ッ

チ
キ

ス
〇

〇

〇
〇

〇 〇 〇 〇 〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇
〇 〇 〇 〇 〇

三
連

コ
ン
ロ

簡
易

食
器

大
鍋

等
調
理

器
具

水
タ

ン
ク

非
常

用
発
電

機

投
光

器

大
型

扇
風
機

延
長

コ
ー
ド

屋
外

用
テ
ン

ト

米
ノ

庄
避

難
所

運
営本

部

物
品

名

会
議

用
テ
ー

ブ
ル

簡
易

拡
声
器

ガ
ム

テ
ー
プ

・
養

生
テ

ープ

虎
ロ

ー
プ

避
難

所
運
営

マ
ニ

ュ
ア
ル

避
難

所
運
営

班
別

フ
ァ

イル

ブ
ル

ー
シ
ー

ト

受
付

用
筆
記

用
具

受
付

名
簿
用

紙

避
難

所
運
営

班
別

ゼ
ッ

ケン

マ
ス

ク
・
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ルド

感
染

症
対
策

受
付

シ
ー

ルド

感
染

症
対
策

用
レ

イ
ン

コ
ート

石
油

ス
ト
ー

ブ
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２
受

入
準

備
 

い
ち

早
く

安
全

確
認

し
て

使
用

で
き

る
場

所
を

確
保

し
よ

う
！

 

応
急

的
に

対
応

で
き

る
人

で
手

分
け

を
し

て
、

避
難

者
を

受
け

入
れ

る
た

め
の

準
備

を
進

め
ま

す
。

施
設

管
理

者
等

が
い

な
い

場
合

で
も

、
事

前
の

協
議

に
基

づ
い

て
進

め
ま

す
。

 

 

●
余

震
が

多
発

し
て

い
る

場
合

な
ど

、
状

況
を

判
断

し
な

が
ら

準
備

を
行

い
ま

し
ょ

う
。

 

 

様
式

１
．「

避
難

所
開

設
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

」（
次

ペ
ー

ジ
参

照
）

に
基

づ
い

て
、

建
物

自
体

が
使

用
可

能
か

確
認

し
ま

す
。

 

▼
 

使
用

可
能

な
場

合
、
「

避
難

所
開

設
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

」
に

基
づ

い
て

、
使

用
す

る
う

え
で

の
安

全
性

を
確

認
し

ま
す

。
 

▼
 

利
用

す
る

場
所

の
破

損
物

の
片

付
け

等
を

行
い

ま
す

。
 

▼
 

（
夜

間
の

場
合

）
照

明
の

確
保

を
行

い
ま

す
。

照
光

装
置

が
な

い
場

合
は

、
持

参
し

た

懐
中

電
灯

等
で

対
応

し
ま

す
。

 

（
※

原
則

と
し

て
、

ロ
ウ

ソ
ク

は
火

災
発

生
の

原
因

に
な

り
得

る
た

め
、

使
用

は
避

け
ま

す
。
）

 

   

感
染

症
対

策
と

し
て

感
染

症
専

用
の

受
付

、
避

難
所

を
準

備
し

ま
し

ょ
う

。
感

染
症

に
対

す
る

 

認
識

と
対

応
は

P
1

-1
0

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。
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様
式

1
（

松
阪
様
式

1
. 
）
 

避
難
所

開
設

チ
ェ

ッ
ク
リ

ス
ト

 

避
難

所
開
設

チ
ェ
ッ
ク

リ
ス

ト
 

項
 

目
 

緊
 

急
 

対
 

応
 

確
 

認
 

備
 

考
 

1 
建

物
の

安
全

確
認

 
建

物
は

傾
い

て
い

な
い

か
。

 
□

 
 

 

火
事

は
発

生
し

て
い
な

い
か

、
ガ

ス
漏
れ

は
な

い
か
。

 
□

 
 

 

建
物

に
大

き
な

ひ
び
割

れ
は

な
い

か
。

 
□

 
 

 

窓
ガ

ラ
ス

な
ど

の
危
険

な
落

下
物

は
な
い

か
。

 
□

 
 

 

自
転

車
乗

り
入

れ
の
規

制
は

充
分

か
。

 
□

 
 

 

2  
 避

難
者

受
入

ス
ペ

ー
ス

の
 

確
保

・
指

定
 

事
前

計
画

に
基

づ
き
安

全
な

部
屋

を
確
保

し
、
誘

導
す

る
。 

□
 

 
 

室
内

の
倒

壊
物

な
ど
は

、
避

難
者

に
協
力

を
求

め
て
処

理
 

す
る

。
 

□
 

 
 

 
 

3 
避

難
所

の
本

部
を

設
置

 
施

設
管

理
者

と
共

に
、

業
務

場
所

の
安
全

確
認

を
す
る

。
 
□

 
 

 

4 
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

確
認

 
電

気
が

使
え

る
か

。
 

□
 

 
 

電
話

、
Ｆ

Ａ
Ｘ

が
使
え

る
か

。
 

□
 

 
 

放
送

設
備

が
使

用
で
き

る
か

。
 

□
 

 
 

上
水

道
が

使
え

る
か
。

 
□

 
 

 

避
難

者
か

ら
の

情
報
収

集
は

充
分

か
。

 
□

 
 

 

5 
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
へ

の
報

告
 

Ｆ
Ａ

Ｘ
、

電
話

、
伝
令

な
ど

の
手

段
を
用

い
て

三
雲
管

内

災
害

対
策

本
部

へ
連
絡

を
取

る
。

 
□

 
 

 

6 
避

難
者

の
登

録
 

避
難

者
を

世
帯

ご
と
に

登
録

す
る

。
 

□
 

 
 

7 
避

難
者

へ
 

・
施

設
被

害
状

況
 

・
避

難
者

の
ス

ペ
ー

ス
な

ど
の

説
明

 

混
乱

時
の

た
め

、
冷
静

な
態

度
で

ゆ
っ
く

り
説

明
す
る

。
 
□

 
 

 

「
避

難
所

共
通

理
解
ル

ー
ル

」
の

コ
ピ
ー

を
配

布
、
掲

示

す
る

。
 

□
 

 
 

 

ト
イ

レ
の

使
用

場
所
と

火
気

に
つ

い
て
の

注
意

を
す
る

。
 
□

 
 

 

避
難

者
の

未
登

録
者
へ

の
再

登
録

依
頼
を

す
る

。
 

□
 

 
 

8 
物

資
の

確
認

 
水

、
食

料
、

生
活

物
資

の
有

無
を

確
認
す

る
。

 
□

 
 

 

9 
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
へ

の
要

請

事
項

の
整

理
 

応
援

職
員

の
必

要
性
な

ど
三

雲
管

内
災
害

対
策

本
部
へ

の

要
請

事
項

を
整

理
す
る

。
 

□
 

 
 

※
こ

の
様

式
は

入
力
が

で
き

ま
せ

ん
。

印
刷

し
て

使
用
し

て
く

だ
さ

い
。

 

米
ノ

庄
避

難
所

運
営

本
部
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施
設

安
全

点
検

に
当

た
っ

て
 

 

建
物

が
使

用
可

能
か

ど
う

か
確

認
 

 □
「

避
難

所
開

設
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

」
は

、
地

震
に

よ
る

建
築

物
の

被
害

の
状

況
を

確
認

し
、

安
全

点
検

を
実

施
す

る

際
の

参
考

と
し

て
い

た
だ

く
も

の
で

す
。

 

 □
こ

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

に
よ

る
安

全
点

検
の

結
果

を
踏

ま
え

、
不

安
を

感
じ

た
場

合
、

建
築

の
専

門
家

に
よ

る
応

急
危

険
度

判
定

の
実

施
を

要
請

し
て

く
だ

さ
い

。
そ

の
要

請
の

連
絡

先
は

、
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
で

す
。

 

 □
「

避
難

所
開

設
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

」
は

、
建

物
を

緊
急

的
に

避
難

所
と

し
て

使
用

す
る

際
の

目
安

を
示

し
て

い
ま

す
。

従

っ
て

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

項
目

以
外

に
、

少
し

で
も

危
険

が
予

想
さ

れ
る

建
物

に
つ

い
て

は
、

避
難

所
と

し
て

の
使

用

は
控

え
て

く
だ

さ
い

。
 

 □
「

避
難

所
開

設
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

」
に

よ
る

チ
ェ

ッ
ク

に
お

い
て

、
一

つ
で

も
「

C
判

定
」

に
該

当
す

る
も

の
が

あ
る

場
合

は
、

避
難

所
と

し
て

の
使

用
は

控
え

て
く

だ
さ

い
。

 

 

チ
ェ

ッ
ク

す
る

人
の

安
全

を
最

優
先

に
 

 □
チ

ェ
ッ

ク
の

際
は

、
チ

ェ
ッ

ク
す

る
人

の
安

全
を

最
優

先
し

、
危

険
が

想
定

さ
れ

る
建

物
等

に
は

近
づ

か
ず

、
安

全
な

場
所

か
ら

目
視

に
よ

り
、

建
物

の
周

辺
や

外
観

、
建

物
の

内
部

の
順

に
チ

ェ
ッ

ク
し

て
く

だ
さ

い
。

 

 □
チ

ェ
ッ

ク
途

中
で

余
震

等
が

あ
っ

た
場

合
は

チ
ェ

ッ
ク

を
中

断
し

、
す

み
や

か
に

安
全

な
場

所
に

退
避

し
て

く
だ

さ

い
。

 

 □
チ

ェ
ッ

ク
後

、
避

難
所

と
し

て
使

用
し

て
い

る
時

に
余

震
等

に
よ

り
建

物
が

新
た

な
被

害
を

受
け

た
場

合
は

、
再

度
、

チ
ェ

ッ
ク

を
実

施
し

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
応

急
危

険
度

判
定

を
実

施
し

た
建

物
に

つ
い

て
も

、
必

要
に

応
じ

て
、

再
度

、

応
急

危
険

度
判

定
を

要
請

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 □
少

し
で

も
危

険
が

想
定

さ
れ

る
区

域
は

「
立

入
禁

止
区

域
」

と
し

、
現

地
で

明
示

し
て

く
だ

さ
い

。
な

お
、

こ
の

「
立

入

禁
止

区
域

」
に

つ
い

て
は

、
広

め
に

設
定

し
て

く
だ

さ
い

。
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様
式

２
（

松
阪
様
式

2-
2.
）
 施

設
安

全
点

検
用
紙

＜
コ

ン
ク

リ
ー

ト
造

等
＞

 

施
設
安

全
点

検
 
<
コ
ン

ク
リ

ー
ト
造

等
>
 

1．
  

建
物

概
要

 
 

 
 所

 在
 地

：
  

 松
阪

市
市

場
庄

町
２

０
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 

  
  

 建
物

名
称

：
  

 米
ノ

庄
小

学
校

  
  

  
  

  
  

 建
物

用
途

  
  

  
校

舎
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

  
  

 管
 理

 者
：

氏
名

  
 学

校
長

  
  

  
  

  
  

  
 

建
 設

 年
  

  
 H

３
．

１
０

．
７

  
  

  
  

  
 

次
の

質
問

の
該
当

す
る

と
こ
ろ

に
○

を
つ

け
て
く

だ
さ

い
。

 
質

問
1．

建
物

周
辺

に
地
す

べ
り

、
が
け

く
ず

れ
、

地
割

れ
、

噴
砂

・
液

状
化

な
ど

が
生

じ
ま

し
た

か
？

 
 

 
 

Ａ
．
い

い
え

  
Ｂ

．
生

じ
た

 
 Ｃ

．
ひ

ど
く

生
じ

た
 

質
問

2．
建

物
が
沈

下
し

て
い

ま
す
か
？

あ
る

い
は

、
建

物
の

周
辺

の
地

面
が

沈
下

し
ま

し
た

か
？

 
 

 
 

Ａ
．
い

い
え

  
Ｂ

．
10

 ㎝
以
上

沈
下

し
て
い

る
  

 
 

  
Ｃ

．
20

 ㎝
以

上
沈

下
し

て
い

る
 

質
問

3．
建

物
が
傾

斜
し

ま
し

た
か

？
 

 
 

 
Ａ

．
い

い
え

  
Ｂ

．
傾

斜
し

て
い

る
よ

う
な

感
じ

が
す

る
  

Ｃ
．

明
ら

か
に

傾
斜

し
た

 
質

問
4．

床
が

壊
れ

ま
し

た
か

？
 

 
 

 
Ａ

．
い

い
え

  
  
Ｂ

．
少
し

傾
い

て
い

る
。
下
が

っ
て

い
る

  
 Ｃ

．
大
き

く
傾
斜

し
て

い
る
。

下
が

っ
て
い
る

 
質

問
5．

柱
が

折
れ

ま
し

た
か

？
 

 
 

 
Ａ

．
い

い
え

  
 Ｂ

．
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

剥
が

れ
て

い
る

  
 Ｂ

．
大

き
な

ひ
び

が
入

っ
て

い
る

 
 

 
 

Ｂ
．
中

の
鉄

筋
が

見
え

て
い

る
  

  
Ｃ

．
柱

が
潰

れ
て
い

る
 

質
問

6．
壁

が
壊
れ

ま
し
た

か
？

 
 

 
 

Ａ
．
い

い
え

  
 Ｂ

．
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

剥
が

れ
て

い
る

  
 Ｂ

．
大

き
な

ひ
び

が
入

っ
て

い
る

 
 

 
 

Ｂ
．
中

の
鉄

筋
が

見
え

て
い

る
  

  
Ｃ

．
壁

が
く

ず
れ
て

い
る

 
質

問
7．

外
壁

タ
イ

ル
・
モ

ル
タ

ル
、
看

板
な

ど
が

落
下

し
ま

し
た

か
？

 
 

 
 

Ａ
．
い

い
え

  
 Ｂ

．
落

下
し

そ
う

（
何

が
：

  
  

  
  

  
  

  
 ）

B．
落

下
し
た

（
何

が
：

 
 
 
 

 
 

 
 

）
 

 
 

 
質

問
8．

天
井

、
照

明
器
具

が
落

下
し
ま

し
た

か
？

 
 

 
 

Ａ
．
い

い
え

  
 Ｂ

．
落

下
し

そ
う

（
何

が
：

  
  

  
  

  
  

  
 ）

B．
落

下
し
た

（
何

が
：

 
 
 
 

 
 

 
 

）
 

 質
問

9．
ド

ア
や
窓

が
壊

れ
ま

し
た
か

？
 

 
 

 
Ａ

．
い

い
え

 
 Ｂ

．
ガ

ラ
ス

が
割

れ
た

  
 Ｂ

．
建

具
・

ド
ア

が
動
き

に
く

い
 

 
 

 
 

質
問

10
．

そ
の

他
目

に
つ

い
た

被
害
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 質
問

1～
10

 を
集
計
し

て
く

だ
さ
い
。

 

 
  

判
定
 

 
集

 
計

 
Ａ

 
Ｂ

 
Ｃ

 
 

 
（
 

 
 

 
）

 
（
 

 
 

 
）

 
（
 
 

 
 

）
 

 Ｃ
の

答
え

が
一

つ
で
も

あ
る

場
合

は
『

危
険

』
で

す
。
質

問
1～

7
に

Ｂ
の

答
え

が
あ
る

場
合

に
も

『
要

注
意

』
で

す
。

そ
れ

以
外

は
『

安
全

』

で
す

が
、

そ
の

場
合

も
、
落

ち
着

い
て

き
た

ら
応

急
危

険
度
判

定
士

な
ど

の
専

門
家

（
以

下
「

判
定

士
」

と
い

う
）

が
相

談
に
応

じ
ま

す
の

で
、

判
定

士
並

び
に

市
の
災

害
対

策
本

部
へ

相
談

し
て

く
だ
さ

い
。

 

   施
設

安
全

点
検

氏
名

点
検

担
当

者
氏

名

米
ノ

庄
避

難
所

運
営

本
部
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様
式

３
（

松
阪

様
式

2-
3.
）
 施

設
安

全
点

検
用
紙

＜
鉄

骨
造

＞
 

施
設
安

全
点
検

 
<
鉄
骨

造
>
 

1．
  

建
物

概
要

 
 

 
 所

 在
 地

：
  

松
阪

市
市

場
庄

町
２

０
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 

  
  

 建
物

名
称

：
 米

ノ
庄

小
学

校
  

  
  

  
  

  
  

  
 建

物
用

途
  

 体
育

館
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 管
 理

 者
：

氏
名

  
  

 学
校

長
  

  
  

  
  

  
  

 建
 設

 年
  

 S
６

２
．

１
２

．
２

１
  

  
  

 
 

次
の

質
問

の
該
当

す
る

と
こ
ろ

に
○

を
つ

け
て
く

だ
さ

い
。

 
質

問
1．

建
物

周
辺

に
地

す
べ

り
、
が
け

く
ず

れ
、

地
割

れ
、

噴
砂

・
液

状
化

な
ど

が
生

じ
ま

し
た

か
？

 
 

Ａ
．

生
じ

て
い

な
い

 
 

Ｂ
．

生
じ

た
 

 
Ｃ

．
ひ

ど
く

生
じ

た
 

質
問

2．
建

物
が
沈

下
し
ま

し
た

か
。
あ

る
い

は
、

建
物
周

囲
の

地
面

が
沈

下
し

ま
し

た
か

？
 

 
Ａ

．
沈

下
し

て
い
な

い
 

 
Ｂ

．
沈

下
は

数
㎝
程

度
と

少
な

い
 

 
Ｃ

．
沈

下
は

10
 ㎝

以
上

で
あ

る
 

質
問

3．
建

物
が
傾

斜
し

ま
し

た
か

？
 

 
Ａ

．
見

た
目

だ
け
で

は
判

ら
な

い
 

 
Ｂ

．
目

で
見

て
か
す

か
に

傾
斜
し

て
い

る
 

 
Ｃ

．
目

で
見

て
明
ら

か
に

傾
斜
し

て
い

る
 

質
問

4．
建

物
の
外

壁
が

壊
れ

ま
し
た
か

？
 

 
Ａ

．
壁

面
に

わ
ず
か
な

割
れ

目
（
以
下

「
き

れ
つ
」
と

呼
ぶ

）
が
生
じ

て
い

る
。
壊

れ
て

い
な
い
場

合
も

含
む

 
 
Ｂ

．
わ

ず
か

な
落
下
や

目
地

（
外
壁
の

つ
な

ぎ
目

）
の

部
分
に
ず

れ
が

生
じ
て

い
る

 

 
Ｃ

．
壊

れ
て

部
分
的

あ
る
い

は
大

き
く

剥
が
れ

落
ち

て
い

る
。

壁
面
全
体

に
「

き
れ

つ
」

が
入
っ

て
い

る
か

、
あ
る

い
は

、
剥
が
れ

て

落
下

し
そ

う
で
あ

る
（
な

お
、
塀

・
バ

ル
コ

ニ
ー

や
屋
外

広
告

物
な

ど
高
い

と
こ

ろ
に

あ
る

重
量

物
が

、
グ

ラ
グ

ラ
し

て
落

ち
そ

う
に

な
っ

て

い
る

場
合

は
、「

Ｃ
」

と
答

え
て

下
さ

い
。）

 

質
問

5．
建

物
の
内

壁
が

壊
れ

ま
し
た
か

？
 

 
Ａ

．
わ

ず
か

な
き
れ

つ
が

生
じ
て

い
る

。
壊

れ
て
い

な
い

場
合

も
含

む
 

 
Ｂ

．
わ

ず
か

な
落
下

が
生

じ
て
い

る
 

 
Ｃ

．
壁

が
部

分
的
あ

る
い

は
大
き

く
剥

が
れ

落
ち
て

い
る

 
質

問
6．

床
が

壊
れ

ま
し

た
か

？
 

 
Ａ

．
い

い
え

 
 

Ｂ
．

少
し
傾

い
て

い
る

。
下

が
っ

て
い

る
 

 
Ｃ

．
大

き
く

傾
い
て

い
る

。
下
が

っ
て

い
る

 
質

問
7．

鉄
骨

の
柱

の
脚

部
で

コ
ン
ク
リ

ー
ト

と
接

す
る

部
分

が
壊

れ
ま

し
た

か
？

 
 

Ａ
．

健
全
で

あ
る
。

内
外

装
な
ど

仕
上

げ
の

た
め
に

見
え

な
い

場
合

も
含

む
 

 
Ｂ

．
コ

ン
ク

リ
ー
ト

の
損

傷
は
、

き
れ

つ
が

少
し
見

ら
れ

る
程

度
で
あ

る
 

 
Ｃ

．
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

潰
れ

る
よ

う
に

壊
れ

て
い

る
。

あ
る

い
は

、
柱

を
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

と
め

て
い

る
ボ

ル
ト

（
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

）
が

破
断

・
引
き
抜

け
て

い
る
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 質
問

8．
す

じ
か
い

が
切

断
し

ま
し
た
か

？
 

す
じ

か
い

に
は

、
天

井
面

に
配

さ
れ

た
水

平
す

じ
か

い
と

壁
面

に
配
さ

れ
た

鉛
直
す

じ
か

い
と

が
あ

り
ま

す
。

 
鉛

直
す

じ
か

い
は

、
壁

面
の
窓

の
開

閉
の

邪
魔

に
な

る
斜

め
の

材
で

す
。

 

 
Ａ

．
す
じ

か
い
に
損

傷
は
ほ

と
ん
ど

見
ら
れ

な
い

。
内

外
装

な
ど

仕
上

げ
の

た
め
に
見

え
な

い
場
合
も

含
む

 

 
Ｂ

．
す

じ
か

い
の
破

断
が

極
少
し

み
ら

れ
る

程
度

で
あ

る
。

あ
る
い
は

、
良

く
見

る
と
す

じ
か
い

の
端
の

ボ
ル

ト
で

 つ
な

い
だ

部
分

や
溶

接
し

た
部
分

に
す

べ
り

や
破
断

の
徴
候
が

み
ら

れ
る

 

 
Ｃ

．
す
じ

か
い
の
破

断
が
各

所
で
み

ら
れ
、

切
れ

た
す

じ
か

い
の

本
数

は
全

体
の
本
数

の
半

分
程
度
で

あ
る

 
質
問

9．
ド

ア
・
窓
な

ど
が

壊
れ
ま

し
た

か
？

 
 
Ａ

．
わ

ず
か
な

き
れ

つ
程
度

で
、
開

閉
に

は
少
々
支

障
を

き
た
す
程

度
で

あ
る

。
壊

れ
て
い

な
い

場
合
も
含

む
 

 
Ｂ

．
ド

ア
・
窓

が
か
な
り

開
閉
し

に
く

い
。
ま

た
、

角
（

カ
ド

）
の

部
分

（
以

下
「

隅
角

部
」
と

呼
ぶ
）
に

き
れ
つ
な

ど
が

生
じ
て
い

る
 

 
Ｂ

．
ド

ア
・
窓

が
開
閉

で
き

な
い

状
態

で
あ

る
か
著
し

く
壊

れ
て
い

る
 
（

Ｃ
の

解
答
は
あ

り
ま
せ
ん

。）
 

質
問

10
．

天
井

や
照

明
器

具
な

ど
が
壊

れ
ま

し
た

か
？

 
 

Ａ
．

壊
れ

て
い

な
い

 
 

Ｂ
．

落
ち

そ
う

に
な

っ
て

い
る

 
 

Ｂ
．

落
下

し
た

（
何

が
：

 
 
 

 
 

 
 

 
 ）

 
 

 
 
 

 
 

（
Ｃ

の
解
答

は
あ

り
ま

せ
ん

。
）

 
質

問
11

．
そ

の
他

目
に

つ
い
た

被
害

を
記

入
し
て

く
だ

さ
い

。
 

  
  

  

 
質

問
1～

11
を

集
計
し

て
下

さ
い

。
 

 
判

定
 

 
集

 
計

 
Ａ

 
Ｂ

 
Ｃ

 
 

 
（

 
 
 

 
）

 
（

 
 
 

 
）

 
（

 
 
 

 
）

 
 質
問

1～
8
に

Ｃ
の

答
え

が
一

つ
で

も
あ

る
場

合
は
『

危
険

』
で
す

。
Ｂ

の
答

え
が
あ

る
場

合
に

も
『

要
注

意
』

で
す
。

 
そ
れ

以
外

は
『

安
全
』
で

す
が
、
そ

の
場

合
で

も
、
落

ち
着
い

て
き

た
ら

応
急

危
険
度

判
定

士
等

の
専

門
家
（

以
下
「

判
定

士
」
と
い

う
）

が
相

談
に

応
じ

ま
す
の

で
、

判
定

士
並

び
に

市
の

災
害
対

策
本

部
へ

相
談

し
て
く

だ
さ
い

。
 

              施
設

安
全

点
検

氏
名

点
検

担
当

者
氏

名

米
ノ

庄
避

難
所

運
営

本
部

 



１
－

10
 

 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

の
認

識
と

対
応

 
 

避
難

所
を

開
設

す
る

に
あ

た
り

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

症
の

対
策

を
徹

底
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
 

 
 

                  

項
目

内
容

備
考

感
染

経
路

飛
沫

感
染

・接
触

感
染

近
距

離
で

の
多

人
数

で
の

会
話

す
る

場
合

で
も

感
染

の
可

能
性

あ
り

発
熱

・
呼

吸困
難

（
１

週
間

程
度

）
強

い
倦

怠
感・

味
覚

嗅
覚

障
害

潜
伏

期
間

1〜
14

日

経
過

8割
は

軽
傷

で
回

復
。

季
節

性
の

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
と

比
べて

死
亡

リ
ス

ク
が

高
い

と
さ

れ
て

い
る

項
目

内
容

備
考

密
閉

空
間

を減
ら

す
レ

イ
ア

ウ
トの

工
夫

を
す

る
距

離
を

保
ち

、
通

路
を

多
め

に
確

保

距
離

を
保

ち
、

１
グ

ル
ー

プ
少

人
数

と
す

る
。

テ
ン

ト
・

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
の

活
用

も
検

討
手

の
届

く
距離

で
の

会
話

を
さ

け
る

大
き

な
声

・
激

し
い

呼
吸

を
伴

う
運

動
の

禁
止

マ
ス

ク
・

シー
ル

ド
を

活
用

す
る

マ
ス

ク
の

着用
・

手
指

消
毒

の
励

⾏
ト

イ
レ

用
・上

履
き

ス
リ

ッ
パ

の
使い

分
け

床
か

ら
距

離を
と

っ
た

寝
床

の
工

夫
簡

易
ベ

ッ
ト

・
段

ボ
ー

ル
ベ

ッ
ト

の
検

討

定
期

的
な

アル
コ

ー
ル

消
毒

共
有

ス
ペ

ー
ス

・
手

す
り

・
ド

ア
ノ

ブ
等

換
気

1時
間

に
1回

10
分

以
上

項
目

内
容

備
考

症
状

の
ス

クリ
ニ

ン
グ

検
温

と
聞

き
取

り
ゾ

ー
ン

分
け

専
用

受
付

と
隔

離
部

屋
動

線
の

工
夫

別
動

線
で

の
避

難
毎

日
検

温
毎

日
の

健
康チ

ェ
ッ

ク
専

用
用

紙
を

使
用

受
付

時
の

体調
確

認

毎
日

の
健

康情
状

把
握

密
接

場
面

を減
ら

す

環
境

の
調

整

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ルス

と
は

感
染

症
対

策

健
康

管
理

体
制

症
状

密
集

場
所

を減
ら

す
一

人
当

た
りの

占
有

ス
ペ

ー
ス

を
広く

と
る

米
ノ

庄
避

難
所

運
営

本
部
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３
レ

イ
ア

ウ
ト

づ
く

り
 

あ
ら

か
じ

め
き

ち
ん

と
レ

イ
ア

ウ
ト

す
る

こ
と

が
混

乱
を

な
く

し
ま

す
！

 

事
前

に
施

設
管

理
者

等
と

協
議

の
上

で
想

定
し

た
レ

イ
ア

ウ
ト

図
（

次
ペ

ー
ジ

）
を

参
考

に
、

安
全

を
確

認
後

、

必
要

な
ス

ペ
ー

ス
を

レ
イ

ア
ウ

ト
し

ま
す

。
 

 

●
余

震
が

多
発

し
て

い
る

場
合

な
ど

、
状

況
を

判
断

し
な

が
ら

準
備

を
行

い
ま

し
ょ

う
。

 

 

●
1

0
名

程
度

を
目

安
に

、
協

力
を

得
て

レ
イ

ア
ウ

ト
づ

く
り

を
行

い
ま

し
ょ

う
。

 

 
 

レ
イ

ア
ウ

ト
に

際
し

て
は

、
要

配
慮

者
の

状
態

に
応

じ
た

割
り

振
り

を
考

え
ま

し
ょ

う
。

 

 

 

 

                     

運
営

に
必

要
な

箇
所

、
必

要
な

ス
ペ

ー
ス

を
順

次
割

り
振

り
、

利
用

範
囲

を
明

示
し

ま
す

。
 

▼
 

立
入

禁
止

区
域

、
危

険
箇

所
、

使
用

除
外

施
設

等
に

は
ロ

ー
プ

を
張

っ
た

り
、

貼
り

紙
で

明
示

し
ま

す
。

 

▼
 

避
難

者
を

誘
導

す
る

場
所

に
受

付
を

設
置

し
ま

す
。

 

 〇
み

ん
な

が
活

動
し

や
す

い
場

所
に

 
·

·
·

·
·

·
·

·
 ま

ず
、

通
路

を
つ

く
る

！
 

〇
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
を

配
慮

 
·

·
·

·
·

·
·

·
·

·
·

·
 男

女
別

更
衣

室
は

重
要

！
 

〇
み

ん
な

に
情

報
が

行
き

届
く

よ
う

に
 

·
·

·
·

·
·

·
·

·
 見

え
る

化
を

意
識

！
 

 
 

複
数

の
掲

示
板

や
立

て
看

板
等

の
工

夫
 

〇
ト

イ
レ

が
使

い
や

す
い

よ
う

に
 

·
·

·
·

·
·

·
·

·
 要

援
護

者
は

通
路

側
に

！
 

〇
季

節
に

よ
っ

て
他

に
考

え
て

お
く

べ
き

こ
と

 

〇
適

切
な

水
分

補
給

が
で

き
る

よ
う

に
（

特
に

夏
）

 
·

·
·

·
·

 給
水

所
の

設
置

！
 

〇
効

率
的

に
暖

が
と

れ
る

よ
う

に
（

特
に

冬
）

 
·

·
·

·
·

·
 暖

房
器

具
の

設
置

！
 

こ
れ

だ
け

は
！

チ
ェ

ッ
ク

 



１－12 
 

米ノ庄小学校体育館避難所コロナ対応のレイアウト
    南北の床の⻑さ：２８．７５ｍ

出入口

幅２ｍ

幅２ｍ

 

出入口 ボランティア

出入口 調理出入口

久⽶ 市場庄 上ノ庄 中ノ庄 上久⽶ こもれびの園 その他
5 6 5 5 5 5 10

      縦×横＝2ｍ×２ｍ 仕切り設置＝居住スペース化➡40か所 40
総合計 81

仕切り設置後は居住スペース①○○ ➡居住スペース。 ➡仕切り無の場合は間隔をあける 合計
 避難者名簿(世帯別)に番号記入 41

食糧庫
⑥その他 ⑦その他 ⑧その他 ⑨その他 ⑩その他

②その他 ③その他 ④その他 ⑤その他

幅２ｍ

（女子更衣
室）   食

料物資班

出入口
幅２ｍボラ

ン
ティ
ア班

多目
的ト
イレ

⑤久米 ①その他

④上久米 ⑤上久米

幅２ｍ

④久米
①こもれ
びの園

②こもれ
びの園

③こもれ
びの園

④こもれ
びの園

⑤こもれ
びの園

⑤中ノ庄

幅２ｍ （男子更衣
室）

施設管理班
被災者管理班

1-12

③久米 ①上久米 ②上久米 ③上久米

男子トイレ
東

⻄
の

床
の

⻑
さ

：
２

３
．

６
５

ｍ

物
資
置
き
場

幅２ｍ

女子トイレ②久米 ①中ノ庄 ②中ノ庄 ③中ノ庄 ④中ノ庄

①久米 ①上ノ庄 ②上ノ庄 ③上ノ庄 ④上ノ庄 ⑤上ノ庄

ミーティングルーム
本部、 総務班、情報

幅２ｍ 出入口 入室
チェッ 玄関

①市場庄 ②市場庄 ③市場庄 ④ 市場庄 ⑤市場庄 ⑥市場庄

調理スペース （ただし初動期の受付場所とする）

掲
示
板

１－13 
 

米ノ庄小学校における車中泊避難のレイアウト
北側

2.6 花壇
12.4 6 2 6

車中泊
139〜140

11.7

トイレ  
砂 場

6.5

（別案、小学校の授業再開のために、校舎側に車中泊をしないエリヤを確保しておく。）

サッカー 車中泊 サッカー東側
ゴール ゴール

58.7ｍ
4.7

6.3

65

  遊具
3

   
  バックネット

79.4
遊具 3.5 鉄棒 3.5

南側 9６．７ｍ

花壇花壇 花壇 花壇

＊南側使用のみ使用₌130台  ※全域使用₌204台＊車中131以降は小学校授業再開の際は移動する。
車中泊 17〜20

枠中に4台駐車予定。
車の⻑さ＝5m×2.5ｍ

＊通路は6〜１０ｍ

33〜36 車中泊 37〜40 車中泊 41〜44

11.3

21〜24 車中泊 25〜28 車中泊 29〜32 車中泊

5〜8

車中泊
1〜4

車中泊 17〜20 車中泊

車中泊 57〜60 車中泊 61〜64 111〜114

車中泊
車中泊

車中泊 85〜88
車中泊 45〜48 車中泊 49〜52 車中泊 53〜56

車中泊 73〜76 車中泊 77〜80 車中泊 81〜84

105〜108 109〜110

車中泊
車中泊 115〜118

9〜12

車中泊 65〜68 車中泊 69〜72

93〜96 車中泊 97〜100 車中泊 101〜104 車中泊

⻄
側

131〜134

10.8 車中泊
車中泊 119〜122
13〜16

車中泊 89〜92 車中泊

149〜152 車中泊 153〜156 車中泊 157〜160
123〜126

177〜180 車中泊
車中泊

車中泊 181〜184

車中泊 141〜144 車中泊 145〜148 車中泊

165〜168 車中泊 169〜172 車中泊 173〜176 車中泊

車中泊 201〜204
受付テント

車中泊
車中泊 127〜130
135〜138

車中泊 161〜164 車中泊

1-13

車中泊 185〜188 車中泊 189〜192 車中泊 193〜196 車中泊 197〜200

両
侵

入
車

車両
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                     【
使

用
除

外
施

設
】

 
 

    
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
※

）
施

設
管

理
者

と
要

協
議

 

【
体

育
館

以
外

で
個

室
を

確
保

し
た

方
が

良
い

ス
ペ

ー
ス

】
 

       
   

     

□
 教

育
活

動
の

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
必

要
な

普
通

教
室

（
※

）
 

□
 保

健
室

 

□
 機

器
・

化
学

薬
品

が
あ

る
特

別
教

室
 

□
 給

食
施

設
（

※
）

 

□
 放

送
室

 
□

 そ
の

他
学

校
運

営
に

必
要

と
す

る
最

小
限

の
施

設
 

□
 管

理
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

の
校

長
室

・
職

員
室

・
事

務
室

・
管

理
用

務
室

 

[福
祉

ス
ペ

ー
ス

に
必

要
な

も
の

] 

【
物

資
】

発
電

機
、

燃
料

／
照

明
器

具
 

（
懐

中
電

灯
、

ラ
ン

タ
ン

な
ど

）
／

寝
具

類
（

ベ

ッ
ド

、
毛

布
な

ど
）

／
暖

房
器

具
／

介
護

、
育

児

用
物

資
（

紙
オ

ム
ツ

、
粉

ミ
ル

ク
な

ど
）

／
そ

の

他
（

漂
白

剤
、

 

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
）

 

【
食

料
】

お
か

ゆ
、

水
な

ど
 

使
用

内
容

設
置

場
所

□
避

難
所

運
営

本
部

・
総

務
班

・
情

報
班

・
避

難
所

外
避

難
者

対
応

班
拠

点
体

育
館

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

ル
ー

ム

旧
幼

稚
園

遊
戯

室
・

ラ
ン

チ
ル

ー
ム

体
育

館
器

具
庫

・
ス

テ
ー

ジ

□
施

設
管

理
班

・
被

災
者

管
理

班
拠

点
男

子
更

衣
室

□
食

糧
物

資
班

拠
点

女
子

更
衣

室

□
救

護
室

図
書

室

□
衛

生
班

・
救

護
班

拠
点

司
書

室
C

S
室

□
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
感

染
症

対
策

室
校

舎
和

室

□
体

調
不

良
休

息
ス

ペ
ー

ス
図

書
室

□
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
班

拠
点

体
育

館
放

送
室

付
近

□
高

齢
者

・
福

祉
ス

ペ
ー

ス
学

童
保

育

□
子

供
、

親
子

で
安

心
し

て
遊

べ
る

部
屋

□
災

害
時

に
設

置
さ

れ
る

固
定

電
話

の
ブ

ー
ス

□
女

性
用

洗
濯

物
乾

し
場

音
楽

室

□
物

資
倉

庫

　

校
舎

緊
急

車
両

駐
車

場

一
般

車
両

進
路

順

緊
急

車
両

出
入

り
口

プ
ー

ル

廃
物

置
き

場

高
齢

者
福

祉

ス
ペ

ー
ス避

難
所

マ
ン

ホ
ー

ル
ト

イ
レ

物
資

置
き

場

駐
車

場

テ
ン

ト
・
車

中
泊

避
難
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＊
体

育
館

以
外

の
ス

ペ
ー

ス
の

利
用

に
つ

い
て

は
、

施
設

管
理

者
等

と
よ

く
話

し
合

い
、

学
校

教
育

活
動

に
必

要
な

ス
ペ

ー
ス

は
あ

ら
か

じ
め

外
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。「

立
ち

入
り

禁
止

」
の

札
の

あ
る

場
所

の
使

用
は

で
き

ま
せ

ん
。

 

  ＊
立

ち
入

り
の

で
き

な
い

場
所

に
は

「
立

ち
入

り
禁

止
」

札
を

掲
示

し
ま

す
。

 

  ＊
大

規
模

災
害

で
避

難
者

が
多

い
場

合
は

一
時

的
に

小
学

校
施

設
（

教
室

等
）

を
使

用
す

る
こ

と
は

可
能

で
す

。
次

ペ
ー

ジ
の

小
学

校
見

取
り

図
を

参
照

し
て

く
だ

さ
い

。
但

し
、

学
校

教
育

活
動

が
再

開
す

る
際

に
は

、
学

校
の

指
示

に
従

い
教

室
等

か

ら
の

移
動

を
お

ね
が

い
し

ま
す

。
 

  ＊
出

入
口

等
に

ス
ロ

ー
プ

配
置

、
ト

イ
レ

の
目

隠
し

な
ど

に
も

配
慮

す
る

。
 

  ＊
観

光
客

等
帰

宅
困

難
者

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
す

る
。

 

  

＊
女

性
用

の
洗

濯
物

干
場

を
確

保
す

る
。

 

  ＊
ペ

ッ
ト

に
つ

い
て

は
、

原
則

と
し

て
避

難
所

へ
の

持
ち

込
み

は
禁

止
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、

ペ
ッ

ト
の

待
避

場
所

に
つ

い
て

は
避

難
所

運
営

本
部

で
話

し
合

い
、

別
途

指
定

す
る

。
 

  ＊
グ

ラ
ウ

ン
ド

等
の

使
い

方
に

つ
い

て
、

仮
設

ト
イ

レ
の

設
置

、
暖

を
と

る
場

所
、

炊
き

出
し

場
所

な
ど

多
様

な
用

途
へ

の
活

用
、

ま
た

車
で

避
難

し
て

く
る

人
を

想
定

し
て

の
対

応
な

ど
、

施
設

管
理

者
等

と
よ

く
話

し
合

っ
て

決
定

す
る

。
 

  ＊
仮

設
ト

イ
レ

の
設

置
に

当
た

っ
て

は
、

特
に

女
性

や
子

ど
も

の
安

全
・

安
心

に
配

慮
す

る
。
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小
学

校
校

舎
内

見
取

り
図

 

                                       

階
段

印
は

原
則

使
用

不
可

1
F

2
F

ベ
ラ

ン
ダ

教
室

図
書

室

吹
き

抜
け

教
室

音
楽

室 倉 庫

教
室

教
室

教
室

吹
き

抜
け

屋
外

通
路

ホ
ー

ル
ワ

ー
ク

ス
ペ

ー
ス

非
常

階
段

階
段

女
子

便
所

男
子

便
所

非 常 階 段

準 備 室
理

科
室

準 備 室放 送 室

階 段

中
庭

花
壇

教
室

保
健

室
児

童
昇

降
口

校
長

室
学 習 室

用 務 員 室

湯 茶 印 刷

職
員

室

職
員

便
所

非 常 階 段

中
庭

職
員

更
衣

和
室

図
工

室

準 備 室

準 備 室

購 買 部 資
料

室

職
員

便
所

職
員

更
衣

家
庭

科
室

司
書

／
C

S

室

玄 関

倉
庫

手
洗

い

屋
外

通
路

ワ
ー

ク
ス

ペ
ー

ス

女
子

便
所

男
子

便
所

階
段 ホ

ー
ル

配
膳

室

非
常

階
段

教
室

教
室

教
室

ラ
ン

チ
ル

ー
ム

救
護

室
 

体
調

不
良

休
息

ス
ペ

ー
ス

 

衛
生

班
・

救
護

班
活

動
拠

点
 

食
糧

物
資

倉
庫

 

女
性

専
用

洗
濯

干
し

場
 

感
染

症
休

息
室
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４
避

難
者

の
受

付
開

始
 

 

人
数

把
握

を
迅

速
に

行
う

こ
と

が
円

滑
な

避
難

所
運

営
に

つ
な

が
り

ま
す

！
 

  
 
 
 

  
 
 
 

受
付

で
自

治
会

別
に

「
避

難
者

受
付

名
簿

(初
動

期
)」

を
記

入
。

避
難

者
の

人
数

を
把

握
、

確
認

し
ま

す

通
行

人
等

帰
宅

困
難

者
、

他
地

域
か

ら
の

避
難

者
は

そ
れ

ぞ
れ

別
に

受
付

を
し

ま
す

。
通

行
人

等
帰

宅
困

難
者

リ
ス

ト
を

作
成

し
ま

す
。

事
前

に
行

っ
た

避
難

者
ト

リ
ア

ー
ジ

(検
温

・
指

差
し

ス
ク

リ
ニ

ン
グ

）
で

感
染

症
の

可
能

性
の

あ
る

避
難

者
は

別
動

線
で

別
室

に
案

内
し

ま
す

。
ま

た
、

「
避

難
者

受
付

名
簿

(初
動

期
）

」
に

は
、

体
温

を
記

入
し

ま
す

。

入
室

し
た

ら
、

避
難

者
名

簿
(世

帯
別

)の
記

入
を

依
頼

し
て

、
避

難
者

の
名

簿
作

り
を

進
め

ま
す

。

体
育

館
等

避
難

所
の

入
口

に
は

、
ア

ル
コ

ー
ル

消
毒

、
対

面
ア

ク
リ

ル
パ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

、
サ

ー
モ

グ
ラ

フ
ィ

体
表

温
度

感
知

器
を

使
っ

て
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

グ
ラ

ン
ド

等
で

車
中

泊
避

難
を

す
る

避
難

者
の

受
付

は
、

グ
ラ

ン
ド

入
口

に
受

付
テ

ン
ト

を
設

け
、

ア
ル

コ
ー

ル
消

毒
、

対
面

ア
ク

リ
ル

パ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
、

サ
ー

モ
グ

ラ
フ

ィ
体

表
温

度
感

知
器

を
備

え
、

駐
車

位
置

と
入

場
者

管
理

を
し

、
入

場
時

の
健

康
チ

ェ
ッ

ク
も

行
い

ま
す

。
 

 

安
否

不
明

者
の

確
認

等
の

情
報

整
理

・
掲

示
も

行
う

 

    

 

安
否

不
明

情
報

を
安

否

確
認

シ
ー

ト
に

記
入

 
⇒

 
情

報
掲

示
板

に
貼

り
出

し
 

⇒
 

パ
ソ

コ
ン

が
復

旧
次

第
デ

ー
タ

化
 

⇒
 

検
索
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初
動

期
受

付
場

所
 

   

    

 

                 
 
 

 
避

 
難

 
者

 
受

 
付

 
名

 
簿

（
初

動
期

）
 

【
地

区
名

 
 

 
久

米
町

 
 

 
 

 
】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
避
難

所
所

在
地

（
米

ノ
庄

小
学

校
 

）
 

№
氏

名
年

齢
性

別
1世

帯
避

難
人

数
合

計

1
久

⽶
町

●
●

●
⽶

野
 

太
郎

45
才

35
℃

台
36

℃
台

37
℃

以
上

男
・

女

2
町

⽶
野

 
花

子
43

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

3
町

⽶
野

 
一

郎
15

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

4

4
町

⽶
野

 
春

子
8才

35
℃

台
36

℃
台

37
℃

以
上

男
・

女

5
久

⽶
町

×
×

×
三

雲
 

次
郎

70
才

35
℃

台
36

℃
台

37
℃

以
上

男
・

女

6
町

三
雲

 
良

子
69

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

2

7
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

住
所

受
付

時
検

温

 

多
目

的
ト

イ
レ

上
ノ

庄
久

米
市

場
庄

上
久

米
中

ノ
庄

　
こ

も
れ

び
の

園
　

物 資 置 き 場

本
部

更
衣

室

玄
関

食
糧

庫

ト
イ

レ

ト
イ

レ

更
衣

室

体
調

不
良

者
は

、
校

舎
正

面
玄

関
に

移
動

ス
ロ

ー
プ

他
所

受
付

終
了

後
は

正

面
玄

関
か

ら
入

場
検

温
・
指

差
し

ス
ク

リ
ニ

ン
グ

記
入

例
 

初
動

期
後

は
正

面
玄

関
よ

り
入

る
。

 
検

温
・

指
差
し

ス
ク

リ
ニ

ン
グ

・
受

付
 

避
難

者
 

校
庭

等
で

待
機
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様
式

4
 

 

避
 

難
 

者
 

受
 

付
 

名
 

簿
 

（
初

動
期

）
 

【
地

区
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
】

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
避

難
所

名
（

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 

 

№
氏

名
年

齢
性

別
1世

帯
避

難
人

数
合

計

1
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

2
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

3
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

4
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

5
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

6
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

7
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

8
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

9
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

10
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

11
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

12
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

13
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

14
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

15
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

16
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

17
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

18
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

19
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

20
町

才
35

℃
台

36
℃

台
37

℃
以

上
男

・
女

人

住
所

受
付

時
検

温

避
難

人
数

合
計

避
難

世
帯

合
計

世
帯

 

米
ノ

庄
避

難
所

運
営

本
部
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様

式
5

 

    
 

 
 

 

      

（
指

差
し

ス
ク

リ
ニ

ン
グ

用
）

以
下

の
項

目
を

確
認

し
て

当
て

は
ま

る
項

目
を

指
し

て
く

だ
さ

い
。

□
陽

性
者

で
自

宅
療

養
中

で
す

か
？

□
濃

厚
接

触
者

で
健

康
観

察
中

で
す

か
？

□
37

.5
℃

以
上

の
発

熱
が

あ
り

ま
す

か
？

□
息

苦
し

さ
は

あ
り

ま
す

か
？

□
味

や
に

お
い

を
感

じ
ら

れ
な

い
状

態
で

す
か

？
□

咳
が

あ
り

ま
す

か
？

□
倦

怠
感

が
あ

り
ま

す
か

？
□

頭
痛

が
し

ま
す

か
？

□
下

痢
を

し
て

い
ま

す
か

？
□

結
膜

炎
の

症
状

が
あ

り
ま

す
か

？

※
上

記
で

一
つ

で
も

該
当

す
る

方
は

、
体

調
不

良
者

専
用

ス
ペ

ー
ス

に
お

進
み

く
だ

さ
い

。

□
上

記
に

該
当

す
る

症
状

等
は

あ
り

ま
せ

ん
。

⽶
ノ

庄
避

難
所

運
営

本
部

米
ノ

庄
避

難
所

　
簡

易
問

診
票

１
－

21
 

 

年
月

日

※ 住 所 連 絡 先

１
、

２
、

３
、

４
、

５
、

６
、

７
、

８
、

９
、

◎ ◎ ※

退
所

年
月

日
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

日
連

絡
先

こ
の

名
簿

は
、

入
所

時
に

世
帯

の
代

表
の

か
た

が
記

載
し

、
被

災
者

管
理

班
（

名
簿

係
）

に
お

渡
し

く
だ

さ
い

。

こ
の

用
紙

に
記

載
さ

れ
て

い
る

情
報

に
つ

い
て

は
、

避
難

所
の

運
営

・
管

理
以

外
に

は
使

用
し

ま
せ

ん
。

以
下

は
避

難
所

運
営

本
部

が
記

載
し

ま
す

。

避
難

者
カ

ー
ド

№
入

所
年

月
日

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

転
出

先
住

　
 所

⑤ 家 屋 被 害

全
壊

半
壊

一
部

損
壊

流
失

断
水

停
電

ガ
ス

停
止

電
話

不
通

そ
の

他
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

④ 緊 急 連 絡 先

氏
名

電
話

氏
名

電
話

氏
名

・
内

容
を

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

氏
名

内
容

② 問 合 せ

安
否

の
問

い
合

わ
せ

が
あ

っ
た

と
き

、
情

報
を

公
表

し
て

よ
ろ

し
い

で
す

か
。

は
い

・
い

い
え

退
所

後
、

退
所

先
の

問
い

合
わ

せ
が

あ
っ

た
と

き
、

情
報

を
公

表
し

て
よ

ろ
し

い
で

す
か

。
は

い
・

い
い

え

③ 特 記

ご
協

力
い

た
だ

け
る

こ
と

が
あ

れ
ば

氏
名

内
容

海
外

(　
　

　
）

才
男

・
女

良
好

・
不

調
　

有
・

無
( 
  

  
  

  
  
 )

県
外

(　
　

　
）

(　
　

　
）

　
有

・
無

( 
  

  
  

  
  
 )

県
外

(　
　

　
）

海
外

(　
　

　
）

才
男

・
女

良
好

・
不

調
　

有
・

無

( 
  

  
  

  
  
 )

県
外

(　
　

　
）

① 　 　 家 　 　 　 族

氏
名

年
齢

性
別

記
入

日
：

該
当

す
る

ほ
う

に
○

指
定

避
難

所
避

難
者

（
避

難
所

で
の

生
活

を
希

望
す

る
か

た
）

避
難

所
外

避
難

者
（

自
宅

、
車

中
、

テ
ン

ト
内

等
で

生
活

す
る

が
配

給
等

が
必

要
な

か
た

）

以
下

、
記

入
ま

た
は

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

ア
レ

ル
ギ

ー
特

に
伝

え
た

い
事

海
外

松
阪

市
　

　
　

　
　

町
　

　
　

　
　

番
地

地
区

名
久

米
・

上
久

米
・

こ
も

れ
び

の
園

・
市

場
庄

中
ノ

庄
・

上
ノ

庄
・

地
域

外
（

　
　

　
　

）

(電
話

）
　

(携
帯

電
話

）

海
外

(　
　

　
）

才
男

・
女

良
好

・
不

調

避
難

者
→

被
災

者
管

理
班

(名
簿

係
）

避
難

所
名

避
　

難
　

者
　

名
　

簿
(※

世
帯

ご
と

に
記

入
）

2
　

援
助

物
資

を
　

　
希

望
し

な
い

・
希

望
す

る
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
を

つ
け

て
く

だ
さ

い

避
難

位
置

体
育

館
（ 

 　
- 

 　
）

テ
ン

ト
（　

　
　

　
）

1
そ

の
他

車
中

（車
中

－
　
　
　

）　

様
式

6
（

松
阪

様
式

３
）

健
康

状
態

1
か

月
以

内
に

訪
問

し
た

場
所

(代
表

者
）

　

才
男

・
女

良
好

・
不

調
　

有
・

無

( 
  

  
  

  
  
 )

県
外

(　
　

　
）

才
男

・
女

良
好

・
不

調
　

有
・

無

( 
  

  
  

  
  
 )

県
外

海
外

(　
　

　
）

(　
　

　
）

才
男

・
女

良
好

・
不

調
　

有
・

無

( 
  

  
  

  
  
 )

県
外

海
外

(　
　

　
）

(　
　

　
）

   

 

 

米
 

米
ノ

庄
避

難
所

運
営

本
部
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様
式

7
 

安
否

不
明

者
情

報
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

小
学

校
避

難
所

 
 

 
 

                 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                   

米
ノ

庄
避

難
所

運
営

本
部

 

安
否

届

受
付

日
氏

名
年

齢
性

別
住

所
氏

名
連

絡
先

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

／
／

／

判
明

日
不

明
日

行
方

不
明

者
備

考
安

否
届

申
請

者

１－23 
 

組名 №

体温 備考 体温 備考 体温 備考 体温 備考 体温 備考 体温 備考 体温 備考

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

様式８

1-23

健康管理簿 米ノ庄避難所運営本部
⾃治会名

№ 氏名 年
齢

／

※「健康管理簿」は各地⾃治会の隣組組⻑が観察管理を⾏い、異常あるときは⾃主防災組織責任者に報告。避難所外避難者対応班を通じて避難所運営本部に報告。

／ ／ ／ ／ ／ ／



 

＊
避

難
所

運
営

に
は

、
施

設
管

理
者

や
行

政
職

員
も

サ
ポ

ー
ト

を
行

う
。

 

＊
施

設
管

理
者

は
、

主
に

施
設

管
理

班
を

サ
ポ

ー
ト

し
つ

つ
、

避
難

所
全

体
の

施
設

管
理

に
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

う
。

 

＊
行

政
職

員
は

、
主

に
総

務
班

を
サ

ポ
ー

ト
し

つ
つ

、
避

難
所

運
営

全
体

の
支

援
を

行
う

。
 

＊
選

出
に

あ
っ

て
は

、
個

人
へ

の
負

担
が

か
か

り
過

ぎ
な

い
よ

う
に

留
意

す
る

。
 

＊
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
作

業
は

原
則

と
し

て
本

部
の

構
成

員
と

し
な

い
。

 

第
2

章
 

運
営

体
制

づ
く

り
 

運
営

体
制

づ
く

り
 

応
急

的
な

対
応

が
落

ち
着

い
て

き
た

段
階

で
、

避
難

所
の

運
営

に
当

た
る

「
避

難
所

運
営

本
部

」
を

設
置

し
ま

す
。

避
難

所

に
お

け
る

課
題

へ
の

対
応

や
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
と

の
連

携
な

ど
、

自
主

的
で

円
滑

な
運

営
を

進
め

ま
す

。
 

１
運

営
本

部
の

設
置

 

避
難

所
運

営
に

当
た

っ
て

、
事

前
の

想
定

に
基

づ
き

、
運

営
本

部
を

設
置

し
ま

す
。

 

避
難

所
運

営
本

部
の

構
成

 

本
部

長
 

住
民

自
治

協
議

会
会

長
 

副
本

部
長

 
住

民
自

治
協

議
会

会
長

代
理

 

住
民

自
治

協
議

会
防

災
安

全
部

部
長

「
注

」
 

施
設

管
理

者
 

学
校

長
・

公
民

館
長

 

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

 
男

性
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
 

女
性

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

 

各
自

治
会

代
表

 
自

治
会

長
 

※
防

災
安

全
部

担
当

の
自

治
会

長
を

除
く

「
注

」
 

運
営

支
援

隊
 

米
ノ

庄
住

民
自

治
協

議
会

 
防

災
安

全
部

メ
ン

バ
ー

 

要
配

慮
者

等
対

応
協

力
者

 
民

生
児

童
委

員
 

総
務

班
 
班

長
 

班
長

 
久

米
 

副
班

長
 

市
場

庄
 

情
報

班
 
班

長
 

班
長

 
中

ノ
庄

 
副

班
長

 
上

久
米

 

被
災

者
管

理
班

 
班

長
 

班
長

 
中

ノ
庄

 
副

班
長

 
市

場
庄

 

施
設

管
理

班
 
班

長
 

班
長

 
市

場
庄

 
副

班
長

 
久

米
 

食
糧

物
資

班
 
班

長
 

班
長

 
市

場
庄

 
副

班
長

 
上

ノ
庄

 

救
護

班
 
班

長
 

班
長

 
上

久
米

 
副

班
長

 
上

ノ
庄

 

衛
生

班
 
班

長
 

班
長

 
こ

も
れ

び
の

園
 

副
班

長
 

中
ノ

庄
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

班
 
班

長
 

班
長

 
上

ノ
庄

 
副

班
長

 
久

米
 

避
難

所
外

避
難

者
対

応
班

 
班

長
 

防
災

安
全

部
メ

ン
バ

ー
 

副
班

長
 

住
民

自
治

協
議

会
役

員
(参

与
等

) 

＊
「

注
」

＝
各

自
治

会
で

自
主

防
災

組
織

が
活

動
す

る
場

合
は

、
各

自
治

会
長

は
避

難
所

運
営

本
部

不
在

の
可

能
性

が
あ

る
。

 

＊
円

滑
な

避
難

所
運

営
の

た
め

に
、

避
難

所
運

営
本

部
に

は
、

女
性

や
災

害
要

配
慮

者
の

家
族

等
を

加
え

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。 

＊
「

避
難

所
運

営
本

部
名

簿
」

を
活

用
す

る
。

 

 
 

・
各

班
の

班
長

・
副

班
長

は
自

治
会

か
ら

選
出

し
、

担
当

班
の

中
心

と
な

る
 

 
 

・
副

班
長

は
班

長
を

補
佐

し
、

事
故

あ
る

と
き

に
は

班
長

の
つ

と
め

も
担

う
 

 
 

・
班

長
、

副
班

長
の

も
と

、
班

員
を

構
成

す
る

。
 

 
 

・
自

治
会

か
ら

は
班

を
担

当
す

る
班

員
を

選
出

す
る

。
各

地
区

自
主

防
災

組
織

の
 

構
成

員
と

重
な

ら
な

い
よ

う
に

配
慮

す
る

。
各

班
の

班
員

に
は

仕
事

内
容

が
わ

か
る

お
仕

事
手

帳
が

配
布

さ
れ

る
。

 

・
各

班
は

時
系

列
日

誌
を

記
録

し
、

会
議

に
持

参
す

る
こ

と
。

 

     

←
各

班
の

役
割

に
つ

い
て

は
 

２
運

営
体

制
づ

く
り

の
３

各
班

の
役

割
内

容

と
、

3
避

難
所

運
営

の
１

運
営

活
動

の
ル

ー

ル
を

各
班

に
配

布
し

て
く

だ
さ

い
。

 

2-
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様
式

9
 

記
録

担
当

　

時
刻

内
容

担
当

者
備

考

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

米
ノ

庄
避

難
所

運
営

本
部

　
　

班
別

時
系

列
日

誌
　

　
　

  
  

  
月

　
　

　
日

（
　

　
　

）

〔
　

　
　

　
　

　
　

　
　

班
〕

 
米

ノ
庄

避
難

所
運

営
本

部
 

2-
2 



 

２
会

議
の

開
催

 

定
例

的
に

避
難

所
運

営
に

つ
い

て
話

し
合

う
会

議
を

開
催

し
ま

す
。

 

             
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                         

①
本

部
会

議
の

開
催

 

□
 
会

議
は

原
則

と
し

て
１

日
に

2
回

、
毎

日
午

前
9

時
と

午
後

5
時

に
い

運
営

本
部

会
議

を
開

催
し

ま
す

。
 

□
 
会

議
の

メ
ン

バ
ー

は
、

運
営

本
部

の
本

部
長

・
副

本
部

長
・

各
自

治
会

長
・

各
班

班
長

・
施

設
管

理
者

・
コ

ー
デ

ィ

ネ
ー

タ
ー

で
開

催
し

ま
す

。
 

②
班

別
会

議
の

開
催

 

□
 
班

ご
と

に
実

務
レ

ベ
ル

の
話

合
い

を
適

宜
行

い
ま

す
。

 

□
 
班

別
会

議
の

内
容

は
、

班
長

が
本

部
会

議
で

報
告

し
ま

す
。

 

※
現

場
で

臨
機

応
変

に
対

応
す

る

必
要

が
あ

る
場

合
も

生
じ

ま
す

。
 

松
阪

市
災

害
対

策
本

部
 

 

三
雲

管
内

災
害

対
策

本
部

班
長

副
班

長

施
設

管
理

者
（

学
校

長
）

副
本

部
長

本
部

長
（

住
協

副
会

長
）

（
住

協
会

長
）

副
本

部
長

（
住

協
防

災
部

部
長

）

防
災

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
男

性
・

女
性

）

本
部

 

施
設

管
理

者
※

が
総

務
的

活
動

を
す

る
・

小
学

校
＝

学
校

長
・

公
民

館
＝

公
民

館
長

副
本

部
長

住
自

協
会

長
代

理

運
営

支
援

隊
　

　
　

副
本

部
長

防
災

安
全

部
メ

ン
バ

ー

住
自

協
防

災
安

全
部

長
班

　
長

久
　

米

副
班

長
市

場
庄

防
災

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
男

性
）

班
　

長
中

ノ
庄

副
班

長
上

久
米

班
　

長
中

ノ
庄

副
班

長
市

場
庄

班
　

長
市

場
庄

副
班

長
久

　
米

班
　

長
市

場
庄

副
班

長
上

ノ
庄

班
　

長
上

久
米

副
班

長
上

ノ
庄

班
　

長
こ

も
れ

び
の

園

副
班

長
中

ノ
庄

班
　

長
上

ノ
庄

副
班

長
久

　
米

班
　

長
防

災
安

全
部

メ
ン

バ
ー

副
班

長
住

自
協

参
与

衛
生

班
員

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

班
員

施
設

管
理

班

救
護

班
員

救
護

班

衛
生

班

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

班

情
報

班
員

被
災

者
管

理
班

員

施
設

管
理

班
員

食
糧

物
資

班
員

「
注

」
本

部
長

住
自

協
会

長

情
報

班

被
災

者
管

理
班

食
糧

物
資

班

各
自

治
会

長

防
災

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
女

性
）

「
注

」

避
難

所
外

避
難

者
対

応
班

避
難

所
外

避
難

者
班

員

総
務

班
総

務
班

員

民
生

児
童

委
員

米
ノ
庄
避
難
所
運
営
本
部

 

避
難
所

の
運
営

体
制
 

「
注

」
＝

各
自

治
会

で
自

主
防

災
組

織
が

活
動
す

る
場

合
は

、
自
治

会
長

が
避

難
所

運
営
本

部
不

在
の

可
能
性

が
あ

る
。
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3 

 

  ＊
避

難
所

運
営

は
、

避
難

者
の

共
助

・
協

働
の

精
神

と
自

力
再

建
の

原
則

に
基

づ
き

、
避

難
者

（
住

民
）

を
主

体
と

す

る
避

難
所

運
営

本
部

が
担

う
。

 

＊
全

て
の

避
難

所
の

運
営

は
、

避
難

所
運

営
本

部
を

中
心

と
し

て
行

う
。

 

＊
避

難
所

運
営

本
部

に
は

、
避

難
者

が
そ

れ
ぞ

れ
の

仕
事

を
分

担
し

て
避

難
所

の
運

営
を

行
う

た
め

、
9

つ
の

活
動

班

を
置

く
。

 

＊
こ

の
体

制
は

、
展

開
期

か
ら

安
定

期
を

通
じ

て
撤

収
す

る
ま

で
、

人
員

規
模

に
変

更
は

あ
っ

て
も

体
制

的
に

変
更

す

る
必

要
は

な
い

。
 

3
避

難
所

の
情

報
伝

達
の

し
く

み
 

  
避

難
所

の
運

営
は

 
避

難
所

運
営

本
部

を
中

心
に

9
班

態
勢

で
自

主
運

営
し

ま
す

.避
難

所
と

公
的

機
関

と
の

情
報

伝
達

は
 

下
記

の
と

お
り

で
す

。
 

                   
 

 
 

 
※

総
務

班
は

運
営

業
務

全
般

を
と

り
ま

と
め

、
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
と

の
連

絡
調

整
を

行
い

ま
す

。 

  
 

 
 

 ※
食

糧
・

物
資

は
松

阪
市

災
害

対
策

本
部

か
ら

近
隣

の
小

売
業

者
・

協
定

締
結

企
業

・
県

・
を

通
じ

て
 

調
達

要
請

を
行

い
ま

す
。

 

 

施
設

管
理

者
 

[米
ノ

庄
小

学
校

 
校

長
 

（
連

絡
先

 
5

6
-2

1
0

4
）

] 

［
米

ノ
庄

公
民

館
 

館
長

  
（

連
絡

先
 

5
6

-4
7

8
0

）］
 

松
阪

市
災

害
対

策
本

部
 

[松
阪

市
役

所
 

安
全

防
災

課
（

連
絡

先
0

5
9

8
-
5

3
-4

0
3

4
）

] 

三
雲

管
内

災
害

対
策

本
部

 
[三

雲
地

域
振

興
局

 
地

域
振

興
課

（
連

絡
先

0
5

9
8

-5
6

-7
9

0
5

）
] 

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

 
[松

阪
市

社
会

福
祉

協
議

会
（

連
絡

先
0

5
9

8
-2

1
-1

4
8

7
）

] 

         

避
難
所

の
持
つ
情

報
情

報
の

伝
達

先

避
難

所
情
報

情
報

班
班
長

⇨
避
難

者
数

被
災

者
管

理
班
班
長

⇨
設
備

・
資

機
材

の
調
達

施
設

管
理

班
班
長

⇨
食
糧

・
物

資
の

調
達

食
糧

物
資

班
班
長

⇨
避
難

所
外
避

難
者

の
要
望

避
難

所
外

避
難
者
対

応
班
長

⇨
け
が

人
・
病

人
・
要

配
慮

者
数

救
護

班
班
長

⇨
衛
生

状
況

衛
生

班
班
長

⇨
社

会
福

祉
協
議
会

災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

松
阪

市
災

害
対

策
本

部

災
害
対

策
本

部

三
雲

管
内

行
政

職
員

・各
消

防
署
・
消

防
団

・
警
察
署

⇨
地
区

被
害
状

況
・避

難
所

状
況

担
当
者

⇨

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

要
請

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班

班
長

⇨

総
務

班

⇨

2-
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4
各

班
の

役
割

 

①
本

部
長

・
副

本
部

長
の

役
割

 

�
 
要

援
護

者
へ

の
配

慮
 

�
 
管

理
・

運
営

の
申

合
せ

 

�
 
施

設
管

理
者

及
び

三
雲

管
内

災
害

対
策

本
部

と
の

調
整

・
統

括
 

�
 
避

難
所

運
営

本
部

の
統

括
、

組
織

内
の

連
絡

調
整

･指
揮

及
び

関
係

機
関

等
と

の
連

絡
･調

整
 

 

 

要
配

慮
者

へ
の

配
慮

 

＊
避

難
所

の
ル

ー
ル

は
基

本
的

に
、

避
難

所
外

避
難

者
も

含
む

避
難

者
の

話
合

い
で

決
ま

り
ま

す
。

日
ご

ろ
か

ら
要

配
慮

者
 

の
こ

と
に

関
心

の
薄

い
地

域
の

避
難

所
で

は
、

障
が

い
の

あ
る

人
な

ど
が

つ
ら

い
思

い
を

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

常
に

要
 

配
慮

者
に

配
慮

し
な

が
ら

運
営

を
行

い
ま

す
。

 

 管
理

・
運

営
の

申
合

せ
 

＊
避

難
所

を
管

理
・

運
営

す
る

に
当

た
り

、
施

設
管

理
者

や
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
と

右
表

事
項

等
に

つ
い

て

確
認

し
、

各
班

（
班

長
）

と
情

報
を

共
有

し
た

上
で

、

全
避

難
者

に
伝

え
、

円
滑

な
運

営
に

努
め

ま
す

。
 

＊
運

営
委

員
に

お
い

て
は

、
女

性
や

障
が

い
の

あ
る

人
等

の
意

見
も

聞
け

る
よ

う
複

数
名

の
当

事
者

及
び

介
護

者

を
メ

ン
バ

ー
に

入
れ

ま
す

。
 

       

施
設

管
理

者
及

び
、

三
雲

管
内

災
害

対
策

本
部

と
の

調
整

統
括

 
 

＊
各

班
か

ら
の

要
請

事
項

に
つ

い
て

、
本

部
長

は
、

総
務

班
を

指
揮

し
、

施
設

管
理

者
及

び
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
に

連
絡

し
、

対
応

に
つ

い
て

調
整

し
ま

す
。

 

＊
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
か

ら
の

連
絡

事
項

に
つ

い
て

、
各

班
（

班
長

）
へ

伝
達

し
、

必
要

に
応

じ
た

避
難

者
へ

の
情

報
提

供
を

調
整

・
統

括
し

ま
す

。
 

 避
難

所
運

営
本

部
の

統
括

、
組

織
内

の
連

絡
調

整
･指

揮
及

び
関

係
機

関
等

と
の

連
絡

･調
整

 

＊
避

難
所

運
営

が
円

滑
に

進
む

よ
う

避
難

所
運

営
の

総
括

を
行

い
、

避
難

所
運

営
本

部
の

メ
ン

バ
ー

へ
的

確
な

指
示

を
行

い
ま

す
。

 

＊
避

難
所

内
の

状
況

を
把

握
し

、
必

要
事

項
を

協
議

し
、

決
定

し
ま

す
。

ま
た

、
避

難
所

運
営

に
関

係
す

る
他

の
関

係
機

関
等

と
の

連
絡

・
調

整
を

行
い

ま
す

。
 

 

（
例

）
 

申
合

せ
事

項
 

内
 

容
 

ト
イ

レ
の

利
用

方
法

 
 

ご
み

の
排

出
方

法
 

 
 

 
食

糧
・

物
資

の
配

分
方

法
 

 
喫

煙
場

所
 

学
校

内
禁

煙
 

起
床

・
消

灯
時

間
 

 
ペ

ッ
ト

に
つ

い
て

 
 

避
難

所
内

の
警

備
管

理
体

制
 

 
建

物
内

火
気

厳
禁
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②
 総

務
班

の
役

割
 

�
 
運

営
委

員
会

内
の

連
絡

・
調

整
 

�
 
本

部
会

議
の

準
備

・
記

録
 

�
 
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
及

び
関

係
機

関
と

の
連

絡
・

要
請

窓
口

 

�
 
外

部
と

の
窓

口
 

�
 
避

難
者

か
ら

の
意

見
・

要
望

の
受

付
 

�
 
避

難
所

外
避

難
者

か
ら

の
意

見
・

要
望

を
避

難
所

外
避

難
者

対
応

班
を

仲
介

し
て

受
付

 
 

 

運
営

本
部

内
の

連
絡

・
調

整
 

＊
避

難
所

運
営

本
部

の
各

班
の

活
動

が
円

滑
に

進
む

よ
う

連
絡

・
調

整
を

行
い

ま
す

。
必

要
に

応
じ

て
、

資
料

作
成

な
ど

を
行

い
ま

す
。

 

 本
部

会
議

の
準

備
・

記
録

 

＊
運

営
本

部
の

事
務

局
と

し
て

、
本

部
会

議
の

開
催

連
絡

や
資

料
作

成
な

ど
を

行
い

ま
す

。
ま

た
会

議
の

記
録

を
作

成
し

ま
す

。 

 災
害

対
策

本
部

及
び

関
係

機
関

と
の

連
絡

・
要

請
窓

口
 

＊
各

班
か

ら
の

要
請

を
受

け
、

本
部

長
の

指
揮

に
よ

り
、

三
雲

管
内

災
害

対
策

本
部

及
び

関
係

機
関

へ
連

絡
し

ま
す

。
 

様
式

４
－

１
「

避
難

所
状

況
報

告
用

紙
（

初
動

期
用

）」
(P

.2
－

7
参

照
)、

様
式

４
－

２
「

避
難

所
状

況
報

告
用

紙
」

 

(P
.2

－
9

参
照

)、
様

式
５

「
主

食
依

頼
票

」
、（

P
2

-１
8

参
照

）
様

式
６

「
物

資
依

頼
票

」
(P

2
-
１

9
参

照
) 

 外
部

と
の

窓
口

 

＊
外

部
か

ら
提

供
さ

れ
る

物
資

や
情

報
を

受
け

付
け

ま
す

。
 

＊
マ

ス
コ

ミ
等

に
対

し
て

は
、

避
難

所
で

は
原

則
的

に
受

け
付

け
ず

、
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
に

行
っ

て
も

ら
う

よ
う

に
し

ま
す

。
 

 
 

様
式

１
２

「
取

材
者

用
受

付
用

紙
」

(P
2

-１
４

参
照

) 

 指
定

避
難

所
の

避
難

者
か

ら
の

意
見

・
要

望
の

受
付

 

＊
意

見
箱

を
設

置
す

る
な

ど
、

避
難

所
運

営
等

に
関

す
る

避
難

者
か

ら
の

意
見

や
要

望
を

受
け

付
け

、
本

部
会

議
へ

報
告

し
ま

す
。

 

＊
特

に
女

性
や

外
国

人
、

障
が

い
者

、
介

護
が

必
要

な
高

齢
者

、
妊

産
婦

、
乳

幼
児

な
ど

の
要

配
慮

者
に

対
し

て
は

、
ニ

ー
ズ

を
十

分
に

把
握

で
き

る
よ

う
関

係
者

や
本

人
か

ら
意

見
が

受
け

付
け

ら
れ

る
体

制
を

作
り

、
本

部
会

議
へ

報
告

し
ま

す
。

 

 避
難

所
外

避
難

者
か

ら
の

意
見

・
 

要
望

の
受

付
 

＊
避

難
所

外
避

難
者

の
意

見
、

要
望

受
付

は
、

各
地

域
の

一
定

の
位

置
に

意
見

箱
を

設
置

。
現

地
の

自
主

防
災

組
織

が
要

望
な

ど
を

ま
と

め
、

現
地

の
自

治
会

役
員

(自
治

会
長

以
外

)が
避

難
所

外
避

難
者

対
応

班
に

報
告

し
、

運
営

本
部

に
上

申
す

る
。

 

＊
個

人
的

な
相

談
が

あ
る

場
合

は
相

談
窓

口
を

本
部

内
に

設
け

、
口

頭
で

の
相

談
を

う
け

る
。

 

＊
特

に
女

性
や

外
国

人
、

障
が

い
者

、
介

護
が

必
要

な
高

齢
者

、
妊

産
婦

、
乳

幼
児

な
ど

の
要

援
護

者
に

対
し

て
は

、
ニ

ー
ズ

を
十

分
に

把
握

で
き

る
よ

う
関

係
者

や
本

人
か

ら
意

見
が

受
け

付
け

ら
れ

る
体

制
を

作
り

、
本

部
会

議
へ

報
告

し
ま

す
。
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様式 10（松阪様式 4-1. ）避難所状況報告用紙（初動期用）                                      避難所 → 災害対策本部  

避難所状況報告用紙（初動期用） 

  

三雲管内災害対策本部 ： FAX（           ）TEL（           ） 

開 催 日

時 
   月     日     時    

分 
避難種別   開催日時    月    日     時    

分 
第１報（参集後・避難後すぐ） 第２報（３時間後） 第３報（６時間後・もしくは閉鎖時） 
送信者名  送信者名  送信者名  

三雲管内災害対策本部 

受信者名 
 三雲管内災害対策本部 

受信者名  三雲管内災害対策本部 

受信者名  

報 告 日

時 
      月      日      時      分 報 告 日

時 
       月      日      時      分 報 告 日

時 
       月      日      時      分 

受 信 手

段 FAX・電話・伝令・その他（        ） 受 信 手

段 FAX・電話・伝令・その他（        ） 受 信 手

段 FAX・電話・伝令・その他（        ） 

受信先番号  受信先番号  受信先番号  
人 数  約         人 人 数  約         人 人 数  約         人 
世 帯  約         世帯 世 帯  約         世帯 世 帯  約         世帯 

      

周
辺
状
況 

建物安全確認 未実施・安全・要注意・危険 

周
辺
状
況 

建物安全確認 未実施・安全・要注意・危険 

周
辺
状
況 

建物安全確認 未実施・安全・要注意・危険 

人命救助 不要・必要（約    人)・不明 人命救助 不要・必要（約    人)・不明 人命救助 不要・必要（約    人)・不明 

延焼 なし・延焼中(約  件)・大火の危険 延焼 なし・延焼中(約  件)・大火の危険 延焼 なし・延焼中(約  件)・大火の危険 

土砂崩れ 未発見 ・ あり ・ 警戒中 土砂崩れ 未発見 ・ あり ・ 警戒中 土砂崩れ 未発見 ・ あり ・ 警戒中 

ライフライン 断水・停電・ガス停止・電話不通 ライフライン 断水・停電・ガス停止・電話不通 ライフライン 断水・停電・ガス停止・電話不通 

道路状況 通行可・渋滞・片側通行・通行不可 道路状況 通行可・渋滞・片側通行・通行不可 道路状況 通行可・渋滞・片側通行・通行不可 

建物倒壊 ほとんどなし・あり(約  件）・不明 建物倒壊 ほとんどなし・あり(約  件）・不明 建物倒壊 ほとんどなし・あり(約  件）・不明 

※第１報においては、わかるものだけでよい。 避難者数増減見込み  避難者数増減見込み  
緊急を要する事項（具体的に箇条書き） 緊急を要する事項（具体的に箇条書き） 緊急を要する事項（具体的に箇条書き） 

参集した行政担当者  参集した行政担当者  参集した行政担当者  

参集した施設管理者  参集した施設管理者  参集した施設管理者  

米ノ庄避難所運営本部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈避難所状況報告書の使用方法と注意事項〉 
第 1 報～第 3 報は、同じ用紙に記入すること。 
 
〔第 1 報〕 
○ 行政担当者もしくは避難者代表者は、避難所に到着したら、可能なかぎり速やかに第 1 報を市の三雲管内災害対策本部に

連絡する。 
○ 「受信手段」の欄には、避難所の受信手段を記入する。 
○ 避難所で、FAX、電話ができないときは、伝令により三雲管内災害対策本部へ連絡する。 
○ 地域の被害状況のうち「火災発生状況」は、この避難所管内の地域を記入し、その他の周辺地域の場合は「緊急を要  す

る事項」に発生地区名、状況を記入する。 
○ 「人命救助」の要否については、何ヶ所、何名くらいの救助の必要があるのか記入すること。不明の場合は、記入しなく

てよい。 
○ 「電力」、「断水」、などの被害や「道路状況」については、避難者から登録の際にその内容をまとめ、記載する。 
○ 「世帯数」は、様式 3 が世帯ごとに作成されるので、その枚数により回答することもできる。 
５ 
〔第 2 報〕 
○ 行政担当者もしくは避難者代表者は、避難所到着後概ね 3 時間以内に第 2 報を報告する。 
○ 第 2 報では、避難者が増加しているか否か、受入れ能力を超えているか否かについても報告する。 
○ 「人的被害」の状況についても記入する。 
 
〔第 3 報〕 
○ 行政担当者もしくは避難者代表者は、避難所到着後概ね 6 時間以内に第 3 報を報告する。 
○ 報告内容は、第 2 報と同様とする。 
○ 避難所を閉鎖した場合には、この様式により、速やかに報告する。 
 
この用紙は、保管する。 



 

様
式

1
1
（
松

阪
様
式

4-
2）

 

避
難

所
状

況
報

告
用

紙
〔

第
 

 
報

〕
 

避
難
所

名
：

 
 

 
 
 

 
 

小
学

校
 

 
送

信
者

名
 

 
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
受

信
者

名
 

 

報
告

日
時

 
月

 
 

日
 

 
時

 
 

分
 
避

難
所

FA
X・

TE
L 

 

世
帯

数
 

現
在

数
（

A）
 

前
日

数
（

B）
 

差
引

（
A－

B）
 

内 訳  

避
難

者
 

世
帯

 
 

世
帯

 
世

帯
 

帰
宅

困
難

者
 

世
帯

 
世

帯
 

世
帯

 
避

難
所

外
避

難
者

 
世

帯
 

世
帯

 
世

帯
 

合
計

 
世

帯
 

世
帯

 
世

帯
 

人
数

 
現

在
数

（
A）

 
前

日
数

（
B）

 
差

引
（

A－
B）

 

内 訳  

避
難

者
 

人
 

 
人

 
 

人
 

 
帰
宅

困
難

者
 

人
 

 
人

 
 

人
 

 
避

難
所

外
避

難
者

 
人

 
 

人
 

 
人

 
 

合
計

 
人

 
 

人
 

 
人

 
 

運 営 状 況  

（
避

難
者

）
組

 
編

成
済

み
・

未
編

成
 

地 域 状 況  

土
砂

崩
れ

 
未

発
見

・
あ
り
・

警
戒

中
 

避
難
所
運
営

本
部

 
設

置
済

み
・

未
編

成
 

ラ
イ

フラ
イ
ン

 
断

水
・

停
電
・
ガ

ス
停

止
・

電
話
不

通
 

運
営

班
 

編
成

済
み

・
未

編
成

 
道

路
状

況
 

通
行

可
・

渋
滞
・

片
側

通
行

・
通
行

不
可

 
食

事
状

況
 

食
事

状
況

 
 

炊
き

出
し

・
弁

当
 

 
１

日
 

 
回

 
避

難
所
運

営
本

部
長
名

 
連

絡
先
（

TE
L、

FA
X）

 
 

連 絡 事 項  

運
営

班
 

対
応

状
況

 
今

後
の
要
求

、
展

開
 

総
務

班
 

 
 

情
報

班
 

 
 

避
難

者
管

班
 

 
 

施
設

管
班

 
 

 
食

・
物
資

班
 

 
 

救
護

班
 

 
 

衛
生

班
 

 
 

ボ
ラ

班
 

 
 

避
難

所
外

対
応

班
 

 
 

行
政

担
当

者
 

 
 

施
設

管
理

者
 

 
 

対
処

す
べ

き
、

予
見

さ
れ

る
事

項
（

水
、

食
料

の
過

不
足

／
物

資
の

過
不

足
／

風
邪

な
ど

の
発

生
状

況
／

避
難

所
の

生
活

環
境

／
避

難
者

の
雰

囲
気

／
避

難
所

外
避

難
者

に
関

す
る

情
報

な
ど

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

米
ノ

庄
避

難
所

運
営

本
部
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避
難

所
状

況
報

告
用

紙
の

記
載

説
明

 

※
 
一

日
最

低
一

回
は

三
雲
管

内
災

害
対

策
本
部
に

報
告

す
る

こ
と

。
 

※
 
「

避
難

所
状

況
方

向
用

紙
(初

動
期

)」
は

、
避

難
所

開
設
か

ら
第

3
報
（

6
時

間
後

）
ま

で
は
「

様
式

4
-1
（

初
動

期
用

）」

(
P.

2－
7
参

照
)の

避
難

所
状

況
報

告
用

紙
を

使
用

す
る

こ
と

。
 

◇
 第

4
報

以
降

の
「

避
難
所
状

況
報

告
用

紙
」（

P.
2－

9
参

照
）

の
連
絡

事
項

欄
に

は
、

各
班

の
活

動
に
お

い
て

発
生

し
た

問
題

や
、

そ
の

解
決

策
な

ど
を

記
入

し
、
他

の
2
難

所
運

営
の

参
考

と
な
る

よ
う

に
す

る
。

 
 ◇

 
食

糧
と

物
資

に
つ

い
て

は
、
食

糧
は
「

様
式

5
主

食
依

頼
票

」
(P

.3
－

18
参

照
)、
物

資
は
「
様

式
6
物

資
依

頼
票

」（
P.

2-
19

参
照

)「
様

式
7
物

資
管

理
簿

」
(P

.2
－

20
参

照
)を

利
用
す

る
。

 
  注

）
避

難
者

…
自

宅
が

破
壊

さ
れ
て

住
め

な
く

な
り
、

避
難

所
で

生
活
し

て
い

る
人

々
 

 
 

帰
宅

困
難

者
…
交

通
手

段
が
断

た
れ

た
等

の
理
由

に
よ

り
、

帰
宅
で

き
ず

避
難

所
に

い
る

人
々

 
 

 
避

難
所

外
避

難
者

…
在

宅
避
難

、
車

中
避

難
、
軒

先
避

難
等

、
避

難
所

外
に

避
難

し
て

い
る

避
難

者
 

 
 

在
宅

避
難

者
…
自

宅
に

住
む
こ

と
は

で
き

る
が
、

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
破

壊
な

ど
の

理
由

で
生

活
で

き
ず

、
避

難
所

の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

施
設

を
利

用
し

た
り

、
物

資
の
配

給
な

ど
の

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
て

い
る

人
々
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  ＊
口

コ
ミ

に
よ

る
情

報
は

広
報

し
な

い
も

の
と

し
、

情
報

班
の

者
が

実
際

に
確

認
し

た
も

の
だ

け
を

広
報

す
る

。
 

＊
情

報
班

に
よ

る
情

報
サ

ー
ビ

ス
は

、
避

難
者

の
生

活
再

建
に

大
変

重
要

な
役

割
を

果
た

す
。

 

＊
毎

日
の

ま
ち

の
復

興
状

況
な

ど
の

情
報

は
、

被
災

者
に

と
っ

て
復

興
へ

向
け

た
精

神
的

な
支

え
と

な
り

ま
す

。
 

＊
物

資
や

食
料

が
不

足
す

る
時

期
で

も
、

避
難

所
周

辺
で

営
業

し
て

い
る

店
舗

も
あ

り
、

被
災

者
に

と
っ

て
は

大
切

な
生

活
支

援
情

報
と

な
る

の
で

、
場

合
に

よ
っ

て
は

店
舗

の
チ

ラ
シ

や
広

告
、

地
図

な
ど

も
必

要
に

応
じ

て
広

報
す

る
。

 

＊
情

報
班

は
、

直
接

、
市

役
所

等
に

定
期

的
に

通
い

、
必

要
な

情
報

収
集

に
努

め
る

。
 

＊
避

難
者

は
、

行
政

か
ら

の
情

報
提

供
を

待
つ

ば
か

り
で

は
な

く
、

積
極

的
に

情
報

収
集

に
努

め
る

こ
と

が
自

力
で

の
生

活
再

建
を

図
る

上
で

望
ま

し
い

と
い

う
点

を
充

分
に

理
解

し
て

も
ら

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

 

＊
地

区
防

災
組

織
と

避
難

所
運

営
本

部
と

の
通

信
用

に
、

ト
ラ

ン
シ

ー
バ

ー
・

ア
マ

チ
ュ

ア
無

線
等

の
活

用
が

望
ま

し
い

。
 

③
 情

報
班

の
役

割
 

�
 
情

報
収

集
と

総
務

班
と

の
連

絡
・

調
整

 

�
 
収

集
し

た
情

報
の

多
様

な
手

段
で

の
避

難
者

等
へ

の
提

供
 

�
 
要

配
慮

者
や

避
難

所
外

避
難

者
に

配
慮

し
た

情
報

提
供

 

�
 
外

部
へ

の
避

難
者

情
報

の
提

供
 

  

 

情
報

収
集

と
総

務
班

と
の

連
絡

・
調

整
 

＊
避

難
所

を
中

心
と

し
た

、
地

域
の

被
災

状
況

や
生

活
状

況
、

復
旧

状
況

に
関

連
す

る
情

報
を

収
集

し
ま

す
。

収
集

し
た

情
報

を
必

ず
時

刻
と

発
信

元
を

記
録

し
た

う
え

で
、

総
務

班
を

通
じ

て
、

三
雲

管
内

災
害

対
策

本
部

へ
連

絡
し

ま
す

。
 

 収
集

し
た

情
報

の
多

様
な

手
段

で
の

避
難

者
等

へ
の

提
供

 

＊
収

集
し

た
情

報
や

三
雲

管
内

災
害

対
策

本
部

か
ら

の
情

報
を

整
理

し
、

時
刻

や
場

所
等

を
明

示
し

て
、

本
部

長
の

指
示

の
も

と
、

掲
示

板
や

施
設

内
放

送
等

に
よ

っ
て

避
難

者
等

へ
提

供
し

ま
す

。
 

＊
復

旧
・

復
興

の
日

程
の

情
報

収
集

と
伝

達
を

重
視

し
て

行
い

ま
す

。
 

＊
災

害
時

は
停

電
等

に
よ

り
外

部
か

ら
の

情
報

も
途

絶
す

る
恐

れ
が

あ
り

ま
す

。
災

害
対

策
本

部
か

ら
の

情
報

と
と

も
に

、
P

C

や
テ

レ
ビ

、
ラ

ジ
オ

な
ど

あ
ら

ゆ
る

手
段

で
常

に
情

報
が

入
手

で
き

る
状

態
を

確
保

し
ま

す
。

 

 要
配

慮
者

や
避

難
所

外
避

難
者

に
配

慮
し

た
情

報
提

供
 

＊
要

配
慮

者
（

外
国

人
や

視
覚

障
が

い
・

聴
覚

障
が

い
・

知
的

障
が

い
の

あ
る

人
な

ど
）

や
避

難
所

外
避

難
者

に
も

情
報

が
行

き
わ

た
る

よ
う

に
、

多
様

な
手

段
を

使
っ

て
情

報
提

供
し

ま
す

。
 

＊
避

難
所

外
避

難
者

へ
の

情
報

収
集

や
提

供
は

、
避

難
所

外
避

難
者

対
応

班
・

地
区

の
自

主
防

災
組

織
と

連
携

し
て

行
い

ま
す

。 

＊
情

報
の

伝
達

は
基

本
的

に
は

文
字

表
記

し
て

掲
示

し
ま

す
。

掲
示

物
作

成
後

、
避

難
所

外
避

難
者

対
応

班
を

通
じ

、
地

区
の

自
主

防
災

組
織

に
送

り
ま

す
。

掲
示

は
自

主
防

災
組

織
が

担
当

し
ま

す
。

 

＊
帰

宅
困

難
者

に
対

し
て

も
、

帰
宅

支
援

と
し

て
、

鉄
道

等
の

移
動

手
段

の
情

報
な

ど
を

提
供

し
ま

す
。

 

 外
部

へ
の

避
難

者
情

報
の

提
供

 

＊
避

難
者

か
ら

提
供

さ
れ

た
安

否
確

認
情

報
及

び
外

部
か

ら
問

合
せ

の
あ

っ
た

情
報

を
整

理
し

て
貼

り
出

し
ま

す
。

被
災

者
管

理
班

と
連

携
し

て
行

い
ま

す
。
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  ＊
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
の

支
援

サ
ー

ビ
ス

は
、

登
録

さ
れ

た
避

難
者

数
を

も
と

に
提

供
さ

れ
る

点
を

避
難

者
全

員
に

周
知

し
、

避
難

者
名

簿
へ

の
記

入
を

徹
底

す
る

。
 

＊
避

難
者

名
簿

へ
の

記
入

は
、

世
帯

単
位

で
避

難
者

自
身

（
各

世
帯

の
代

表
者

）
が

記
入

し
、

提
出

す
る

。
 

＊
受

付
窓

口
で

対
応

で
き

な
い

場
合

は
、

避
難

者
組

の
代

表
に

協
力

を
依

頼
し

、
避

難
者

名
簿

へ
の

登
録

を
徹

底
す

る
。

 

＊
避

難
者

名
簿

へ
の

記
入

は
、

在
宅

被
災

者
の

場
合

も
受

け
付

け
る

。
そ

の
場

合
、

様
式

３
「

避
難

者
名

簿
」

の
「

避
難

所
外

避
難

者
」

の
欄

に
記

入
。

支
援

が
必

要
で

な
く

な
っ

た
場

合
は

、
受

付
に

届
け

出
る

よ
う

依
頼

す
る

。
 

  ＊
安

否
確

認
の

問
合

せ
は

、
外

部
の

人
に

と
っ

て
縁

者
の

情
報

を
確

保
す

る
大

切
な

手
段

で
あ

る
。

 

＊
避

難
者

名
簿

に
は

、
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

観
点

か
ら

呼
び

出
し

や
問

合
せ

等
に

対
し

、
あ

ら
か

じ
め

要
望

事
項

が
あ

る
避

難
者

が
い

る
。

外
部

か
ら

の
問

合
せ

に
対

し
て

は
、

個
人

情
報

を
取

り
扱

う
と

い
う

立
場

を
踏

ま
え

な
が

ら
対

応
す

る

必
要

が
あ

る
。

 

＊
問

合
せ

が
殺

到
し

た
場

合
、

も
し

く
は

呼
び

出
し

て
も

連
絡

が
取

れ
な

い
場

合
も

あ
る

の
で

、
あ

ら
か

じ
め

問
合

せ
相

手
に

理
解

し
て

も
ら

う
こ

と
も

必
要

で
あ

る
。

 

 

④
 
被

災
者

管
理

班
の

役
割

 

�
 
避

難
者

の
把

握
･リ

ス
ト

の
作

成
･管

理
、

避
難

者
等

の
入

退
所

管
理

 

�
 
訪

問
者

の
受

付
、

マ
ス

コ
ミ

等
部

外
者

の
入

出
管

理
 

�
 
郵

便
･宅

配
便

の
受

付
･避

難
者

へ
の

手
渡

し
等

 
 

 

避
難

者
の

把
握

･リ
ス

ト
の

作
成

、
避

難
者

の
入

退
所

管
理

 

＊
避

難
所

の
避

難
者

の
状

況
を

で
き

る
だ

け
正

確
に

把
握

す
る

た
め

、
自

治
会

単
位

で
受

付
を

設
置

し
て

、「
避

難
者

名
簿

」

を
作

成
し

て
総

務
班

を
通

じ
て

三
雲

管
内

災
害

対
策

本
部

へ
連

絡
し

ま
す

。
 

□
 避

難
者

世
帯

ご
と

の
名

簿
作

成
（

様
式

３
「

避
難

者
名

簿
」）

（
P

1
-2

0
参

照
）

 

□
 観

光
客

等
帰

宅
困

難
者

の
リ

ス
ト

作
成

 

□
 要

配
慮

者
の

状
態

別
リ

ス
ト

作
成

 

□
 阿

坂
方

面
に

避
難

の
際

は
、

上
ノ

庄
（

消
防

団
消

防
車

庫
）

に
準

備
し

て
あ

る
避

難
所

受
付

セ
ッ

ト
を

持
ち

だ
し

て
運

び
、

避
難

者
の

管
理

を
す

る
。

 

 訪
問

者
の

受
付

、
マ

ス
コ

ミ
等

部
外

者
の

入
出

管
理

 

＊
避

難
所

へ
の

訪
問

者
（

避
難

者
へ

の
面

会
な

ど
）

及
び

マ
ス

コ
ミ

等
部

外
者

の
入

出
を

管
理

し
ま

す
。

 

 郵
便

･宅
配

便
の

受
付

･避
難

者
へ

の
手

渡
し

等
 

＊
外

部
か

ら
の

郵
便

・
宅

配
便

や
避

難
者

へ
の

手
渡

し
な

ど
の

受
付

、
電

話
な

ど
に

よ
る

安
否

確
認

等
の

問
合

せ
や

避
難

者

の
呼

出
し

に
対

応
し

ま
す

。
 

 
 

郵
便

･宅
配

便
を

受
付

で
対

応
す

る
場

合
 

郵
便

物
受

付
票

に
て

受
付

 

電
話

で
の

問
合

せ
へ

の
対

応
 

行
方

不
明

者
等

問
合

せ
受

付
票

に
て

対
応
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様
式

1
2

（
松

阪
様

式
11
.
 
 郵

便
物

等
受

取
帳

）
 

郵
便

物
等

受
取

帳
 

 
米

ノ
庄

住
民

自
治

協
議

会
 

避
難

所
運

営
本

部
 

避
難

所
名

 
 

N
o.
 

 
  

  
 

  
 

 
  

  
 

 
受

付
月

日
 

宛
名

 
住

居
組

 
郵

便
物
等

の
種

類
 

受
取

月
日

 
受

取
人

 

1 
  

月
  

日
 

 
組

 
葉

書
・

封
書

・
小

包
・
そ
の

他
 

（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ）

 
  

月
  

日
 

 

2 
  

月
  

日
 

 
組

 
葉

書
・

封
書

・
小

包
・
そ
の

他
 

（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ）

 
  

月
  

日
 

 

3 
  

月
  

日
 

 
組

 
葉

書
・

封
書

・
小

包
・
そ
の

他
 

（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ）

 
  

月
  

日
 

 

4 
  

月
  

日
 

 
組

 
葉

書
・

封
書

・
小

包
・
そ
の

他
 

（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ）

 
  

月
  

日
 

 

5 
  

月
  

日
 

 
組

 
葉

書
・

封
書

・
小

包
・
そ
の

他
 

（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ）

 
  

月
  

日
 

 

6 
  

月
  

日
 

 
組

 
葉

書
・

封
書

・
小

包
・
そ
の

他
 

（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ）

 
  

月
  

日
 

 

7 
  

月
  

日
 

 
組

 
葉

書
・

封
書

・
小

包
・
そ
の

他
 

（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ）

 
  

月
  

日
 

 

8 
  

月
  

日
 

 
組

 
葉

書
・

封
書

・
小

包
・
そ
の

他
 

（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ）

 
  

月
  

日
 

 

9 
  

月
  

日
 

 
組

 
葉

書
・

封
書

・
小

包
・
そ
の

他
 

（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ）

 
  

月
  

日
 

 

10
 

  
月

  
日

 
 

組
 

葉
書

・
封

書
・

小
包

・
そ
の

他
 

（
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 ）

 
  

月
  

日
 

 

・
 被

災
者

管
理

班
の

担
当

者
は

、
「

受
付

月
日

」
～

「
郵

便
物

等
の

種
類

」
欄

に
記

入
し

ま
す

。
 

・
 受

取
は

、
原

則
と

し
て

各
自

治
会

単
位

の
組

（
班

・
丁

目
）

ご
と

に
代

表
者

（
班

長
・

組
長

等
）

が
取

り
に

く
る

こ
と

と
し

、

受
取

の
際

は
、

代
表

者
に

「
受

取
月

日
」

と
「

受
取

人
」
欄

に
記

入
し
て

も
ら
い

ま
す

。
 

・
 本

人
に

直
接

渡
す

必
要

が
あ

る
郵

便
物

等
の

場
合

は
、

被
災

者
管

理
班

の
担

当
者

は
受

け
取

り
に

来
た

避
難

者
組

の
代

表
者

に

そ
の

旨
を

伝
え

、
本

人
に

受
け

取
り

に
来

て
も

ら
い

、「
受

取
月

日
」

と
「

受
取

人
」

欄
に

記
入

し
て

も
ら

い
ま

す
。

 
米

ノ
庄

避
難

所
運

営
本

部
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様
式

1
3
（

松
阪

様
式

1
2）

. 
 取

材
者
用

受
付

用
紙
 

 

取
材

者
用

受
付

用
紙

 

米
ノ

庄
住

民
自

治
協

議
会

 
避

難
所

運
営

本
部

 

  

受
付

日
時

 
  

  
 月

  
  

 日
 A

M
・

PM
  

  
時

  
  

分
 

退
所
日

時
 

  
  

 月
  

  
 日

 A
M

・
PM

  
  

時
  

  
分

 

代 表 者  

氏
  

 名
 

 
所

  
 属

 
 

連
絡

先
（
住

所
・

TE
L）

 
 

同 行 者  

氏
 名

 
所

 属
 

 
 

 
 

 
 

取 材 目 的  

※
オ

ン
エ
ア

、
記

事
発

表
な
ど

の
予

定
 

避
難

所
側

付
添
者

氏
名

 
（

名
刺
添
付

場
所

）
 

特
記

事
項

 

※
お

帰
り

の
際

に
も
必

ず
受

付
へ
お

寄
り

く
だ

さ
い

。
 

 
 

 
 

 
米

ノ
庄

避
難

所
運

営
本

部
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様
式

1
4 

 被
災

者
管

理
班

 

行
方

不
明

者
等

問
合

わ
せ

受
付

票
 

米
ノ

庄
住

民
自

治
協

議
会

 
避

難
所

運
営

本
部

 

 

（
避

難
所

名
： 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
小

学
校

）
 

 
 

 
 

 
 

№
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                                                        

米
ノ

庄
避

難
所

運
営

本
部

 
  

問
い

合
わ

せ
日

□
電

話
対

応
： ：

氏
名

：
氏

名

依
頼

者
（問

い
合

わ
せ

た
人

）
氏

名
間

柄
連

絡
先

被
依

頼
者

（誰
を

さ
が

し
て

い
る

か
）

対
応

し
た

人

年
齢

歳

来
所

対
面

対
応

□ 氏
名

年
　
　
　

月
　
　

　
日

（　
　

）

要
件

特
徴

電
話

対
応

時
刻

避
難

所
入

所
時

刻

避
難

所
退

所
時

刻

2-
15

 

 

  ＊
職

員
室

に
つ

い
て

は
、

学
校

教
育

の
早

期
再

開
の

観
点

か
ら

避
難

所
と

し
て

は
利

用
し

な
い

。
 

＊
遺

体
を

安
置

す
る

ス
ペ

ー
ス

に
つ

い
て

は
、

災
害

の
状

況
に

よ
り

、
場

所
を

決
定

す
る

。
 

＊
季

節
に

よ
っ

て
は

、
冷

暖
房

器
具

や
空

調
設

備
な

ど
の

調
達

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

＊
避

難
者

の
最

低
限

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
が

確
保

さ
れ

る
よ

う
、

間
仕

切
り

な
ど

の
資

機
材

の
調

達
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

 

＊
施

設
全

体
の

防
火

対
策

を
行

い
、

焚
き

火
や

喫
煙

場
所

な
ど

防
火

ル
ー

ル
を

作
成

す
る

。
 

＊
避

難
所

で
は

飲
料

水
の

確
保

を
優

先
し

、
次

に
ト

イ
レ

、
手

洗
い

、
洗

顔
、

洗
髪

、
洗

濯
な

ど
の

生
活

用
水

の
確

保
に

努
め

る
。 

  

 

施
設

の
警

備
に

よ
る

防
犯

、
危

険
箇

所
へ

の
対

応
 

＊
施

設
・

設
備

に
つ

い
て

、
定

期
的

に
確

認
し

ま
す

。
余

震
な

ど
に

よ
り

新
た

な
危

険
な

箇
所

が
出

た
場

合
に

は
立

ち
入

り
禁

止
に

し
ま

す
。

 

＊
巡

回
等

に
よ

り
、

防
犯

・
防

火
に

努
め

ま
す

。
女

性
や

子
ど

も
は

、
人

目
の

な
い

所
や

ト
イ

レ
等

に
１

人
で

行
か

な
い

よ
う

に
注

意
喚

起
し

ま
す

。
 

  施
設

利
用

場
所

の
選

定
と

利
用

計
画

の
作

成
 

＊
運

営
上

必
要

と
な

る
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

し
、

既
に

避
難

者
が

占
有

し
て

い
る

場
合

に
は

、
事

情
を

説
明

し
て

移
動

し
て

も
ら

い
ま

す
。

 

＊
要

配
慮

者
に

つ
い

て
は

、
特

別
な

配
慮

が
必

要
な

方
も

い
ま

す
の

で
、

状
態

に
応

じ
た

割
り

振
り

等
を

考
え

、
利

用
計

画
を

作
成

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 

＊
施

設
管

理
者

の
ア

ド
バ

イ
ス

の
も

と
、

仮
設

ト
イ

レ
の

設
置

場
所

や
物

資
・

食
料

の
保

管
場

所
、

ト
ラ

ッ
ク

等
の

駐
停

車
場

所
、

荷
お

ろ
し

場
所

な
ど

様
々

な
避

難
所

の
施

設
利

用
の

場
所

選
定

と
利

用
計

画
を

作
成

し
ま

す
。

 

 
米

ノ
庄

小
学

校
体

育
館

を
避

難
所

と
す

る
場

合
、

マ
ン

ホ
ー

ル
ト

イ
レ

を
北

側
フ

ェ
ン

ス
前

に
設

置
し

ま
す

。
 

 
ま

た
、

ト
ラ

ッ
ク

等
専

用
車

両
の

搬
入

口
は

西
門

か
ら

進
入

し
ま

す
。

 

 

 ご
み

の
集

約
、

清
掃

 

ご
み

集
積

場
の

設
置

、
分

別
の

周
知

徹
底

を
す

る
。

 

生
ご

み
は

幼
稚

園
跡

に
埋

め
る

な
ど

を
し

、
不

衛
生

に
な

ら
な

い
よ

う

に
努

め
る

。
 

ト
イ

レ
の

利
用

管
理

 
ト

イ
レ

の
設

置
は

、
衛

生
班

と
共

同
で

行
う

。
使

用
に

つ
い

て
の

注
意

事
項

を
貼

り
出

し
、

避
難

者
全

員
で

清
掃

当
番

を
決

め
る

。
 

ト
イ

レ
の

利
用

方
針

 

○
 洋

式
ト

イ
レ

は
高

齢
者

、
障

が
い

の
あ

る
人

を
優

先
に

し
ま

す
。

 

○
 断

水
時

は
、

ポ
リ

袋
に

新
聞

紙
を

入
れ

、
便

器
に

か
ぶ

せ
て

使
用

し
ま

す
。

 

○
 汚

物
が

袋
に

入
っ

た
ら

ポ
リ

袋
ご

と
捨

て
ま

す
。

 

○
 ト

イ
レ

は
男

女
を

別
に

設
置

し
、

設
置

数
は

以
下

の
通

り
が

望
ま

し
い

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

初
動

期
 

５
０

人
／

１
基

 
 

 
長

期
 

２
０

人
／

1
基

 

〇
米

ノ
庄

指
定

避
難

所
【

米
ノ

庄
小

学
校

体
育

館
】

は
、

マ
ン

ホ
ー

ル
ト

イ
レ

を
7

基
準

備
済

で
あ

る
。

 

           

⑤
 
施

設
管

理
班

の
役

割
 

⚫ 
施

設
の

警
備

に
よ

る
防

犯
、

防
火

、
危

険
箇

所
へ

の
対

応
 

⚫ 
施

設
利

用
場

所
の

選
定

と
利

用
計

画
の

作
成
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  ＊
物

資
・

食
糧

を
要

請
す

る
際

に
は

、
基

本
的

に
随

時
に

行
う

こ
と

な
く

、
避

難
所

か
ら

三
雲

管
内

災
害

対
策

本
部

へ
の

定
時

連
絡

の
際

に
ま

と
め

て
要

請
で

き
る

体
制

を
つ

く
る

。
 

＊
物

資
の

受
け

入
れ

に
伴

う
作

業
や

、
物

資
の

保
管

・
管

理
は

、
か

な
り

の
負

担
と

な
る

た
め

、
要

請
に

あ
た

っ
て

は
余

剰
物

資
が

発
生

し
な

い
よ

う
に

注
意

す
る

。
 

＊
夏

場
や

梅
雨

の
時

期
に

は
、

物
資

・
食

料
へ

の
カ

ビ
の

発
生

や
害

虫
・

ね
ず

み
の

被
害

に
注

意
し

、
保

管
場

所
の

衛
生

管
理

に
も

注
意

が
必

要
で

あ
る

。
 

＊
物

資
・

食
糧

の
在

庫
は

常
に

把
握

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
。

 

＊
物

資
の

保
管

は
、

種
類

や
配

布
方

法
ご

と
に

整
理

し
て

保
管

し
、

食
糧

に
つ

い
て

は
、

食
品

の
種

類
や

保
存

方
法

、
消

費
期

限
ご

と
に

整
理

し
て

保
管

す
る

。
期

限
切

れ
の

食
料

は
す

べ
て

廃
棄

す
る

。
 

⑥
 
食

糧
物

資
班

の
役

割
 

�
 
救

援
物

資
・

日
用

品
物

資
の

調
達

・
管

理
 

�
 
避

難
者

へ
の

配
給

 

�
 
避

難
所

外
避

難
者

へ
の

配
給

方
法

の
掲

示
・

配
給

 
 

 

救
援

物
資

・
日

用
品

物
資

の
調

達
・

管
理

 

＊
各

班
と

連
携

し
て

、
避

難
者

の
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
必

要
と

認
め

ら
れ

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部

と
連

携
し

て
物

資
を

調
達

し
ま

す
。

不
足

物
資

が
あ

る
場

合
は

、
内

容
、

数
量

を
と

り
ま

と
め

て
総

務
班

を
通

じ
て

三
雲

管

内
災

害
対

策
本

部
に

連
絡

し
ま

す
。

ま
た

救
援

物
資

等
が

直
接

避
難

所
へ

到
着

し
た

場
合

は
、

総
務

班
を

通
じ

て
三

雲
管

内

災
害

対
策

本
部

へ
連

絡
し

ま
す

。（
様

式
５

「
主

食
依

頼
票

」
(P

.2
－

1
8

)、
様

式
６

「
物

資
依

頼
票

」（
P

.2
-
1

9
）

参
照

） 

＊
要

請
し

た
物

資
が

搬
送

さ
れ

た
ら

数
量

な
ど

を
把

握
し

て
、

物
資

保
管

場
所

へ
種

類
別

に
保

管
し

ま
す

。
保

管
場

所
の

鍵

は
物

資
班

長
が

管
理

し
ま

す
。（

様
式

７
「

物
資

管
理

簿
」（

P
.2

－
2

0
）

参
照

）
 

＊
受

入
作

業
は

重
労

働
と

な
る

の
で

、
避

難
者

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

協
力

を
呼

び
か

け
ま

し
ょ

う
。

 

 

避
難

者
へ

の
配

給
 

＊
物

資
の

配
給

は
、

配
給

ル
ー

ル
を

決
め

、
可

能
な

限
り

全
員

が
納

得
す

る
よ

う
に

配
慮

し
て

行
い

ま
す

。
 

＊
配

給
に

お
い

て
は

、
避

難
者

の
協

力
を

得
て

行
い

ま
す

。
配

給
方

法
は

窓
口

配
付

や
代

表
者

（
自

治
会

長
や

組
長

な
ど

）

へ
の

配
付

な
ど

、
混

乱
を

防
ぐ

方
法

を
物

資
に

よ
っ

て
工

夫
し

、
高

齢
者

、
障

が
い

の
あ

る
人

、
乳

幼
児

な
ど

特
別

な
ニ

ー

ズ
に

対
し

て
は

個
別

に
対

応
し

ま
す

。
 

＊
女

性
用

下
着

や
生

理
用

品
等

の
配

付
は

、
女

性
が

担
当

す
る

等
配

慮
し

ま
し

ょ
う

。
 

＊
外

国
人

で
宗

教
上

食
べ

ら
れ

な
い

も
の

が
あ

る
方

や
、

食
物

ア
レ

ル
ギ

ー
の

あ
る

方
な

ど
に

つ
い

て
も

、
個

別
に

対
応

す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
配

給
場

所
に

食
品

名
を

書
き

出
す

な
ど

、「
見

え
る

化
」

に
努

め
る

よ
う

に
し

ま
す

。
 

 

避
難

所
外

避
難

者
へ

の
配

給
方

法
の

掲
示

・
配

給
 

＊
救

援
物

資
は

、
避

難
所

に
訪

れ
る

避
難

所
外

避
難

者
に

対
し

て
も

、
訪

れ
る

こ
と

が
出

来
な

い
避

難
所

外
避

難
者

に
対

し

て
も

、
様

々
な

配
慮

し
配

給
方

法
を

掲
示

し
て

配
給

し
ま

す
。

 

＊
食

糧
物

資
の

要
望

収
集

は
、「

避
難

所
外

避
難

者
用

食
糧

物
資

要
望

リ
ス

ト
」（

P
.3

-2
1

）
に

数
量

を
記

入
し

自
主

防
災

組

織
か

ら
避

難
所

外
避

難
者

対
応

班
を

通
じ

て
要

望
を

あ
げ

る
。

リ
ス

ト
外

の
品

目
に

つ
い

て
は

、
必

要
物

資
名

・
地

区
名

・

氏
名

を
記

入
し

て
意

見
箱

に
投

函
す

る
。

 

＊
食

糧
物

資
の

配
給

方
法

は
、

本
部

よ
り

連
絡

あ
り

次
第

、
現

地
の

自
主

防
災

組
織

の
 

代
表

が
受

け
取

り
に

く
る

。
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様
式

1
5

（
松

阪
様
式

5
.
）
  
 主

食
依
頼
票

 

 避
難

所
 →

 
災
害

対
策

本
部

  

主
食

依
頼

票
 

米
ノ

庄
住

民
自

治
協

議
会

 
避

難
所

運
営

本
部

 

 
N

o.
 

 
 

 
 

 
 

避 難 所  

発
信
時

刻
  

  
 

月
 

  
 

 日
 

  
午

前
・

午
後

  
 

  
時

  
 

  
分

 

避 難 所  

避
難
所

名
（

住
所

）
 

発
注
依

頼
者

（
役

職
名

）
 

TE
L 

 

FA
X 

依 頼  

避
 難

 者
 用

 
 

 
 食

 
在

宅
被

災
者

用
  

 
 食

 

 
計

  
 

 
 

食
  
う

ち
  

柔
ら

か
い

食
事

 
 

 
 

 食
 

そ
の
他

の
依

頼
内

容
 

三 雲 管 内 災 害 対 策 本 部  

受
信
者

名
 

本
部

食
料

担
当

 本
票

受
取
者

名
 

処
理
結

果
・

内
容

 

 
避

 難
 者

 用
  

 
 

 
 食

  
  

  
  

 
在
宅

被
災

者
用

 
 
 

 
 食

 

 
計

  
 

 
 

食
  
う

ち
  

柔
ら

か
い

食
事

 
 
 

 
 食

 

発
注
業

者
 

TE
L 

 

FA
X 

配
送
業

者
 

TE
L 

 

FA
X 

到
着
確

認
時

間
  

 
 日

  
午

前
・
午

後
 
 

 
 時

 
 

 
 分

 
処

理
担

当
者

 

 ○
 行

政
担

当
者

は
、

FA
X
で

依
頼

を
行

う
こ

と
を

原
則

と
す

る
。

 
○

 F
AX

 で
の
依

頼
を

行
う

こ
と

が
で

き
な

い
場

合
は
、

必
ず

控
え

を
残
す

。
 

○
 避

難
所

の
行

政
担

当
者
は

、
受
領

時
に

そ
の

旨
を
災
害

対
策

本
部

へ
連
絡

す
る

。
 

○
 避

難
者

用
の

中
に

は
、
行

政
担
当

者
、

施
設

管
理
者
の

人
数

も
含

め
る
も

の
と

す
る

。
 

  
米

ノ
庄

避
難
所

運
営

本
部
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様
式

1
6
松
阪

様
式

6.
）

 
  

物
資

依
頼

票
 

 避
難

所
 →

 
三

雲
管

内
災

害
本

部
 →

 業
者

 →
 三

雲
管

内
災

害
本

部
  

物
資

依
頼

票
 

米
ノ

庄
住

民
自

治
協

議
会

 
避

難
所

運
営

本
部

 

               ① 

発
信

日
時

 
  

 
月

  
 
 日

  
AM

・
PM

  
  

  
時

  
 
 分

 

               ② 

発
注

先
業

者
名

 

FA
X（

TE
L
）

 

避
難

所
名

ふ
り

が
な

 
票

NO
. 

 
 

 
 票

枚
数

( 
 

 
 枚

) 

避
難

所
住
所

 
受

付
日
時

 

 
 

  
月

 
 
 

 日
 （

  
  

）
 

 
 

A
M・

P
M 

 
  

 
 時

  
  

 
分

 

発
注

依
頼
者

 
 

 
 

 
 

  
 

 F
AX
 

（
役

職
名
）

 
 

 
 

 
 

  
 

 
T
EL
 

本
部

受
信

者
名

 

FA
X・

TE
L
 

 
商

品
 

コ
ー

ド
 

品
 
名

 
サ
イ

ズ
 

な
ど
 

数
量

 
単

位
 

〔
ヶ

・
箱
 

 
ケ

ー
ス
〕
 

備
考

 
個

口
 

1 
 

 
 

 
 

 
 

2 
 

 
 

 
 

 
 

3 
 

 
 

 
 

 
 

4 
 

 
 

 
 

 
 

5 
 

 
 

 
 

 
 

6 
 

 
 

 
 

 
 

7 
 

 
 

 
 

 
 

8 
 

 
 

 
 

 
 

9 
 

 
 

 
 

 
 

1
0 

 
 

 
 

 
 

 

 
○

 
一
行

に
つ

き
一

品
、

サ
イ
ズ
ご

と
に

記
入

し
、
数

量
は

キ
リ

の
い

い
数

で
注
文

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
○

 
性

別
な
ど

は
「

サ
イ

ズ
な

ど
」

の
欄
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
○

 
食

料
物
資

班
の

人
は

こ
の

伝
票

に
記
入

し
、

行
政

担
当

者
に

配
達

・
注

文
を

要
請
し

て
く

だ
さ

い
。

 

 
○

 
行

政
担
当

者
は

、
原

則
と

し
て

F
AX

 
で

依
頼

を
行

っ
て

く
だ
さ

い
。

 

 
○

 
FA

X
 が

使
え

な
い

場
合

は
、
必

ず
控
え

を
残

し
て

お
い

て
く

だ
さ

い
。

 

 
○

 
食

料
物
資

班
は

、
受

領
時

に
「

物
資
管

理
簿

」
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

個
口

合
計

 

 

 
 

出
荷

日
時

 
 

  
 月

 
 

 
日

（
  

 
）

 
 A

M・
PM

 
  

時
  

 
分

 

③
 

配
達

者
名

  
 

 
 
 

 
 
 

 
FA

X（
TE

L）
 

 
 

お
届

け
日
時

 
 

  
月

 
 

 
日

（
  

 
）

 
 A

M・
PM

  
 
 

時
  

 
分

 

 
④

 

避
難

所
 

受
領
サ

イ
ン
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

米
ノ

庄
避

難
所

運
営

本
部
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様
式

17
（

松
阪
様

式
7.
）

  
物
資

管
理

簿
 

 
避

難
所

 →
 三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
 
 

物
資

管
理

簿
 

米
ノ

庄
住

民
自

治
協

議
会

 
避

難
所

運
営

本
部

 

避
難

所
名

 
 

N
o.

  
  

 
 

  
 

  
  

  
 

品
名

 

大
分

類
 

単
位

呼
称

 

商
品

コ
ー

ド
 

 

中
分

類
 

小
分

類
 

年
月

日
 

受
入

先
 

出
し

先
 

受
 

出
 

残
 

記
入

者
 

備
考

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
月
 
 

 
 日

現
在

に
お
け
る

  
 

 
 
 

 
  

 
 

 
 
数

量
の
合

計
 

受
 入

 
払

 出
 

残
 数

 
 

 
 

※
 こ

の
用

紙
は

、
避

難
所
で

保
管
し

て
お

く
。

 
※

 代
金

の
決

済
が

必
要

な
場

合
は
、

備
考

欄
に

「
支
払
伝

票
の

N
o.
」

を
記
入
す

る
。

 
※

品
名

の
分

類
(大

分
類

・
中

分
類

・
小

分
類

)に
つ

い
て

は
、

食
糧

物
資

班
フ

ァ
イ

ル
(避

難
所

に
保

管
)を

参
照

す
る

。
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米
ノ

庄
避

難
所

運
営

本
部

 

様
1
8 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
地

区
→
米

ノ
庄

避
難
所

運
営

本
部

 
 

 
 
 

 
 
 

 

米
ノ

庄
住

民
自

治
協

議
会

 
避

難
所

運
営

本
部

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

記
入

年
月

日
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

（
 

 
 

）
 

                                

  
※

要
望

は
、

避
難

所
運

営
本

部
に

届
け

ら
れ

た
物

資
の

内
容

、
数

量
を

考
慮

し
て

配
給

と
な

る
た

め
、

全
要

望
品

目
数

を
満

た
す

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 

 

№
必

要
物

資
品

目
数

量
備

考
№

必
要

物
資

品目
数

量
備

考

1
主

食
41

靴

2
飲

料
水

42
帽

子

3
粉

ミ
ル

ク
43

雨
具

4
そ

の
他

食
品

（
 

 
  

 
）

44
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

5
そ

の
他

食
品

（
 

 
  

 
）

45
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

6
そ

の
他

食
品

（
 

 
  

 
）

46
テ

ッ
シ

ュ
ペ

ー
パ

ー

7
そ

の
他

食
品

（
 

 
  

 
）

47
紙

お
む

つ

8
タ

オ
ル

48
紙

パ
ン

ツ

9
バ

ス
タ

オ
ル

49
ウ

ェ
ッ

ト
テ

ィ
ッ

シ
ュ

10
布

団
50

生
理

用
品

11
毛

布
51

マ
ス

ク

12
上

着
（

 
 

 
 

 
  

 
）

52
⻭

磨
き

セ
ッ

ト

13
上

着
（

 
 

 
 

 
  

 
）

53
洗

濯
石

鹸

14
上

着
（

 
 

 
 

 
  

 
）

54
手

洗
い

石
鹸

15
上

着
（

 
 

 
 

 
  

 
）

55
ゴ

ミ
袋

16
下

着
（

 
 

 
 

 
  

 
）

56
カ

イ
ロ

17
下

着
（

 
 

 
 

 
  

 
）

57
う

ち
わ

18
下

着
（

 
 

 
 

 
  

 
）

58
外

用
薬

（
 

 
 

 
）

19
下

着
（

 
 

 
 

 
  

 
）

59
内

服
薬

（
 

 
 

 
）

20
靴

下
60

内
服

薬
（

 
 

 
 

）

⾃
主

防
災

組
織代

表
名

地
区

名

連
絡

事
項
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⑦
 救

護
班

の
役

割
 

⚫ 
傷

病
者

へ
の

対
応

 

⚫ 
要

配
慮

者
へ

の
対

応
 

⚫ 
避

難
者

健
康

状
態

の
確

認
 

⚫ 
避

難
所

外
避

難
者

の
健

康
状

態
を

避
難

所
外

避
難

者
対

応
班

を
通

じ
て

確
認

 
  

対
応

に
当

た
っ

て
は

、
避

難
所

及
び

地
域

で
専

門
の

資
格

を
持

っ
た

人
（

看
護

師
、

介
護

士
、

手
話

、
外

国
語

な
ど

）
を

募
り

、
従

事
者

と
し

て
加

わ
っ

て
も

ら
い

ま
す

。
（

受
付

に
専

用
コ

ー
ナ

ー
設

置
）

 

傷
病

者
へ

の
対

応
 

＊
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

配
慮

し
な

が
ら

、
避

難
所

の
傷

病
者

、
体

調
不

良
者

の
状

況
を

把
握

し
、

総
務

班
を

通
じ

て
三

雲
管

内

災
害

対
策

本
部

に
連

絡
し

ま
す

。
 

＊
機

能
し

て
い

る
医

療
機

関
で

の
受

診
を

基
本

と
し

て
、

必
要

に
応

じ
て

医
療

救
護

班
の

派
遣

に
つ

い
て

、
総

務
班

を
通

じ

て
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
に

相
談

し
ま

す
。（

※
発

災
直

後
か

ら
数

日
間

は
、

医
療

機
関

へ
の

医
療

救
護

班
の

派
遣

が
優

先
さ

れ
ま

す
。

避
難

所
付

近
の

受
診

で
き

る
医

療
機

関
情

報
を

で
き

る
限

り
把

握
し

、
病

人
や

け
が

人
へ

の
緊

急
対

応
に

備

え
ま

す
。
）

 
 

う
の

胃
腸

科
内

科
医

院
0

5
9

8
-5

6
-6

0
0

1
 

ま
ん

の
う

整
形

外
科

  
 
0

5
9

8
-
5

1
-1

7
7

5
 

＊
避

難
所

内
に

応
急

救
護

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
し

、
応

急
処

置
を

し
ま

す
。

必
要

に
応

じ
、

総
務

班
を

通
じ

て
三

雲
管

内
災

害

対
策

本
部

に
要

請
し

、
医

薬
品

、
医

療
・

衛
生

器
材

を
調

達
し

ま
す

。
 

要
配

慮
者

へ
の

対
応

 

＊
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
と

連
携

し
、

要
援

護
者

の
生

活
支

援
・

介
護

を
行

い
ま

す
。

必
要

に
応

じ
、

総
務

班
を

通
じ

て

三
雲

管
内

災
害

対
策

本
部

等
に

専
門

職
員

や
専

門
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
派

遣
の

要
請

を
行

い
ま

す
。
ま

た
軽

易
な

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

支
援

に
つ

い
て

は
、

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

に
派

遣
相

談
し

ま
す

。
 

＊
声

か
け

な
ど

に
よ

り
、

定
期

的
に

健
康

状
況

や
困

っ
て

い
る

状
況

等
を

確
認

し
ま

す
。

 

避
難

者
の

健
康

状
態

の
確

認
 

＊
三

雲
災

害
対

策
本

部
体

制
が

整
っ

た
段

階
で

は
保

健
師

等
が

避
難

所
等

を
巡

回
し

、
定

期
的

に
避

難
者

の
健

康
管

理
、

健

康
相

談
、

栄
養

指
導

、
口

腔
ケ

ア
・

相
談

等
を

行
い

ま
す

が
、

救
護

班
で

も
、

定
期

的
に

す
べ

て
の

避
難

者
の

心
身

の
健

康

状
態

を
確

認
し

ま
す

。
必

要
に

応
じ

て
保

健
師

、
医

療
機

関
、

災
害

対
策

本
部

に
総

務
班

を
通

じ
て

連
絡

し
、

適
切

な
指

示

を
受

け
ま

し
ょ

う
。

 

＊
避

難
所

外
避

難
者

の
健

康
状

態
の

把
握

は
、

健
康

管
理

簿
(P

.1
－

2
2

参
照

)を
活

用
し

、
各

地
区

の
自

主
防

災
組

織
が

行

い
ま

す
。

 

 
健

康
状

態
の

悪
い

避
難

者
に

関
し

て
は

、
地

区
自

主
防

災
組

織
か

ら
避

難
所

外
避

難
者

対
応

班
を

通
し

て
状

況
の

伝
達

を

し
て

対
応

し
ま

す
。

 

＊
避

難
者

の
健

康
管

理
に

つ
い

て
、

初
動

期
は

混
乱

が
予

想
さ

れ
ま

す
が

時
系

列
的

に
チ

ェ
ッ

ク
を

し
て

避
難

者
の

健
康

観

察
を

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。
避

難
所

内
で

は
救

護
班

が
中

心
に

、
避

難
所

外
で

は
自

主
防

災
組

織
で

チ
ェ

ッ
ク

を
し

ま
す

。 
 重

症
者

な
ど

の
場

合
 

1
1

9
 
番

通
報

ま
た

は
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
に

連
絡

、
必

要
に

応
じ

て
救

急
隊

や
医

師
・

医
療

救
護

班
の

到
着

ま
で

の
応

急
処

置
 

避
難

所
で

の
介

護
や

支
援

が
困

難
な

場
合

 
福

祉
避

難
所

と
の

連
携

、
移

送
を

要
請

 

健
康

観
察

の
ポ

イ
ン

ト
 

○
 外

傷
を

受
け

て
い

な
い

か
 

○
 眠

れ
て

い
る

か
 

○
 食

事
・

水
分

摂
取

量
は

足
り

て
い

る
か

 
○

 咳
・

熱
・

下
痢

な
ど

の
症

状
は

な
い

か
 

○
 話

し
相

手
は

い
る

か
 

○
 ト

イ
レ

に
行

け
て

い
る

か
 

○
 脱

水
(口

渇
、

口
唇

・
皮

膚
の

乾
燥

、
尿

量
の

減
少

、
頭

痛
等

）
の

兆
候

は
な

い
か
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 〇
外

傷
を

う
け

て
い

な
い

か
〇

眠
れ

て
い

る
か

〇
食

事
・

水
分

摂
取

量
は

足
り

て
い

る
か

〇
咳

・
熱

・
下

痢
な

ど
の

症
状

が
な

い
か

〇
話

し
相

手
は

い
る

か
〇

ト
イ

レ
に

い
け

て
い

る
か

〇
脱

水
(口

渇
・

口
唇

・
皮

膚
の

乾
燥

・
尿

量
の

減
少

・
頭

痛
等

)の
兆

候
は

な
い

か

健
康

観
察

の
ポ

イ
ン

ト
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⑧
衛

生
班

の
役

割
 

�
 
感

染
症

予
防

（
手

洗
い

・
消

毒
の

励
行

）
 

�
 
生

活
衛

生
環

境
の

管
理

 
  

 

感
染

症
予

防
（

手
洗

い
・

消
毒

の
励

行
推

進
）

 

＊
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
に

よ
る

感
染

症
を

予
防

す
る

た
め

、
流

水
に

よ
る

手
洗

い
を

励
行

し
ま

す
。

水
道

が
使

用
不

可
の

場

合
は

擦
式

ア
ル

コ
ー

ル
消

毒
に

よ
る

手
指

消
毒

で
対

応
し

ま
す

。
ま

た
霧

吹
き

な
ど

で
水

を
ス

プ
レ

ー
す

る
な

ど
乾

燥
防

止

に
努

め
ま

す
。

 

＊
ト

イ
レ

前
や

手
洗

い
場

等
に

消
毒

液
を

配
置

し
、「

感
染

症
予

防
（

手
洗

い
・

消
毒

の
励

行
）
」

を
表

示
し

、
う

が
い

や
手

洗
い

の
励

行
を

周
知

し
ま

す
。

手
洗

い
用

消
毒

液
は

子
ど

も
の

手
の

届
か

な
い

場
所

に
設

置
し

ま
す

。
 

＊
手

拭
き

用
に

ペ
ー

パ
ー

タ
オ

ル
等

を
設

置
し

、
タ

オ
ル

の
共

用
は

し
な

い
よ

う
推

進
し

ま
す

。
 

＊
消

毒
液

・
マ

ス
ク

・
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー

パ
ー

・
ペ

ー
パ

ー
タ

オ
ル

の
在

庫
状

況
を

把
握

し
、

早
め

に
物

資
班

へ
補

充
を

依

頼
し

確
保

し
ま

す
。

 

＊
食

後
の

歯
み

が
き

と
ブ

ク
ブ

ク
う

が
い

の
励

行
を

推
進

し
ま

し
ょ

う
。

 

 生
活

衛
生

環
境

の
管

理
 

＊
食

料
の

衛
生

管
理

に
つ

い
て

、
食

器
は

使
い

捨
て

る
こ

と
、

食
べ

残
し

は
取

り
置

き
せ

ず
に

そ
の

日
の

う
ち

に
捨

て
る

こ

と
、

消
費

期
限

を
過

ぎ
た

も
の

は
捨

て
る

こ
と

を
避

難
者

へ
周

知
徹

底
し

ま
す

。
 

＊
ゴ

ミ
収

集
の

管
理

及
び

ゴ
ミ

の
処

理
（

分
別

・
生

ゴ
ミ

の
処

理
）

を
行

い
ま

す
。

 

＊
ト

イ
レ

と
居

住
空

間
の

2
足

制
を

導
入

し
ま

す
。

 

＊
施

設
管

理
班

と
連

携
し

、
定

期
的

に
ト

イ
レ

の
状

況
を

把
握

、
総

務
班

を
通

じ
て

く
み

取
り

を
依

頼
し

ま
す

。
 

＊
布

団
の

管
理

（
日

中
は

敷
き

っ
ぱ

な
し

に
し

な
い

、
晴

れ
た

日
に

は
日

光
干

し
や

通
風

乾
燥

な
ど

）
や

定
期

的
な

清
掃

を

呼
び

か
け

ま
す

。
 

＊
清

潔
を

保
つ

た
め

に
温

か
い

お
し

ぼ
り

や
タ

オ
ル

等
で

身
体

を
拭

い
た

り
、

足
や

手
な

ど
部

分
的

な
入

浴
を

導
入

し
、

推

進
し

ま
す

。
ま

た
、

入
浴

施
設

等
生

活
衛

生
関

連
施

設
に

関
す

る
情

報
収

集
及

び
提

供
に

努
め

ま
す

。
 

＊
必

要
な

物
資

を
物

資
班

に
要

請
す

る
な

ど
、

ハ
エ

や
蚊

な
ど

の
対

策
を

し
ま

す
。

 

＊
防

塵
マ

ス
ク

の
着

用
（

手
に

入
ら

な
い

場
合

は
マ

ス
ク

な
ど

）
を

呼
び

か
け

て
、

ほ
こ

り
や

粉
塵

な
ど

の
吸

引
を

防
ぐ

と

と
も

に
、

管
理

班
と

連
携

し
て

粉
塵

の
発

生
を

お
さ

え
ま

す
。

ま
た

、
粉

塵
な

ど
の

吸
引

で
咳

、
痰

、
息

切
れ

が
続

く
人

が

い
な

い
か

配
慮

し
ま

す
。

 

＊
定

期
的

な
換

気
を

推
進

し
ま

す
。
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⑨
 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
班

の
役

割
 

�
 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ニ

ー
ズ

の
把

握
・

受
付

 

�
 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

要
請

 

�
 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

配
置

・
調

整
 

 

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ニ
ー

ズ
の

把
握

・
受

付
 

＊
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

応
援

に
つ

い
て

、
依

頼
票

に
て

受
け

付
け

ま
す

。
 

＊
受

付
・

相
談

コ
ー

ナ
ー

を
設

け
相

談
を

受
け

付
け

る
と

と
も

に
、

各
班

と
連

携
し

て
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

ま
す

。
 

  

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
要

請
 

＊
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

応
援

の
要

請
を

、
総

務
班

を
通

じ
て

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

に
行

い
ま

す
。

 

  

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
配

置
・

調
整

 

＊
派

遣
さ

れ
て

き
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
受

け
付

け
（

様
式

８
「

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

受
付

票
」）

、
活

動
の

振
分

け
を

し
ま

す
。

ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
動

に
関

す
る

要
請

等
を

調
整

し
ま

す
。

 

 
 

避
難

所
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
直

接
来

た
場

合
の

対
応

 

○
 万

が
一

に
備

え
て

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

方
に

保
険

に
入

っ
て

い
た

だ
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 

○
 災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
で

登
録

を
済

ま
せ

る
よ

う
依

頼
し

ま
し

ょ
う

。
 

○
 既

に
保

険
に

加
入

さ
れ

て
い

る
方

が
来

ら
れ

た
場

合
も

、
総

務
班

を
通

じ
て

、
災

害
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
で

登
録

し

て
い

た
だ

く
こ

と
を

促
し

ま
し

ょ
う

。
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様
式

1
9
（
松

阪
様

式
8.

 
  

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
受

付
票

 
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

受
付

票
 

 米
ノ

庄
住

民
自

治
協

議
会

 
避

難
所

運
営

本
部

 

  

避
難

所
名

 
 

N
o.
 

 
 

  
  

 
 

 
 

 
 

 
受

付
日

 
 

  
 

年
  

  
月

  
 

 
日

 
 

N
o.

 
氏

 名
・

住
 所

・
電

 話
 

性 別  

職
業

 
過

去
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

経
験

の
 

有
無
と

そ
の

内
容

 

 
氏

名
 

住
所

 
電

話
 

男 女  
 

有 無  

（
活

動
内

容
）

 

 
氏

名
 

住
所

 
電

話
 

男
 

女
 

 
有

 

無
 

（
活

動
内

容
）

 

 
氏

名
 

住
所

 
電

話
 

男
 

女
 

 
有

 

無
 

（
活

動
内

容
）

 

 
氏

名
 

住
所

 
電

話
 

男
 

女
 

 
有

 

無
 

（
活

動
内

容
）

 

 
氏

名
 

住
所

 
電

話
 

男
 

女
 

 
有

 

無
 

（
活

動
内

容
）

 

 
氏

名
 

住
所

 
電

話
 

男
 

女
 

 
有

 

無
 

（
活

動
内

容
）

 

 
氏

名
 

住
所

 
電

話
 

男
 

女
 

 
有

 

無
 

（
活

動
内

容
）

 

 
氏

名
 

住
所

 
電

話
 

男
 

女
 

 
有

 

無
 

（
活

動
内

容
）

 

 
氏

名
 

住
所

 
電

話
 

男
 

女
 

 
有

 

無
 

（
活

動
内

容
）
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米

ノ
庄

避
難

所
運

営
本

部
 



 

様
式

2
0

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
№

. 
 

 
 

 
 

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

支
援

要
望

 
申

込
み

用
紙

 
米

ノ
庄

住
民

自
治

協
議

会
 

避
難

所
運

営
本

部
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

申
込

日
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

（
 

 
 

）
 

                                   

米
ノ

庄
避

難
所

運
営

本
部
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氏
 

名

住
 

所
松

阪
市

町
番

地

連
絡

先
(携

帯
電

話）

未
中

済

開
始

前
中

終
了

支
援

要
望

者

必
要

人
数

要
望

内
容

人 人

（
略

図
）

避
難

所
本

部
担

当者

〔
⽶

ノ
庄

避
難

所
運

営
本

部
 

 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
班

記
入

欄
〕

ボ
ラ

セ
ン

担
当

者⇓
／

／
／

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

セ
ン

タ
ー

連
絡

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

／
／

／

 

⓾
避

難
所

外
避

難
者

対
応

班
 

の
役

割
 

⚫ 
総

務
班

・
情

報
班

・
食

糧
物

資
班

・
救

護
班

と
、

各
地

区
の

自
主

防
災

組
織

が
 

円
滑

な
連

携
が

取
れ

る
よ

う
に

仲
介

す
る

。
 

⚫ 
総

務
班

・
情

報
班

・
食

糧
物

資
班

・
救

護
班

か
ら

各
地

区
の

自
主

防
災

組
織

へ
 

食
糧

物
資

等
を

円
滑

に
配

給
で

き
る

よ
う

に
仲

介
す

る
。

 

⚫ 
各

地
区

自
主

防
災

組
織

が
総

括
す

る
避

難
所

外
避

難
者

(在
宅

避
難

・
車

中
泊

避

難
・

テ
ン

ト
避

難
等

)の
要

望
を

、
円

滑
に

避
難

所
運

営
本

部
に

伝
達

で
き

る
よ

う

に
仲

介
す

る
。

 

      

  

 

       
 

 

 

   

避
難

所
運

営
本

部
各

班
と

、
地

区
自

主
防

災
組

織
と

の
連

携
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

市
場

庄
久

⽶
上

久
⽶

こ
も

れ
び

の
園

上
ノ

庄
中

ノ
庄

総
務

班
総

務
班

情
報

班
情

報
班

情
報

班
情

報
収

集
・

伝
達

班
情

報
連

絡
班

情
報

連
絡

班
情

報
連

絡
班

被
災

者
管

理
班

施
設

管
理

班
食

糧
物

資
班

給
食

給
水

班
避

難
班

避
難

誘
導

班
避

難
誘

導
班

避
難

誘
導

班
避

難
誘

導
班

衛
生

班
救

護
班

救
護

班
救

出
班

消
火

班
消

火
班

消
火

班
消

火
班

消
火

班
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
班

避
難

所
外

避
難

者
対

応
班

避
難

所
運

営
本

部
（

9班
）

と
現

状
の

各
地

区
自

主
防

災
組

織
の

対
応

表

避
難

・
給

食
班

搬
出

救
護

班
消

火
・

救
出

・
救

護
班

救
出

・
救

護
班

救
出

救
護

班
救

出
救

護
班

避
難

所
運

営
本

部
自

主
防

災
組

織

＊
避

難
所

外
避

難
者

対
応

班
は

、
各

地
区

の
自

主
防

災
組

織
と

避
難

所
運

営
本

部
が

、
円

滑
な

活
動

が
で

き
る

よ
う

に
、

仲
介

役
を

担
当

し
ま

す
。

 

各
地

区
の

自
主

防
災

組
織

は
、

各
地

区
単

位
で

避
難

所
外

避
難

者
へ

の
救

護
活

動
を

行
い

、
地

区
で

避
難

し
て

い
る

住
民

の
為

に
、

様
々

な
対

応
を

し
ま

す
。

 

＊
避

難
所

外
避

難
者

対
応

班
は

、
自

主
防

災
組

織
が

編
成

す
る

班
を

把
握

し
、

避
難

所
運

営
本

部
が

得
た

情
報

・
食

糧

物
資

等
を

、
速

や
か

に
配

給
、

正
確

に
伝

達
し

ま
す

。
各

自
治

会
の

自
主

防
災

組
織

の
班

編
成

は
様

々
で

す
が

、
 

避
難

所
運

営
本

部
か

ら
渡

さ
れ

る
情

報
や

食
糧

物
資

は
、

各
地

の
自

主
防

災
組

織
へ

お
く

り
、

避
難

所
外

避
難

者
 

へ
の

伝
達

や
配

給
は

自
主

防
災

組
織

に
任

せ
ま

す
。

 

 ＊
避

難
所

外
避

難
者

対
応

班
に

は
、

女
性

も
必

ず
担

当
す

る
こ

と
。

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
-２

８
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。
 

     

  

   

 

 

総
務

班
と

地
区

自
主

防
災

組
織

の
仲

介
 

 
 

情
報

班
と

地
区

自
主

防
災

組
織

の
仲

介
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

食
糧

物
資

班
と

地
区

自
主

防
災

組
織

の
仲

介
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

テ
ン

ト
泊

避
難

 
  

在
宅

避
難

 
  

車
中

泊
避

難
 

 
軒

先
等

避
難

 
 

各
地

区
 

自
主
防

災
組

織
 

行
 

政
 

 
避

難
所

運
営

本
部

 

 
各

地
区

の
避

難
所

外
避

難
者

 

 

＊
情

報
班

・
食

糧
物

資
班

で
得

た
情

報
や

物
資

は
、

総
務

班
に

報
告

さ
れ

ま
す

。
避

難
所

外
避

難
者

の
要

望
に

応
じ

る

内
容

を
避

難
所

運
営

本
部

で
決

定
後

、
総

務
班

は
避

難
所

外
避

難
者

対
応

班
に

そ
の

内
容

を
指

示
し

ま
す

。
 

ま
た

、
避

難
所

と
同

様
に

、
自

主
防

災
組

織
に

意
見

箱
を

設
置

す
る

よ
う

に
助

言
し

ま
す

。
 

 ＊
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
等

で
得

た
情

報
は

情
報

班
が

書
面

に
作

成
し

ま
す

。
総

務
班

を
通

し
て

避
難

所
外

避
難

者

対
応

班
は

、
各

地
区

自
主

防
災

組
織

に
情

報
を

伝
達

し
掲

示
を

依
頼

す
る

。
 

＊
避

難
所

外
避

難
者

用
食

糧
物

資
要

望
リ

ス
ト

(P
.2

－
２

１
参

照
)で

要
求

さ
れ

た
食

糧
物

資
の

種
類

や
数

量
を

管
理

し
、

総
務

班
を

通
し

て
そ

の
内

容
を

食
糧

物
資

班
に

報
告

す
る

。
 

＊
配

給
可

能
な

食
糧

物
資

を
、

代
表

者
が

受
け

取
り

に
来

る
よ

う
に

、
各

地
区

自
主

防
災

組
織

に
伝

達
す

る
。

 

 

救
護

班
と

地
区

自
主
防

災
組

織
の

仲
介

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

＊
避

難
所

外
避

難
者

の
健

康
管

理
を

、「
健

康
管

理
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

」
を

活
用

し
て

管
理

す
る

よ
う

に
促

す
。

 

＊
避

難
所

外
避

難
者

に
体

調
不

良
者

が
い

た
場

合
、

状
況

と
人

数
を

把
握

し
、

総
務

班
を

通
し

て
救

護
班

に
報

告
。

 

状
況

に
よ

っ
て

は
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
に

も
報

告
す

る
よ

う
に

配
慮

す
る

。
 

 

三
雲

管
内

 

災
害

対
策

本
部

 

本
部

 

総 務 班  

情
報

班
 

食
糧

物
資

班
 

救
護

班
 

避 難 所 外 避 難 者 対 応 班  
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3－

1   

第
3

章
 

避
難

所
運

営
 

避
難

所
運

営
 

不
特

定
多

数
の

人
が

混
乱

状
態

の
中

で
避

難
し

、
生

活
す

る
避

難
所

で
は

、
で

き
る

だ
け

避
難

者
の

負
担

が
大

き
く

な
ら

な

い
よ

う
、

工
夫

が
必

要
に

な
り

ま
す

。
 

１
運

営
活

動
の

ル
ー

ル
～

運
営

に
当

た
っ

て
考

え
て

お
く

こ
と

～
 

運
営

に
当

た
っ

て
は

次
の

点
に

つ
い

て
考

え
、

必
要

に
応

じ
て

、
運

営
方

針
な

ど
を

情
報

掲
示

板
な

ど
で

避
難

者
に

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

避
難

者
へ

も
理

解
を

求
め

、
未

然
に

ト
ラ

ブ
ル

を
回

避
し

、
適

切
な

運
営

を
進

め
ま

す
。

 

 

こ
れ

だ
け

は
！

チ
ェ

ッ
ク

 
 

 
運

営
に

当
た

っ
て

み
ん

な
で

配
慮

！
 

    

①
情

報
 

情
報

が
平

等
に

伝
わ

ら
な

い
こ

と
が

ト
ラ

ブ
ル

の
原

因
に

な
り

ま
す

。
 

 ○
 情

報
は

常
に

“
見

え
る

化
”

を
！

 

②
ト

イ
レ

の
利

用
と

水
分

補
給

 

ト
イ

レ
が

利
用

し
づ

ら
い

た
め

、
ト

イ
レ

に
で

き
る

だ
け

行
か

な
く

て
す

む
よ

う
に

水
分

補
給

を
控

え
る

と
体

調
を

崩
す

危
険

が
あ

り
ま

す
。

 
 ○

 洋
式

ト
イ

レ
は

高
齢

者
や

障
が

い
の

あ
る

人
を

優
先

に
 

○
 ト

イ
レ

利
用

を
我

慢
す

る
よ

う
な

状
況

に
な

っ
て

い
な

い
か

 

③
座

位
確

保
 

避
難

所
生

活
の

中
で

、
横

に
な

っ
て

過
ご

す
時

間
が

多
く

な
る

と
体

が
弱

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

 

（
椅

子
や

背
も

た
れ

グ
ッ

ズ
を

配
置

す
る

な
ど

工
夫

を
）

 
 ○

 座
っ

た
体

勢
で

過
ご

せ
る

よ
う

工
夫

を
し

ま
し

ょ
う

 

④
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
と

見
守

り
 

避
難

所
生

活
の

中
で

は
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
、

つ
い

た
て

を
立

て
る

な
ど

の
配

慮
が

必
要

で
あ

る
と

同
時

に
、

そ
れ

に
よ

る
孤

立
化

の
心

配
も

あ
り

ま
す

。
見

守
り

の
目

が
な

く
な

り
、

ち
ょ

っ
と

し
た

様
子

の
変

化
に

お

互
い

に
気

づ
き

に
く

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

 
 ○

 声
か

け
な

ど
の

見
守

り
の

工
夫

を
し

ま
し

ょ
う

 

○
 体

操
の

時
間

な
ど

、
共

有
体

験
の

時
間

を
つ

く
り

ま
し

ょ
う
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⑤
ペ

ッ
ト

と
衛

生
管

理
 

ペ
ッ

ト
は

飼
い

主
で

あ
る

避
難

者
に

と
っ

て
家

族
の

一
員

で
あ

り
、

心
の

よ
り

ど
こ

ろ
と

な
っ

て
い

る
場

合
が

あ
る

と
同

時
に

、
衛

生
管

理
や

他
の

避
難

者
へ

の
影

響
に

配
慮

が
必

要
で

も
あ

り
ま

す
。

ペ
ッ

ト
の

食
糧

も
不

足
し

な
い

よ
う

に
、

飼

い
主

は
事

前
の

準
備

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
 

 ○
 状

況
に

よ
っ

て
運

営
本

部
で

ル
ー

ル
を

つ
く

り
、

専
用

ス
ペ

ー
ス

設
置

な
ど

の
対

応
を

考
え

ま
す

 

⑥
女

性
へ

の
配

慮
 

避
難

所
生

活
で

は
、

更
衣

室
の

設
置

、
つ

い
立

に
よ

る
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
の

確
保

、
授

乳
室

の
設

置
、

必
要

物
資

の
支

給
方

法
等

の
女

性
に

配
慮

し
た

運
営

が
必

要
で

す
。

 
 ○

 運
営

本
部

に
女

性
を

複
数

名
入

れ
、

女
性

に
配

慮
し

た
運

営
を

し
ま

す
。

 

⑦
障

が
い

者
へ

の
配

慮
 

障
が

い
に

よ
っ

て
様

々
な

対
応

が
必

要
で

す
が

、
周

囲
の

理
解

や
配

慮
が

重
要

で
す

。
運

営
に

お
い

て
も

、
障

が
い

者
の

声
が

聞
け

る
体

制
を

つ
く

る
事

が
必

要
で

す
。

 
 ○

 障
が

い
者

に
配

慮
し

た
支

援
体

制
に

し
ま

す
。

 

⑧
高

齢
者

へ
の

配
慮

 

高
齢

者
は

、
体

力
や

予
備

力
が

低
下

し
て

い
る

た
め

、
こ

れ
ま

で
の

生
活

と
は

異
な

る
避

難
所

で
の

生
活

に
よ

り
、

容
易

に
体

調
を

崩
し

、
健

康
を

損
な

う
危

険
性

が
あ

り
ま

す
。

 

 ○
 高

齢
者

の
心

身
の

健
康

維
持

と
自

立
支

援
を

心
が

け
ま

す
。

 

⑨
子

ど
も

の
居

場
所

 

被
災

体
験

、
避

難
所

生
活

、
子

ど
も

に
お

け
る

ダ
メ

ー
ジ

は
非

常
に

大
き

い
も

の
で

す
。

子
ど

も
が

「
思

い
っ

き
り

声
を

出
す

」「
体

を
動

か
す

」
な

ど
が

で
き

る
居

場
所

を
つ

く
り

ま
す

。
 

 ○
 子

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
を

考
え

ま
す

。
 

⑩
外

国
人

へ
の

対
応

 

外
国

人
は

言
葉

の
壁

に
よ

っ
て

、
状

況
把

握
な

ど
が

難
し

く
不

安
な

状
況

に
陥

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
情

報
伝

達
の

工
夫

が
大

切
で

す
。

 
 ○

 通
訳

者
の

確
保

な
ど

に
よ

り
、

外
国

人
へ

の
情

報
伝

達
を

工
夫

し
ま

す
。

 

⑪
避

難
所

外
避

難
者

へ
の

対
応

 

避
難

所
は

、
避

難
所

外
避

難
者

支
援

も
含

め
た

支
援

拠
点

で
す

。
情

報
提

供
、

炊
き

出
し

や
救

援
物

資
の

配
給

な
ど

、
在

宅
避

難
者

へ
の

対
応

も
し

っ
か

り
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
 

 
 

避
難

所
外

避
難

者
対

応
班

と
現

地
の

自
主

防
災

組
織

と
連

携
し

あ
い

な
が

ら
進

め
て

い
き

ま
す

。
 

 ○
 避

難
所

へ
訪

れ
る

避
難

所
外

避
難

者
へ

も
情

報
提

供
、

炊
き

出
し

・
救

援
物

資
の

配
給

を
行

い
ま

す
。

 

⑫
観

光
客

等
帰

宅
困

難
者

へ
の

対
応

 

避
難

所
に

は
、

観
光

客
等

帰
宅

困
難

者
が

避
難

し
、

一
時

的
に

滞
在

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

 
 ○

 観
光

客
等

帰
宅

困
難

者
へ

も
情

報
提

供
な

ど
配

慮
を

！
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２
生

活
上

の
ル

ー
ル

 

避
難

所
に

お
い

て
、

誰
も

が
で

き
る

だ
け

利
用

し
や

す
い

よ
う

に
、

次
の

管
理

に
気

を
付

け
ま

す
。

 

 

衛 生 管 理  

⚫ 
手

洗
い

場
（

洗
面

場
）

と
調

理
場

は
分

け
ま

す
。

 

⚫ 
配

食
時

な
ど

食
べ

物
に

触
れ

る
と

き
に

は
、

必
ず

手
洗

い
、

消
毒

し
ま

す
。

 

⚫ 
マ

ス
ク

を
用

意
し

ま
す

。。
 

⚫ 
残

飯
や

ゴ
ミ

は
分

別
し

て
所

定
の

場
所

に
廃

棄
し

ま
す

。
 

⚫ 
汁

物
や

残
飯

を
捨

て
る

バ
ケ

ツ
に

ふ
た

を
し

ま
す

。
 

⚫ 
残

り
物

は
捨

て
る

よ
う

指
導

し
ま

す
。

 

（
配

給
や

配
食

は
食

べ
ら

れ
る

分
だ

け
も

ら
う

よ
う

指
導

し
ま

す
）

 

⚫ 
手

洗
い

、
う

が
い

を
徹

底
し

ま
す

。（
ト

イ
レ

や
洗

面
台

等
に

貼
り

紙
で

周
知

）
 

⚫ 
手

洗
い

用
消

毒
液

を
子

ど
も

の
手

の
届

か
な

い
場

所
に

設
置

し
ま

す
。

 

⚫ 
清

拭
・

足
浴

で
清

潔
に

し
ま

す
。

 

 

食 事 管 理 

⚫ 
身

体
に

や
さ

し
い

食
事

（
塩

分
控

え
め

、
野

菜
多

め
）

を
提

供
し

ま
す

。
 

⚫ 
地

域
の

協
力

で
炊

き
出

し
が

で
き

る
よ

う
に

し
ま

す
。

 

（
目

標
は

４
８

時
間

以
内

に
開

始
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
！

）
 

⚫ 
時

間
を

決
め

て
食

事
を

す
る

よ
う

に
し

ま
す

。
 

⚫ 
み

ん
な

で
一

緒
に

食
べ

る
よ

う
心

が
け

ま
す

。
 

 

健 康 管 理  

⚫ 
１

日
５

分
で

も
体

を
動

か
す

体
操

な
ど

の
時

間
を

つ
く

る
こ

と
。

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
を

防
ぎ

ま
す

。
ま

た
、

避
難

所
で

１
日

１
回

、
決

ま
っ

た
時

間
に

み
ん

な
で

行
う

こ
と

は
共

有
体

験
と

し
て

も
有

効
で

す
。

 

⚫ 
個

人
の

健
康

管
理

に
つ

い
て

も
ル

ー
ル

を
定

め
、

注
意

を
促

し
ま

す
。

 

（
口

腔
衛

生
管

理
、

喫
煙

、
飲

酒
な

ど
）

 

⚫ 
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
の

発
症

を
防

ぐ
た

め
、

避
難

所
は

原
則

と
し

て
、

飲
酒

は
禁

止
し

ま
す

。
 

 

そ の 他 の 避 難 所 生 活 の ル ー ル 

⚫ 
起

床
、

消
灯

な
ど

の
生

活
時

間
を

決
め

て
お

き
ま

す
。

 

⚫ 
朝

礼
・

健
康

体
操

の
時

間
を

決
め

て
お

き
ま

す
。

 

⚫ 
掃

除
を

す
る

日
や

時
間

を
決

め
て

お
き

ま
す

。
 

⚫ 
掃

除
当

番
や

配
食

当
番

等
、

避
難

者
が

参
加

で
き

る
よ

う
に

し
ま

す
。

 

⚫ 
人

数
確

認
（

点
呼

）
の

時
間

を
設

定
し

ま
す

。
 

⚫ 
避

難
所

内
は

火
気

厳
禁

と
し

ま
す

。
 

⚫ 
貴

重
品

の
管

理
に

つ
い

て
自

己
責

任
で

行
う

よ
う

周
知

し
ま

す
。

 

⚫ 
そ

の
他

、
必

要
に

応
じ

て
話

し
合

い
、

ル
ー

ル
を

決
め

ま
す

。
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 避
難

所
生

活
に

お
い

て
避

難
者

の
方

に
守

っ
て

も
ら

い
た

い
ル

ー
ル

に
つ

い
て

は
、

必
要

事
項

を
話

し
合

い
決

定
し

ま
す

。
 

必
要

事
項

を
記

入
し

、
情

報
掲

示
板

に
掲

示
、

放
送

な
ど

で
周

知
し

ま
す

。
 

 ル
ー

ル
の

掲
示

例
（

イ
メ

ー
ジ

）
 

                        ※
掲

示
す

る
際

は
、

重
要

ポ
イ

ン
ト

を
赤

字
や

太
字

に
す

る
、

ア
ン

ダ
ー

ラ
イ

ン
を

引
く

な
ど

工
夫

し
ま

し
ょ

う
。

 

 

避
難

所
生

活
の

ル
ー

ル
 

  
生

活
時

間
な

ど
の

こ
と

 

○
起

床
は

６
時

、
消

灯
は

夜
９

時
 

○
朝

の
食

料
の

配
給

は
７

時
か

ら
 

○
夜

8
時

に
点

呼
 

○
 

 

衛
生

管
理

 

○
手

洗
い

、
う

が
い

を
徹

底
し

ま
し

ょ
う

。
 

○
残

飯
や

ご
み

は
分

別
し

て
所

定
の

場
所

に

廃
棄

し
て

く
だ

さ
い

。
 

○
配

給
や

配
食

は
食

べ
ら

れ
る

分
だ

け
も

ら
う

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

○
残

り
物

は
捨

て
ま

し
ょ

う
。

 

○
 

 

避
難

所
の

施
設

の
こ

と
 

○
「

立
入

禁
止

」
場

所
に

は
入

ら
な

い
。

 

○
ト

イ
レ

は
決

め
ら

れ
た

場
所

を
利

用
し

て
く

だ
さ

い
。

 

○
靴

は
ポ

リ
袋

に
入

れ
て

運
び

ま
し

ょ
う

。
 

○
 

運
営

 

○
掃

除
当

番
表

（
様

式
は

準
備

済
み

）
 

○
自

主
的

に
避

難
所

運
営

に
参

加
し

ま
し

ょ
う

。
 

○
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３
福

祉
避

難
所

・
福

祉
ス

ペ
ー

ス
 

次
の

よ
う

な
考

え
方

で
福

祉
避

難
所

、
福

祉
ス

ペ
ー

ス
（

福
祉

避
難

室
(仮

称
)）

が
設

置
さ

れ
ま

す
。

救
護

班
を

中
心

に
 

連
携

を
図

り
ま

し
ょ

う
。

 

 

福
祉

避
難

所
の

考
え

方
 

 

福
祉

避
難

所
と

は
 

○
 

一
般

の
避

難
所

に
お

い
て

、
避

難
所

生
活

が
困

難
な

高
齢

者
や

障
が

い
の

あ
る

人
な

ど
、

特
別

な
配

慮
を

必
要

と
す

る
方

が
避

難
す

る
施

設
で

す
。

 

○
 

福
祉

避
難

所
は

、
必

要
に

応
じ

て
開

設
さ

れ
る

二
次

的
避

難
所

で
す

。
 

○
 

移
送

の
要

望
に

つ
い

て
は

、
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
に

要
請

す
る

。
 

 対
象

 

○
 

高
齢

者
、

障
が

い
の

あ
る

人
、

妊
産

婦
、

乳
幼

児
、

病
弱

者
な

ど
、

避
難

所
生

活
に

お
い

て
特

別
な

配
慮

を
要

す
る

方
が

対
象

で
す

。
 

○
 

要
配

慮
者

の
状

態
に

応
じ

て
、

要
配

慮
者

の
介

助
者

１
名

は
、

福
祉

避
難

所
へ

の
避

難
が

可
能

で
す

。
 

 福
祉

避
難

所
へ

の
避

難
の

流
れ

 

①
身

の
安

全
の

確
保

を
最

優
先

に
、

ま
ず

一
般

の
避

難
所

に
避

難
 

②
一

般
の

避
難

所
に

お
い

て
、

保
健

師
等

が
介

助
者

の
有

無
や

障
が

い
の

種
類

・
程

度
に

応
じ

て
、

福
祉

避
難

所
へ

の
受

入
れ

を
調

整
し

、
対

象
者

を
決

定
 

③
ス

タ
ッ

フ
の

配
置

な
ど

受
入

態
勢

が
整

っ
た

と
こ

ろ
で

対
象

者
を

福
祉

避
難

所
へ
（

搬
送

は
家

族
や

地
域

支
援

者
等

。
但

し
、

家
族

の
方

な
ど

で
搬

送
が

で
き

な
い

場
合

な
ど

、
状

況
に

応
じ

福
祉

車
両

等
で

の
搬

送
）

 

 
 

＊
 福
祉

ス
ペ

ー
ス

（
福

祉
避

難
室

(仮
称

)）
の

考
え

方
 

 

福
祉

避
難

所
に

お
い

て
、

対
象

者
す

べ
て

を
収

容
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
と

と
も

に
、

避
難

所
生

活
の

長
期

化
等

に

よ
り

、
特

別
な

配
慮

を
要

す
る

方
が

増
加

す
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

た
め

、
一

般
の

避
難

所
の

中
の

福
祉

ス
ペ

ー
ス

と

し
て

「
福

祉
避

難
室

（
仮

称
）」

を
設

置
し

ま
す

。
 

 

        

 

対
象

と
な

る
方

の
状

態
と

収
容

施
設

の
イ

メ
ー

ジ
 

 
軽

度
 

中
度

 
重

度
 

対
象

 

福
祉

避
難

室
（

仮
称

）
 

○
 

 
 

比
較

的
介

護
度

が
軽

度
で

専
門

的
な

ケ
ア

は
必

要
で

は
な

い
が

、

配
慮

を
必

要
と

す
る

方
 

福
祉

避
難

所
 

 
○

 
 

要
介

護
・

障
が

い
の

程
度

が
高

く
、

専
門

的
な

ケ
ア

な
ど

の
特

別

な
配

慮
を

必
要

と
す

る
方

 

緊
急

入
所

 
 

○
 

○
 

身
体

状
況

の
悪

化
等

に
よ

り
、

福
祉

避
難

所
で

の
避

難
生

活
が

困

難
な

方
 

緊
急

入
院

 
 

○
 

○
 

医
療

的
な

処
置

や
治

療
が

必
要

な
方

 

 

 



4－
1  

第
4

章
 

安
定

期
以

降
の

取
組

 

安
定

期
か

ら
撤

収
期

 

安
定

期
（

３
週

間
目

以
降

）
で

は
運

営
体

制
の

見
直

し
を

図
り

、
相

談
体

制
の

確
立

、
こ

こ
ろ

の
ケ

ア
な

ど
を

図
る

と
と

も

に
、

避
難

者
の

自
立

へ
向

け
た

取
組

に
あ

わ
せ

て
、

避
難

所
の

撤
収

へ
の

合
意

形
成

を
進

め
ま

す
。

 

 

避
難

生
活

長
期

化
の

注
意

点
 

○
 

避
難

所
で

の
生

活
が

長
期

化
し

た
場

合
は

、
三

雲
管

内
災

害
対

策
本

部
と

相
談

し
、

つ
い

た
て

や
ス

ペ
ー

ス
配

分
の

見

直
し

な
ど

を
し

ま
す

。
 

○
 

長
期

化
に

伴
っ

て
家

具
や

備
品

の
増

加
が

考
え

ら
れ

、
ス

ペ
ー

ス
配

分
が

不
均

衡
に

な
る

場
合

も
起

こ
る

こ
と

か
ら

、

可
能

な
限

り
、

収
容

人
数

に
合

わ
せ

た
部

屋
の

配
分

を
家

族
単

位
に

構
成

す
る

方
向

が
望

ま
れ

ま
す

。
 

○
 

自
分

勝
手

に
自

炊
な

ど
し

な
い

よ
う

、
炊

事
場

等
の

設
置

ル
ー

ル
な

ど
場

所
の

指
定

が
必

要
で

す
。

 

○
 

避
難

所
生

活
が

長
引

く
こ

と
に

よ
る

ス
ト

レ
ス

な
ど

か
ら

、
些

細
な

こ
と

が
ト

ラ
ブ

ル
に

な
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

避

難
者

の
変

化
に

注
意

が
必

要
で

す
。

 

 

避
難

所
統

廃
合

に
伴

う
移

動
 

施
設

の
再

開
に

向
け

て
、

避
難

施
設

の
縮

小
・

統
合

が
進

め
ら

れ
る

際
は

、
避

難
者

に
対

し
部

屋
の

移
動

な
ど

に
つ

い
て

広

報
し

て
お

き
ま

す
。

 

避
難

所
を

移
動

す
る

こ
と

が
決

定
し

た
場

合
は

、
移

動
の

日
時

、
荷

物
の

搬
送

に
つ

い
て

避
難

者
に

対
し

周
知

し
て

お
き

ま

す
。

 

 

避
難

所
の

撤
収

・
閉

鎖
 

避
難

所
撤

収
が

決
定

し
た

場
合

は
、

撤
収

の
準

備
に

取
り

掛
か

り
ま

す
。

ま
ず

、
避

難
所

の
閉

鎖
時

期
と

撤
収

準
備

な
ど

に

つ
い

て
避

難
者

に
説

明
し

ま
す

。
 

回
収

が
必

要
と

な
る

物
資

等
が

あ
る

場
合

は
、

三
雲

管
内

災
害

対
策

本
部

へ
連

絡
し

、
避

難
所

施
設

内
の

片
付

け
や

清
掃

を

避
難

者
の

協
力

を
得

て
行

い
ま

す
。

 

避
難

者
の

撤
収

が
確

認
さ

れ
た

後
、

避
難

所
運

営
本

部
は

避
難

所
閉

鎖
日

を
も

っ
て

廃
止

し
ま

す
。

 

            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

米ノ庄地区〔市場庄町・中ノ庄町〕避難ルート案 

至 上ノ庄 

 津波は河川をつたって上ってきます。
堀坂川を早くわたるか、河川から離れる
ように避難ルートをとります。 

ご家庭で避難ルートをきめて行動して
ください。 

付
-
1

 

2 号橋耐震工事済 

市場庄町 

中ノ庄町 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

米ノ庄地区〔久米町〕避難ルート案 

 津波は河川をつたって上ってきます。
堀坂川を早くわたるか、河川から離れる
ように避難ルートをとります。 

ご家庭で避難ルートをきめて行動して
ください。 

付
-
2

 

至 阿坂 

津波から身を守るには、より高いところを
目指します。避難場所や避難方法を家族で話
し合って決めておいてください。 
合言葉は「名松線より⻄側ににげろ！」 

久米町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米ノ庄地区〔上久米・こもれびの園・上ノ庄町〕避難ルート案 

付
-
3

 

上久米・名松線⻄側の上ノ庄は、津波到達地域とされて
いませんが、想定外が考えられます。油断せずより高い避
難場所に避難しましょう。 

至 阿坂小学校 

3 号橋耐震工事済 

上久米 

上ノ庄町 



様
式
№

松
阪

避
難

所
運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
様

式
№

タ
イ
ト

ル
記

載
ペ

ー
ジ

様
式
１

松
阪

様
式
１

避
難

所
開

設
チ

ェ
ッ

ク
リ
ス
ト

1
-
5

様
式
２

松
阪

様
式
2
-
2

施
設

安
全

点
検

＜
コ

ン
ク
リ

ー
ト

造
等
＞

1
-
7

様
式
３

松
阪

2
-
3

施
設

安
全

点
検

＜
鉄

骨
造
＞

1
-
8

様
式
４

避
難

者
受

付
名

簿
（

初
動
期
）

1
-
1
9

様
式
５

米
ノ

庄
避

難
所

簡
易

問
診
票

1
-
2
0

様
式
６

松
阪

様
式
3

避
難

者
名
簿

1
-
2
1

様
式
７

安
否

不
明

者
情
報

1
-
2
2

様
式
８

健
康

管
理
簿

1
-
2
3

様
式
９

米
ノ

庄
避

難
所

運
営

本
部
　

班
別

時
系

列
日
誌

2
-
2

様
式

１
０

松
阪

様
式
4
-
1

避
難

所
状

況
報

告
用

紙
（
初

動
期
）

2
-
7

様
式

１
１

松
阪

様
式
4
-
2

避
難

所
状

況
報

告
用

紙
〔
第

　
　

報
〕

2
-
9

様
式

１
２

松
阪

様
式
1
1

郵
便

物
等

受
取
帳

2
-
1
3

様
式

１
３

松
阪

様
式
1
2

取
材

者
用

受
付

用
紙

2
-
1
4

様
式

１
４

行
方

不
明

者
等

問
合

せ
受
付
票

2
-
1
5

様
式

１
５

松
阪

様
式
5

主
食

依
頼
票

2
-
1
8

様
式

１
６

松
阪

様
式
6

物
資

依
頼
票

2
-
1
9

様
式

１
７

松
阪

様
式
7

物
資

管
理
簿

2
-
2
0

様
式

１
８

避
難

所
外

避
難

者
　

食
糧
物

資
要

望
リ

ス
ト

2
-
2
1

様
式

１
９

松
阪

様
式
8

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

受
付
票

2
-
2
6

様
式

２
０

災
害

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

支
援
要

望
　

申
込

み
用
紙

2
-
2
7

米
ノ

庄
避

難
所

運
営

マ
ニ

ュ
ア

ル
　

様
式

一
覧

付
-
4

 


